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このドキュメントの使用法

■ 概要 – Oracle Solaris Cluster の Oracle Real Application Clusters (Support for Oracle
RAC) 向けサポート データサービスについて説明します。

■ 対象読者 – Oracle のソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持っている
上級システム管理者。

■ 必要な知識 – Oracle Solaris オペレーティングシステムや Oracle Solaris Cluster ソフ
トウェアに関する知識、および Oracle Solaris Cluster ソフトウェアとともに使用さ
れるボリュームマネージャーソフトウェアに関する専門知識。

販売活動のガイドとしては使用しないでください。

製品ドキュメントライブラリ

この製品および関連製品のドキュメントとリソースは http://www.oracle.com/pls/
topic/lookup?ctx=E69294_01 で入手可能です。

フィードバック

このドキュメントに関するフィードバックを http://www.oracle.com/goto/
docfeedback からお聞かせください。
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 1 ♦  ♦  ♦        第    1    章 

Oracle RAC のサポート のインストール

この章では、Oracle Solaris Cluster ノードに Oracle RAC のサポート をインストールす
る方法について説明します。

■ 21 ページの「Oracle RAC のサポート のインストールプロセスの概要」
■ 21 ページの「インストール前の考慮事項」
■ 30 ページの「Oracle Solaris Cluster ノードの準備」
■ 39 ページの「Support for Oracle RAC パッケージのインストール」

Oracle RAC のサポート のインストールプロセスの概要

次の表では、インストールタスクの要約、およびタスクを実行するための詳細な手順
への相互参照を示します。

表に示されている順序で次のタスクを実行してください。

表 1 Oracle RAC のサポート をインストールするためのタスク

タスク 参照先

インストールを計画します 21 ページの「インストール前の考慮事項」

Oracle Solaris Cluster ノードを準備します 30 ページの「Oracle Solaris Cluster ノードの準
備」

データサービスパッケージをインストールします 39 ページの「Support for Oracle RAC パッケージ
のインストール」

インストール前の考慮事項

このセクションには、次のインストール前情報が含まれています。
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インストール前の考慮事項

■ 22 ページの「一般的な要件」
■ 23 ページの「ハードウェアおよびソフトウェアの要件」
■ 24 ページの「ストレージ管理の要件」
■ 29 ページの「Oracle RAC のサポート と Oracle Data Guard の同時使用」

一般的な要件
Oracle Solaris Cluster の Oracle Real Application Clusters (Support for Oracle RAC) 向けサ
ポート は、複数のマシンで同時に実行できるアプリケーションです。Oracle RAC の
サポート は、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタのいずれかのグローバルクラ
スタノードで実行できます。Oracle RAC のサポート インストール全体が、グローバル
クラスタまたは特定のゾーンクラスタのいずれかの 1 つのクラスタ内に含まれていま
す。Oracle RAC のサポート インストールを 1 つのクラスタ内に保持することで、複数
の独立した Oracle RAC のサポート インストールを同時にサポートできます。この場
合、各 Oracle RAC のサポート インストールは異なるバージョンにすることも、スト
レージなどの異なるオプションを使用することもできます。Oracle RAC のサポート で
は、Oracle Solaris Cluster ノードで Oracle RAC のサポート を実行したり、Oracle Solaris
Cluster コマンドを使用して Oracle RAC のサポート を管理したりできます。

このデータサービスの構成では、Oracle Solaris Cluster ソフトウェアを使用して Oracle
RAC のサポート インストールの次のコンポーネントのリソースを構成します。

■ Oracle RAC のサポート フレームワーク。これらのリソースを使用すると、Oracle
RAC のサポート を Oracle Solaris Cluster ソフトウェアとともに実行できます。ま
た、リソースでは、Oracle Solaris Cluster コマンドを使用して再構成パラメータを
設定できます。Oracle RAC のサポート フレームワークのリソースを構成する必要
があります。詳細は、65 ページの「Oracle RAC のサポート フレームワークリ
ソースグループの登録と構成」を参照してください。

■ Oracle Database ファイル用のストレージ。これらのリソースは、ボリュームマ
ネージャーと、Oracle Database ファイルを格納するファイルシステムのために障
害モニタリングと自動的な障害復旧を提供します。Oracle Database ファイル用の
ストレージリソースの構成はオプションです。詳細は、80 ページの「Oracle
Database ファイル用のストレージリソースの登録および構成」を参照してくださ
い。

■ Oracle RAC のサポート データベースインスタンス。これらのリソースタイプで
は、Oracle Grid Infrastructure と Oracle Solaris Cluster ソフトウェアを同時に使用でき
ます。これらのリソースタイプは、障害モニタリングと自動的な障害回復を提供し
ません。Oracle Grid Infrastructure ソフトウェアは、この機能を提供します。
Oracle Solaris プロジェクトリソースプロパティーとリソースグループプロパティー
を Oracle Solaris Cluster リソースタイプで使用しないでください。プロキシリソー
スは、データベースインスタンスを直接開始しません。代わりに、Oracle Grid
Infrastructure がデータベースインスタンスを開始し、Solaris Resource Manager 抽象
はこれらのバージョンの Oracle RAC のサポート では機能しません。

22 Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clusters ガイド • 2018 年 8 月



インストール前の考慮事項

リソースの構成はオプションです。これによって、Oracle Solaris Cluster ソフト
ウェアが Oracle RAC のサポート データベースインスタンスを管理できるようにな
ります。詳細は、99 ページの「Oracle RAC のサポート データベースインスタ
ンスのリソースの構成」を参照してください。

注記 - ゾーンクラスタで Oracle RAC のサポート を使用する場合は、継承された読み
取り専用ディレクトリとして /opt ディレクトリを使用してゾーンクラスタを構成し
ないでください。ゾーンクラスタでの Oracle RAC のサポート 構成では、/opt ファ
イルシステムは書き込み可能で、かつ各ゾーンに対して一意である必要があります。
Oracle RAC のサポート に使用するゾーンクラスタが、/opt ディレクトリの inherit-
pkg-dir リソースを使用して構成されている場合は、ゾーンクラスタを削除して再作
成するか、この要件を満たす新規ゾーンクラスタを作成してください。

アプリケーション展開で、ホスト名でパブリックネットワークからゾーンクラス
タノードをアクセス可能にするか、各ノードからの同時アウトバウンドトラフィッ
クを確保する必要がある場合は、ゾーンクラスタノードごとに固定パブリック
ネットワークアドレスが必要です。そのような展開の例には、ゾーンクラスタでの
Oracle RAC のサポート の実行、またはゾーンクラスタでのスケーラブルなサービス
(SharedAddress リソース) を使用したアプリケーションの実行が含まれます。

ハードウェアおよびソフトウェアの要件

インストールを開始する前に、以降の各サブセクションでハードウェア要件とソフト
ウェア要件を確認してください。

■ 23 ページの「Oracle Solaris Cluster フレームワークの要件」
■ 24 ページの「Oracle Grid Infrastructure ソフトウェアの要件」
■ 24 ページの「ソフトウェアライセンスの要件」
■ 24 ページの「サポートされるトポロジの要件」
■ 24 ページの「ソフトウェア更新のインストールの要件」

サポートされるバージョンについては、http://www.oracle.com/technetwork/
server-storage/solaris-cluster/overview/solariscluster4-
compatibilityguide-1429037.pdfを参照してください。

Oracle Solaris Cluster フレームワークの要件

Oracle RAC のサポート では、初期クラスタフレームワークがすでにインストールされ
ている機能するクラスタが必要です。クラスタソフトウェアの初期インストールの詳
細は、『安装和配置 Oracle Solaris Cluster 4.4 环境』を参照してください。
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インストール前の考慮事項

Oracle Grid Infrastructure ソフトウェアの要件

Oracle Grid Infrastructure (Oracle ASM と Oracle Clusterware) を使用する場合は、クラ
スタが Oracle Grid Infrastructure ソフトウェアの要件を満たすことを確認してくださ
い。Oracle Grid Infrastructure ソフトウェアのバージョンについては、『Oracle Grid
Infrastructure インストレーション・ガイド』でオペレーティングシステムの構成に関
する情報を参照してください。

ソフトウェアライセンスの要件

ソフトウェアに適したライセンスを取得してインストールしたことを確認してくださ
い。ライセンスを誤ってまたは不完全にインストールすると、ノードを正常にブート
できない可能性があります。

サポートされるトポロジの要件

Oracle RAC のサポート で現在サポートされるトポロジ、クラスタインターコネクト、
ストレージ管理スキーム、およびハードウェア構成については、Oracle 保守担当者に
お問い合わせください。

ソフトウェア更新のインストールの要件

Oracle Solaris OS、Oracle Solaris Cluster、Oracle Database、およびボリュームマネー
ジャーソフトウェアに適用可能なソフトウェア更新をすべてインストールしたことを
確認してください。Oracle RAC のサポート ソフトウェア更新をインストールする必要
がある場合は、データサービスパッケージのインストール後にこれらの更新を適用す
る必要があります。

ストレージ管理の要件

このセクションでは、Oracle RAC のストレージ管理に関する次の情報を提供します。

■ 25 ページの「Oracle Database ファイル用のストレージ管理の要件」
■ 26 ページの「Oracle Grid Infrastructure のストレージ管理の要件」
■ 27 ページの「Oracle RAC のサポート データベース用のストレージ管理の要

件」
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■ 27 ページの「Oracle Database バイナリファイルと構成ファイル用のストレージ
管理の要件」

■ 29 ページの「ゾーンクラスタによってサポートされるストレージ管理スキー
ム」

Oracle Database ファイル用のストレージ管理の要件

Oracle RAC のサポート は、次の表に示されている Oracle Database ファイル用のスト
レージ管理スキームを使用できます。表は、各ストレージ管理スキームで格納でき
る Oracle Database ファイルまたは Oracle Grid Infrastructure ファイルのタイプの要約を
示します。Oracle Database ファイルのすべてのタイプを格納できるストレージ管理ス
キームの組み合わせを選択していることを確認します。

表内の各記号の意味は次のとおりです。

はい ストレージ管理スキームが Oracle Database ファイルのタイプを格
納できることを示します。

* Oracle Database バージョン 12c リリース 1 以降ではストレージ管
理スキームが Oracle Database ファイルのタイプを格納できます
が、バージョン 11g リリース 2 では格納できないことを示しま
す。

いいえ ストレージ管理スキームが Oracle Database ファイルのタイプを格
納できないことを示します。

表 2 Oracle DBMS ファイル用のストレージ管理スキーム

Oracle
DBMS の
ファイルタ
イプ

Solaris
Volume
Manager for
Sun Cluster
スキーム

ハードウェ
ア RAID ス
キーム

StorageTek
QFS 共有
ファイルシス
テムスキーム

認定済み
NAS デバイ
ススキーム

Oracle ASM
スキーム

クラスタファ
イルシステム
スキーム

Oracle
ACFS ファイ
ルシステムス
キーム

ローカルディ
スクスキーム

インストー
ルバイナリ
ファイル

いいえ いいえ はい はい いいえ はい はい はい

構成ファイ
ル

いいえ いいえ いいえ はい いいえ はい はい はい

システム
パラメー
タファイル
(SPFILE)

いいえ いいえ はい はい はい はい いいえ いいえ

警告ファイ
ル

いいえ いいえ はい はい いいえ はい はい はい

トレース
ファイル

いいえ いいえ はい はい いいえ はい はい はい
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Oracle
DBMS の
ファイルタ
イプ

Solaris
Volume
Manager for
Sun Cluster
スキーム

ハードウェ
ア RAID ス
キーム

StorageTek
QFS 共有
ファイルシス
テムスキーム

認定済み
NAS デバイ
ススキーム

Oracle ASM
スキーム

クラスタファ
イルシステム
スキーム

Oracle
ACFS ファイ
ルシステムス
キーム

ローカルディ
スクスキーム

データファ
イル

はい はい はい はい はい いいえ * いいえ

制御ファイ
ル

はい はい はい はい はい いいえ * いいえ

オンライン
再実行ログ
ファイル

はい はい はい はい はい いいえ * いいえ

アーカイブ
された再実
行ログファ
イル

いいえ いいえ はい はい はい はい * いいえ

フラッシュ
バックログ
ファイル

いいえ いいえ はい はい はい はい * いいえ

リカバリ
ファイル†

いいえ いいえ はい はい はい いいえ * いいえ

†高速リカバリ領域は、クラスタファイルシステム上に配置できません。このファイルセットにオンライン再実行ログが含まれているためです。

表 3 Oracle Grid Infrastructure ファイル用のストレージ管理スキーム

Oracle Grid
Infrastructure
ファイルタ
イプ

Solaris
Volume
Manager for
Sun Cluster
スキーム

ハードウェ
ア RAID ス
キーム

StorageTek
QFS 共有
ファイルシス
テムスキーム

認定済み
NAS デバイ
ススキーム

Oracle ASM
スキーム

クラスタファ
イルシステム
スキーム

Oracle
ACFS ファイ
ルシステムス
キーム

ローカルディ
スクスキーム

インストー
ルバイナリ
ファイル

いいえ いいえ いいえ はい いいえ いいえ いいえ はい

OCR ファ
イル

はい はい はい はい はい はい いいえ いいえ

投票ディス
ク

はい はい はい はい はい はい いいえ いいえ

詳細については、使用している Oracle Database のバージョン用の Oracle Database のイ
ンストールガイドで、データベースストレージオプションに関するドキュメントを参
照してください。

Oracle Grid Infrastructure のストレージ管理の要件

Oracle Grid Infrastructure バイナリインストールファイルは、次のストレージ管理ス
キームでサポートされます。
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■ 修飾されたネットワーク接続ストレージ (NAS) デバイス
■ ローカルファイルシステム

Oracle Grid Infrastructure Oracle Cluster Registry (OCR) と投票ディスクは、次のストレー
ジ管理スキームでサポートされます。

■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster
■ ハードウェア Redundant Array of Independent Disks (RAID) サポート
■ ハードウェア RAID サポートまたは Solaris Volume Manager for Sun Cluster を使用し

た StorageTek QFS 共有ファイルシステム
■ 修飾されたネットワーク接続ストレージ (NAS) デバイス
■ Oracle ASM
■ クラスタファイルシステム
■ (Oracle Database 12c 以降) Oracle ACFS ファイルシステム

Oracle RAC のサポート データベース用のストレージ管理の要件

Oracle RAC のサポート データベースには次のストレージ管理スキームを使用できま
す。

■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster
■ ハードウェア Redundant Array of Independent Disks (RAID) サポート
■ ハードウェア RAID サポートまたは Solaris Volume Manager for Sun Cluster を使用し

た StorageTek QFS 共有ファイルシステム
■ 修飾されたネットワーク接続ストレージ (NAS) デバイス
■ Oracle ASM
■ (Oracle Database 12c 以降) Oracle ACFS ファイルシステム

注意 - パフォーマンスの低下や SUNW.ScalDeviceGroup プローブの障害が発生する
のを避けるため、Solaris Volume Manager ミラー化論理ボリュームを使用して Oracle
ASM を構成しないでください。

Oracle Database バイナリファイルと構成ファイル用のストレー
ジ管理の要件

次の場所の 1 つに Oracle Database バイナリファイルと構成ファイルをインストールで
きます。
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■ 各クラスタノードのローカルディスク。追加情報について
は、28 ページの「Oracle Database バイナリファイルと構成ファイル用のローカ
ルディスクの使用」を参照してください。

■ 次のリストにある共有ファイルシステム

注記 - Oracle Grid Infrastructure バイナリは、クラスタファイルシステムまたは
StorageTek QFS 共有ファイルシステム上に配置できません。

■ StorageTek QFS 共有ファイルシステム
■ 認定済み NAS デバイス上のファイルシステム
■ PxFS ベースのクラスタファイルシステム
■ ACFS ファイルシステム

追加情報については、28 ページの「Oracle Database バイナリファイルと構成
ファイル用の 共有ファイルシステム の使用」を参照してください。

Oracle Database バイナリファイルと構成ファイル用のローカルディスクの
使用

個々のクラスタノード上に Oracle Database バイナリファイルおよび構成ファイルを配
置すると、データサービスをシャットダウンせずに Oracle Database アプリケーション
をあとでアップグレードできます。

注記 - 一部のバージョンの Oracle Database ソフトウェアでは、アップグレード中に
データサービスをシャットダウンする必要があります。データサービスをシャットダ
ウンせずに Oracle Database アプリケーションをアップグレードできるかどうかを判定
するには、Oracle Database のドキュメントを参照してください。

欠点は、保守および管理する Oracle Database アプリケーションのバイナリファイルと
Oracle Database 構成ファイルのコピーが複数になることです。

Oracle Database バイナリファイルと構成ファイル用の 共有ファイルシステ
ム の使用

Oracle RAC のサポート インストールの保守を単純化するために、Oracle Database バイ
ナリファイルと構成ファイルを共有ファイルシステムにインストールできます。

注記 - Oracle Grid Infrastructure バイナリは、クラスタファイルシステムまたは
StorageTek QFS 共有ファイルシステム上に配置できません。
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次の共有ファイルシステムがサポートされます。

■ StorageTek QFS 共有ファイルシステム
■ 認定済み NAS デバイス上のファイルシステム
■ Solaris Volume Manager を使用する PxFS ベースのクラスタファイルシステム
■ ACFS ファイルシステム

Oracle Database バイナリファイルと構成ファイルを共有ファイルシステム上に配置す
る場合に保守および管理するコピーは 1 つのみです。ただし、Oracle Database アプリ
ケーションをアップグレードするには、クラスタ全体でデータサービスをシャットダ
ウンする必要があります。アップグレードのための短期間のダウンタイムを許容でき
る場合は、共有ファイルシステムに Oracle Database バイナリファイルと構成ファイル
の単一のコピーを配置してください。

ゾーンクラスタによってサポートされるストレージ管理スキーム

実行している Oracle RAC のサポート のバージョンに応じて、ゾーンクラスタで
Oracle RAC のサポート を実行するために、次のストレージ管理スキームを使用できま
す。

■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster
■ Solaris Volume Manager またはハードウェア RAID サポートを使用した StorageTek

QFS 共有ファイルシステム
■ フェンシングを使用した認定済み NAS デバイス上のファイルシステム
■ Oracle ASM
■ (Oracle Database 12c 以降) Oracle ACFS ファイルシステム

Oracle RAC のサポート と Oracle Data Guard の同
時使用

Oracle RAC のサポート は、Oracle Data Guard とともに使用できます。Oracle RAC のサ
ポート を Oracle Data Guard とともに構成するには、このガイドにあるタスクを実行し
ます。Oracle Data Guard 構成で使用するクラスタのタスクは、スタンドアロンクラス
タのタスクと同じです。

Oracle Data Guard のインストール、管理、および操作については、Oracle Data Guard
のドキュメントを参照してください。
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Oracle Solaris Cluster ノードの準備

Oracle Solaris Cluster ノードの準備

Oracle Solaris Cluster ノードを準備すると、Oracle RAC のサポート を Oracle Solaris
Cluster ノードで実行できるようにオペレーティングシステムの構成が変更されます。
Oracle Solaris Cluster ノードとディスクの準備には、次のタスクが含まれます。

■ NIS ネームサービスのバイパス
■ デバイス管理者 (DBA) グループと DBA ユーザーアカウントの作成
■ Oracle RAC のサポート ソフトウェア用の共有メモリーの構成

注意 - Oracle RAC のサポート を実行する可能性があるすべてのノードでこれらのタス
クを実行します。これらのタスクをすべてのノードで実行しないと、Oracle Database
インストールは不完全になります。不完全な Oracle インストールが原因で、起動中に
Oracle RAC のサポート が失敗します。

Oracle RAC のサポート をゾーンクラスタで実行可能にするには、次の追加のタスクを
実行する必要があります。

■ ゾーンクラスタでの Oracle RAC のサポート ソフトウェア用の共有メモリーの構成
■ ゾーンクラスタでの Oracle RAC のサポート ソフトウェアに必要な特権の設定
■ ゾーンクラスタでの Oracle RAC のサポート ソフトウェアの論理ホスト名リソース

の構成

このセクションには、次の情報が含まれます。

■ 30 ページの「始める前に」
■ 31 ページの「NIS ネームサービスをバイパスする方法」
■ 32 ページの「DBA グループと DBA ユーザーアカウントを作成する方法」
■ 36 ページの「グローバルクラスタで Oracle RAC のサポート ソフトウェア用の

共有メモリーを構成する方法」
■ 36 ページの「ゾーンクラスタで Oracle RAC のサポート ソフトウェア用の共有

メモリーを構成する方法」
■ 38 ページの「ゾーンクラスタで Oracle RAC のサポート ソフトウェアに必要な

特権を設定する方法」
■ 39 ページの「ゾーンクラスタで Oracle RAC のサポート ソフトウェアの論理ホ

スト名リソースまたは仮想 IP アドレスを構成する方法」

始める前に
Oracle Solaris Cluster ノードを準備する前に、Oracle RAC のサポート のすべてのイン
ストール前タスクが完了していることを確認してください。詳細は、Oracle RAC のサ
ポート のドキュメントを参照してください。
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NIS ネームサービスをバイパスする方法

Oracle RAC のサポート が NIS ネームサービスを参照する場合は、ネームサービスを
使用できないと、Oracle RAC のサポート データサービスが失敗する可能性がありま
す。

NIS ネームサービスをバイパスすると、Oracle RAC のサポート データサービスがユー
ザー識別子 (ID) を設定する際に、データサービスが NIS ネームサービスを参照しなく
なります。Oracle RAC のサポート データサービスは、データサービスがデータベース
を起動または停止するときにユーザー ID を設定します。

1. Oracle RAC のサポート を実行できるすべてのノードで root 役割になります。

2. 各ノードで、/etc/nsswitch.conf ファイル内の次のエントリで nis の前に files が
示されていることを確認します。

passwd:    files nis
publickey: files nis
project:   files nis
group:     files nis 

■ 各検索を表示するには、次のコマンドを使用します。

# svccfg -s svc:/system/name-service/switch listprop config/lookupname

■ 検索エントリを変更するには、次のコマンドを使用します。

# svccfg -s svc:/system/name-service/switch \

setprop config/lookupname = astring: \"lookup-entry\"

詳細は、svccfg(8) および nsswitch.conf(5) のマニュアルページを参照してくださ
い。

例   1 ネームサービスの検索エントリの設定

次の例では、nis の前に files が指定されるように passwd データベースの検索順序
を設定し、現在の設定を表示します。

# svccfg -s svc:/sysgtem/name-service/switch \
setprop config/password = astring: \"files nis\"

# svccfg -s svc:/system/name-service/switch listprop config/password
config/password astring "files nis"

次の手順 32 ページの「DBA グループと DBA ユーザーアカウントを作成する方法」に移動
します。
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DBA グループと DBA ユーザーアカウントを作成する方法

DBA グループと DBA ユーザーアカウントを作成す
る方法

Oracle RAC を Oracle Solaris Cluster ソフトウェアとともにインストールすると、DBA
グループには通常 dba という名前が付けられます。このグループには通常、root
ユーザーと oracle ユーザーが含まれています。

注記 - このユーザーとグループの構成は、Oracle RAC のスタンドアロンインストール
に関する Oracle RAC のドキュメントで説明されている構成とは異なります。Oracle
RAC のスタンドアロンインストールでは、oinstall という名前のプライマリ DBA
グループと、dba という名前のセカンダリグループを使用します。一部のアプリケー
ションでは、oper という名前のセカンダリグループも必要です。詳細は、Oracle RAC
のドキュメントを参照してください。

各クラスタノードでこのタスクを実行してください。

1. このタスクを実行するクラスタノードで root 役割になります。

2. DBA グループとグループ内の潜在的なユーザーのエントリを /etc/group ファイルに
追加します。
# groupadd -g group-id group-name

group-name

エントリを追加するグループの名前を指定します。通常、このグループの名前は
dba です。

group-id

システム内でグループの一意数値 ID (GID) を指定します。

Oracle RAC を実行できる各ノードでコマンドを同一にしてください。

データサービスクライアントで情報を使用できるように、ネットワーク情報サービス
(NIS) や NIS+ など、ネットワークネームサービスでネームサービスエントリを作成で
きます。ネットワークネームサービスでの依存関係を削除するために、ローカル /etc
ファイルにエントリを作成することもできます。

3. ステップ 2 で定義した DBA グループ内の潜在的な各ユーザーのホームディレクトリ
を作成します。
root  ユーザーのホームディレクトリを作成する必要はありません。

ホームディレクトリを作成する潜在的なユーザーごとに、次のコマンドを入力しま
す。

# mkdir -p user-home
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user-home

作成するホームディレクトリのフルパスを指定します。

4. ステップ 2 で定義した DBA グループ内の潜在的な各ユーザーをシステムに追加しま
す。
root ユーザーを追加する必要はありません。
各ユーザーを追加するには、useradd コマンドを使用します。システムにユーザーを
追加すると、次のファイルにユーザーのエントリが追加されます。

■ /etc/passwd

■ /etc/shadow

# useradd -u user-id -g group-name -d user-home \
[-s user-shell] user-name

-u user-id

システム内でのユーザーの一意数値 ID (UID) を指定します。

-g group-name

ユーザーがメンバーであるユーザーグループの名前を指定します。ステップ 2 で
定義した DBA グループを指定する必要があります。

-d user-home

ユーザーのホームディレクトリのフルパスを指定します。ステップ 3 でユーザー
用に作成したホームディレクトリを指定する必要があります。

-s user-shell

ユーザーのログイン時にユーザーのシェルとして使用するプログラムのフルパス
名をオプションで指定します。-s オプションを省略すると、システムはデフォル
トで /bin/sh プログラムを使用します。-s オプションを指定する場合、user-shell
は有効な実行可能ファイルを指定する必要があります。

user-name

追加するユーザーのユーザー名を指定します。ステップ 2 で定義した DBA グルー
プ内の潜在的なユーザーの名前を指定する必要があります。

各ユーザーは、Oracle RAC のサポート を実行できる各ノードで同じにしてください。

5. ステップ 4 で追加した各ユーザーのパスワードを設定します。
各ユーザーのパスワードを設定するには、passwd コマンドを使用します。

a.   次のコマンドを入力します。

# password user-name
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user-name

パスワードを設定するユーザーのユーザー名を指定します。ステップ 4 で追
加した DBA グループ内のユーザーの名前を指定する必要があります。

passwd コマンドは、パスワードを指定するよう求めます。

b.   パスワードを入力します。
passwd コマンドは、パスワードを再入力するよう求めます。

c.   パスワードを再入力します。

6. ステップ 3 で作成した各ホームディレクトリの所有権を次のように変更します。

■ 所有者: ホームディレクトリを作成したユーザー
■ グループ: ステップ 2 で定義した DBA グループ

所有権を変更するホームディレクトリごとに、次のコマンドを入力します。
# chown user-name:group-name user-home

user-name

ホームディレクトリの所有権を変更するユーザーのユーザー名を指定します。ス
テップ 4 で追加した DBA グループ内のユーザーの名前を指定する必要がありま
す。

group-name

ユーザーがメンバーであるユーザーグループの名前を指定します。ステップ 2 で
定義した DBA グループを指定する必要があります。

user-home

ユーザーのホームディレクトリのフルパスを指定します。ステップ 3 でユーザー
用に作成したホームディレクトリを指定する必要があります。

7. ステップ 4 で追加した DBA グループ内のユーザーごとに /var/opt ディレクトリの
サブディレクトリを作成します。
作成するサブディレクトリごとに、次のコマンドを入力します。
# mkdir /var/opt/user-name

user-name

/var/opt ディレクトリのサブディレクトリを作成するユーザーのユーザー名を指
定します。ステップ 4 で追加した DBA グループ内のユーザーの名前を指定する必
要があります。

8. ステップ 7 で作成した各ディレクトリの所有権を次のように変更します。

34 Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clusters ガイド • 2018 年 8 月



DBA グループと DBA ユーザーアカウントを作成する方法

■ 所有者: ディレクトリを作成したユーザー
■ グループ: ステップ 2 で定義した DBA グループ

所有権を変更するディレクトリごとに、次のコマンドを入力します。

# chown user-name:group-name /var/opt/user-name

user-name

ホームディレクトリの所有権を変更するユーザーのユーザー名を指定します。ス
テップ 4 で追加した DBA グループ内のユーザーの名前を指定する必要がありま
す。

group-name

ユーザーがメンバーであるユーザーグループの名前を指定します。ステップ 2 で
定義した DBA グループを指定する必要があります。

例   2 DBA グループと DBA ユーザーアカウントの作成

この例では、DBA グループ dba を作成するためのコマンドの順序を示します。このグ
ループには、ユーザー root と oracle を含めます。
dba グループと oracle ユーザーは、次のように作成されます。

■ dba グループの GID は 520 です。
■ oracle ユーザーのホームディレクトリは /Oracle-home です。
■ oracle ユーザーの UID は 120 です。
■ oracle ユーザーのログインシェルは Bash シェルです。

# groupadd -g 520 dba
# mkdir /Oracle-home
# useradd -u 120 -g dba -d /Oracle-home -s /bin/bash oracle
# passwd oracle
New Password:oracle
Re-enter new Password:oracle
passwd: password successfully changed for oracle
# chown oracle:dba /Oracle-home
# mkdir /var/opt/oracle
# chown oracle:dba /var/opt/oracle

参照 次のマニュアルページ:

■ passwd(1)
■ useradd(8)
■ group(5)
■ passwd(5)
■ shadow(5)
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次の手順 36 ページの「グローバルクラスタで Oracle RAC のサポート ソフトウェア用の共
有メモリーを構成する方法」に進みます。

グローバルクラスタで Oracle RAC のサポート ソフ
トウェア用の共有メモリーを構成する方法

Oracle RAC のサポート ソフトウェアを正しく実行できるようにするには、すべての
クラスタノードで十分な共有メモリーを使用可能にする必要があります。各クラスタ
ノードでこのタスクを実行してください。

1. クラスタノードで、root 役割になります。

2. 共有メモリー構成情報を更新します。

使用している Oracle Database のバージョン用の Oracle Database のインストールガイド
で、Oracle Solaris におけるカーネルパラメータの構成に関する説明を参照してくださ
い。

クラスタで使用可能なリソースに基づいてこれらのパラメータを構成する必要があり
ます。ただし、各パラメータの値は、構成要件に準拠する共有メモリーセグメントを
Oracle RAC のサポート ソフトウェアが作成できるのに十分である必要があります。

3. ステップ 2 で更新した共有メモリー構成情報が含まれている各ノードをシャットダウ
ンしてリブートします。
詳細な手順については、『管理 Oracle Solaris Cluster 4.4 配置』 の 「クラスタ内の 1 つ
のノードの停止とブート」を参照してください。

次の手順 ゾーンクラスタを使用している場合は、36 ページの「ゾーンクラスタで Oracle
RAC のサポート ソフトウェア用の共有メモリーを構成する方法」に進みます。

それ以外の場合は、39 ページの「Support for Oracle RAC パッケージのインストー
ル」に進みます。

ゾーンクラスタで Oracle RAC のサポート ソフト
ウェア用の共有メモリーを構成する方法

ゾーンクラスタで Oracle RAC のサポート ソフトウェア用の共有メモリーを構成する
には、次のタスクを実行します。

36 Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clusters ガイド • 2018 年 8 月

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E75635-01&id=CLADMbcegjcjd
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E75635-01&id=CLADMbcegjcjd


ゾーンクラスタで Oracle RAC のサポート ソフトウェア用の共有メモリーを構成する方法

始める前に 共有メモリーがグローバルクラスタで構成されていることを確認しま
す。36 ページの「グローバルクラスタで Oracle RAC のサポート ソフトウェア用
の共有メモリーを構成する方法」を参照してください。

1. 各ゾーンクラスタで共有メモリーを構成します。
各パラメータの最小限必要な値および値の設定手順については、Oracle Clusterware と
Oracle Database のドキュメントを参照してください。

注記 - これらの手順は、ゾーンクラスタの実際の共有メモリーの制御には影響を与え
ません。Oracle dbca ユーティリティーでデータベースメモリーの割り当てを設定でき
るように、これらの手順を実行します。Oracle RAC のサポート データベースの作成に
Oracle dbca ユーティリティーを使用しない場合は、ゾーンクラスタでこれらの手順を
スキップできます。

2. ゾーンクラスタに使用されるメモリーを制限する場合は、次の手順を実行します。

a.   ゾーンクラスタをホストするグローバルクラスタノードで、root 役割になりま
す。

b.   clzonecluster コマンドを使用して、capped-memory プロパティー属性
physical、swap、および locked を構成します。

#clzonecluster configure zcname
clzonecluster:zcname> add capped-memory
clzonecluster:cz1-2n:capped-memory> set physical=memsize
clzonecluster:cz1-2n:capped-memory> set swap=memsize
clzonecluster:cz1-2n:capped-memory> set locked=memsize
clzonecluster:cz1-2n:capped-memory> end
clzonecluster:cz1-2n>commit

Physical=memsize

物理メモリーサイズを指定します。

swap=memsize

スワップメモリーサイズを指定します。

locked=memsize

Oracle RAC のサポート データベースプロセスがメモリー内でのロックをリク
エストできる共有メモリーセグメントサイズの制限を指定します。

注記 - capped-memory プロパティーの locked 属性に加えて、max-shm-memory プロパ
ティーを使用して、ゾーンクラスタで共有メモリーセグメントの制限を直接構成でき
ます。zonecfg(8) のマニュアルページも参照してください。

c.   ゾーンクラスタをリブートします。
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ゾーンクラスタで Oracle RAC のサポート ソフトウェアに必要な特権を設定する方法

#clzonecluster reboot zcname

注記 - ゾーンクラスタ作成の一部として capped-memory プロパティー属性を構成す
る手順を実行できます。ゾーンクラスタの作成の一部として capped-memory プロパ
ティー属性を構成する場合は、最初のゾーンクラスタのブート後にメモリー関連のプ
ロパティーが即時に有効になります。『安装和配置 Oracle Solaris Cluster 4.4 环境』 の
「ゾーンクラスタの作成方法 (clsetup)」を参照してください。

次の手順 38 ページの「ゾーンクラスタで Oracle RAC のサポート ソフトウェアに必要な特
権を設定する方法」に進みます。

ゾーンクラスタで Oracle RAC のサポート ソフト
ウェアに必要な特権を設定する方法

Oracle RAC のサポート をゾーンクラスタ構成で実行できるようにするために必要な特
権を設定するようにしてください。clzonecluster コマンドを使用して、limitpriv
プロパティーを設定することで必要な特権をゾーンクラスタ構成に含めることができ
ます。Oracle RAC を実行するために必要な特権をゾーンクラスタで設定するには、次
の手順を実行します。

1. ゾーンクラスタをホストするグローバルクラスタノードで、root 役割になります。

2. clzonecluster コマンドを使用して、limitpriv プロパティーを構成します。

# clzonecluster configure zcname
clzonecluster:zcname>set limitpriv ="default,proc_priocntl,proc_clock_highres"
clzonecluster:zcname>commit

3. Oracle Clusterware 時間同期がアクティブモードで実行されないようにします。

a.   ゾーンクラスタノードに root としてログインします。

b.   空の /etc/inet/ntp.conf ファイルを作成します。

# touch /etc/inet/ntp.conf

次の手順 39 ページの「ゾーンクラスタで Oracle RAC のサポート ソフトウェアの論理ホス
ト名リソースまたは仮想 IP アドレスを構成する方法」に進みます。
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ゾーンクラスタで Oracle RAC のサポート ソフトウェアの論理ホスト名リソースまたは仮想 IP アドレスを構成する方法

ゾーンクラスタで Oracle RAC のサポート ソフト
ウェアの論理ホスト名リソースまたは仮想 IP アドレ
スを構成する方法

ゾーンクラスタ内の Oracle RAC のサポート 構成で Oracle Grid Infrastructure 仮想 IP リ
ソースをサポートするには、clzonecluster コマンドを使用して、特定のゾーンクラ
スタでこれらのリソースによって使用されるフェイルオーバー対応ホスト名または IP
アドレスを構成するようにしてください。

Oracle RAC のサポート のゾーンクラスタ構成で仮想 IP アドレスを構成するには、次
の手順を実行します。

1. ゾーンクラスタをホストするグローバルクラスタノードで、root 役割になります。

2. clzonecluster コマンドを使用して仮想 IP アドレスを構成します。
# clzonecluster configure zcname
clzonecluster:zcname>add net
clzonecluster:zcname:net>set address=racnode1-vip
clzonecluster:zcname:net>end
clzonecluster:zcname>add net
clzonecluster:zcname:net>set address=racnode2-vip
clzonecluster:zcname:net>end
clzonecluster:zcname>commit

3. SCAN ホスト名が複数の IP アドレスに解決される場合は、SCAN ホスト名が解決さ
れる IP アドレスごとに別々のグローバルネットワークリソースを構成します。
# clzonecluster configure zcname
clzonecluster:zcname>add net
clzonecluster:zcname:net>set address=SCAN-address1
clzonecluster:zcname:net>end
clzonecluster:zcname>add net
clzonecluster:zcname:net>set address=SCAN-address2
clzonecluster:zcname:net>end
clzonecluster:zcname>add net
clzonecluster:zcname:net>set address=SCAN-address3
clzonecluster:zcname:net>end
clzonecluster:zcname>commit

次の手順 39 ページの「Support for Oracle RAC パッケージのインストール」に進みます。

Support for Oracle RAC パッケージのインストール

Oracle Solaris Cluster の初期インストール中に Support for Oracle RAC パッケージをイン
ストールしなかった場合は、この手順を実行してパッケージをインストールします。
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Support for Oracle RAC パッケージをインストールする方法

Support for Oracle RAC パッケージをインストール
する方法

この手順は、Support for Oracle RAC ソフトウェアを実行する各クラスタノードで実行
します。

1. データサービスパッケージをインストールするクラスタノード上で、root の役割にな
ります。

2. データサービスパッケージが構成済みのパブリッシャーから使用できること、さらに
solaris および ha-cluster パブリッシャーが有効であることを確認します。

# pkg list -a ha-cluster/data-service/oracle-database ha-cluster/library/ucmm
# pkg publisher
PUBLISHER                           TYPE     STATUS   P  LOCATION
solaris                             origin   online   F  solaris-repository
ha-cluster                          origin   online   F  ha-cluster-repository

solaris パブリッシャーの設定については、『Oracle Solaris 11.4 でのソフトウェアの
追加とシステムの更新』 の 「パッケージパブリッシャーの追加、変更、削除」を参照
してください。

ヒント - どのパッケージのどのバージョンがインストールまたは更新されるかや、新し
い BE が作成されるかどうかなど、どのような変更が行われるかを確認するために、
インストールまたは更新時は常に -nv オプションを使用してください。

-nv オプションを使用したときにエラーメッセージが表示されない場合は、このコ
マンドを -n オプションなしで再度実行して、インストールまたは更新を実際に実行
します。エラーメッセージが表示された場合は、-v オプションを増やすか (たとえ
ば、-nvv)、または 1 つ以上のパッケージ FMRI パターンを指定してこのコマンドを
再度実行することにより、問題の診断や修正に役立つ詳細情報を取得します。トラブ
ルシューティング情報については、『Oracle Solaris 11.4 でのソフトウェアの追加とシ
ステムの更新』 の 付録 A, 「パッケージのインストールおよび更新のトラブルシュー
ティング,」を参照してください。

3. Support for Oracle RAC ソフトウェアパッケージをインストールします。

# pkg install ha-cluster/data-service/oracle-database ha-cluster/library/ucmm

4. パッケージが正常にインストールされたことを確認します。

$ pkg info ha-cluster/data-service/oracle-database ha-cluster/library/ucmm

出力の State が Installed と表示されている場合、インストールは成功していま
す。

5. Oracle Solaris Cluster ソフトウェアに対する必要な更新をすべて実行します。
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Support for Oracle RAC パッケージをインストールする方法

ソフトウェアの更新手順については、『Updating Your Oracle Solaris Cluster 4.4
Environment』 の 第 10 章, 「Updating Software Packages」を参照してください。
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 2 ♦  ♦  ♦        第    2    章 

Oracle Database ファイル用ストレージの構成

この章では、Oracle Database ファイル用のストレージを構成する方法について説明し
ます。

■ 43 ページの「Oracle Database ファイル用ストレージの構成タスクのサマリー」
■ 49 ページの「Oracle RAC のサポート を使用したストレージ管理ソフトウェア

のインストール」

Oracle Database ファイル用ストレージの構成タスクのサマ
リー

このセクションでは、Oracle Database ファイル用の各ストレージ管理スキームを構成
するための次のタスクの要約を示します。

■ 44 ページの「Oracle Database ファイル用の StorageTek QFS 共有ファイルシステ
ムを構成するためのタスク」

■ 45 ページの「Oracle Database ファイル用の Solaris Volume Manager for Sun
Cluster を構成するためのタスク」

■ 47 ページの「Oracle Database ファイル用のハードウェア RAID サポートを構成
するためのタスク」

■ 47 ページの「Oracle Database ファイル用の Oracle ASM を構成するためのタス
ク」

■ 48 ページの「Oracle Database ファイル用の認定済み NAS デバイスを構成する
ためのタスク」

■ 49 ページの「Oracle Database ファイル用のクラスタファイルシステムを構成す
るためのタスク」
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Oracle Database ファイル用ストレージの構成タスクのサマリー

Oracle Database ファイル用の StorageTek QFS 共
有ファイルシステムを構成するためのタスク

次の表では、StorageTek QFS 共有ファイルシステムの構成タスクの要約、およびタス
クを実行するための詳細な手順への相互参照を示します。最初の表に Oracle RAC のサ
ポート をグローバルクラスタで実行する場合の情報を示し、2 番目の表に Oracle RAC
のサポート をゾーンクラスタで実行する場合の情報を示します。

表に示されている順序で次のタスクを実行してください。

表 4 グローバルクラスタで Oracle Database ファイル用の StorageTek QFS 共有ファイ
ルシステムを構成するためのタスク

タスク 参照先

StorageTek QFS 共有ファイルシステムをインストー
ルして構成します。

53 ページの「StorageTek QFS 共有ファイルシス
テムの使用」

StorageTek QFS 共有ファイルシステムで使用するそ
の他のストレージ管理スキームをインストールして
構成します。

ストレージ管理スキームの手順に従います。

■ 50 ページの「Solaris Volume Manager for Sun
Cluster の使用」。

■ 51 ページの「ハードウェア RAID サポート
の使用」。

Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグ
ループを登録および構成します。

選択した構成ツールの手順に従います。

■ 65 ページの「Oracle RAC のサポート フ
レームワークリソースグループの登録と構成」
(clsetup)

■ 223 ページの「Oracle Solaris Cluster の保守コ
マンドを使用してグローバルクラスタ内でフ
レームワークリソースグループを登録および構
成する方法」。

Solaris Volume Manager for Sun Cluster を使用してい
る場合は、Oracle RAC のサポート データベース用
の Solaris Volume Manager for Sun Cluster に複数所有
者ディスクセットを作成します。

73 ページの「Oracle RAC データベース用の
Solaris Volume Manager for Sun Cluster に複数所有者
ディスクセットを作成する方法」

Oracle Database ファイル用のストレージリソースを
登録して構成します。

選択した構成ツールの手順に従います。

■ 80 ページの「Oracle Database ファイル用
のストレージリソースの登録および構成」
(clsetup)

■ 231 ページの「Oracle Solaris Cluster の保守コ
マンドを使用したストレージ管理リソースの作
成」
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Oracle Database ファイル用ストレージの構成タスクのサマリー

表 5 ゾーンクラスタで Oracle Database ファイル用の StorageTek QFS 共有ファイルシ
ステムを構成するためのタスク

タスク 参照先

グローバルクラスタで StorageTek QFS 共有ファイ
ルシステムをインストールして構成します。

53 ページの「StorageTek QFS 共有ファイルシス
テムの使用」

グローバルクラスタで StorageTek QFS 共有ファイ
ルシステムで使用するその他のストレージ管理ス
キームをインストールして構成します。

ストレージ管理スキームの手順に従います。

■ 50 ページの「Solaris Volume Manager for Sun
Cluster の使用」

■ 51 ページの「ハードウェア RAID サポート
の使用」

グローバルクラスタで Oracle RAC のサポート フ
レームワークリソースグループを登録および構成し
ます。

選択した構成ツールの手順に従います。

■ 65 ページの「Oracle RAC のサポート フ
レームワークリソースグループの登録と構成」
(clsetup)

■ 223 ページの「Oracle Solaris Cluster の保守コ
マンドを使用してグローバルクラスタ内でフ
レームワークリソースグループを登録および構
成する方法」

Solaris Volume Manager for Sun Cluster を使用してい
る場合は、グローバルクラスタで Oracle RAC のサ
ポート データベース用の Solaris Volume Manager for
Sun Cluster に複数所有者ディスクセットを作成しま
す。

73 ページの「Oracle RAC データベース用の
Solaris Volume Manager for Sun Cluster に複数所有者
ディスクセットを作成する方法」

ゾーンクラスタ用の StorageTek QFS 共有ファイル
システムを構成します。

『安装和配置 Oracle Solaris Cluster 4.4 环境』 の
「Oracle HSM 共有ファイルシステムをゾーンクラ
スタに追加する方法 (CLI)」を参照してください。

ゾーンクラスタで Oracle Database ファイル用のス
トレージリソースを登録して構成します。

選択した構成ツールの手順に従います。

■ 80 ページの「Oracle Database ファイル用
のストレージリソースの登録および構成」
(clsetup)

■ 231 ページの「Oracle Solaris Cluster の保守コ
マンドを使用したストレージ管理リソースの作
成」。

Oracle Database ファイル用の Solaris Volume
Manager for Sun Cluster を構成するためのタスク

次の表では、Solaris Volume Manager for Sun Cluster の構成タスクの要約、およびタス
クを実行するための詳細な手順への相互参照を示します。

表に示されている順序で次のタスクを実行してください。
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Oracle Database ファイル用ストレージの構成タスクのサマリー

表 6 グローバルクラスタで Oracle ファイル用の Solaris Volume Manager for Sun Cluster
を構成するためのタスク

タスク 参照先

Solaris Volume Manager for Sun Cluster を構成しま
す。

50 ページの「Solaris Volume Manager for Sun
Cluster の使用」

複数所有者ボリュームマネージャーのリソースグ
ループを登録して構成します。

選択した構成ツールの手順に従います。

■ 70 ページの「複数所有者ボリュームマネー
ジャーのフレームワークリソースグループを登
録および構成する方法 (clsetup)」

■ 223 ページの「Oracle Solaris Cluster の保守コ
マンドを使用してグローバルクラスタ内でフ
レームワークリソースグループを登録および構
成する方法」

Oracle RAC のサポート データベース用の Solaris
Volume Manager for Sun Cluster に複数所有者ディス
クセットを作成します。

73 ページの「Oracle RAC データベース用の
Solaris Volume Manager for Sun Cluster に複数所有者
ディスクセットを作成する方法」

Oracle Database ファイル用のストレージリソースを
登録して構成します

選択した構成ツールの手順に従います。

■ 80 ページの「Oracle Database ファイル用
のストレージリソースの登録および構成」
(clsetup)

■ 231 ページの「Oracle Solaris Cluster の保守コ
マンドを使用したストレージ管理リソースの作
成」

表 7 ゾーンクラスタで Oracle Database ファイル用の Solaris Volume Manager for Sun
Cluster を構成するためのタスク

タスク 参照先

グローバルクラスタで Solaris Volume Manager for
Sun Cluster を構成します。

50 ページの「Solaris Volume Manager for Sun
Cluster の使用」

グローバルクラスタで複数所有者ボリュームマネー
ジャーのフレームワークリソースグループを登録し
て構成します。

選択した構成ツールの手順に従います。

■ 70 ページの「複数所有者ボリュームマネー
ジャーのフレームワークリソースグループを登
録および構成する方法 (clsetup)」

■ 223 ページの「Oracle Solaris Cluster の保守コ
マンドを使用してグローバルクラスタ内でフ
レームワークリソースグループを登録および構
成する方法」

グローバルクラスタで Oracle RAC のサポート デー
タベース用の Solaris Volume Manager for Sun Cluster
に複数所有者ディスクセットを作成します。

73 ページの「Oracle RAC データベース用の
Solaris Volume Manager for Sun Cluster に複数所有者
ディスクセットを作成する方法」

ゾーンクラスタで Solaris Volume Manager デバイス
を構成します。

選択した構成ツールの手順に従います。

■ 『安装和配置 Oracle Solaris Cluster 4.4 环境』 の
「グローバルストレージデバイスをゾーンクラ
スタに追加する方法 (clsetup)」
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Oracle Database ファイル用ストレージの構成タスクのサマリー

タスク 参照先
■ 『安装和配置 Oracle Solaris Cluster 4.4 环境』 の

「ディスクセットをゾーンクラスタに追加する
方法 (CLI)」

ゾーンクラスタで Oracle Database ファイル用のス
トレージリソースを登録して構成します。

選択した構成ツールの手順に従います。

■ 80 ページの「Oracle Database ファイル用
のストレージリソースの登録および構成」
(clsetup)

■ 231 ページの「Oracle Solaris Cluster の保守コ
マンドを使用したストレージ管理リソースの作
成」

Oracle Database ファイル用のハードウェア RAID
サポートを構成するためのタスク

次の表では、ハードウェア RAID サポートの構成タスクの要約、およびタスクを実行
するための詳細な手順への相互参照を示します。

表 8 Oracle Database ファイル用のハードウェア RAID サポートを構成するためのタス
ク

タスク 参照先

ハードウェア RAID サポートを構成します。 51 ページの「ハードウェア RAID サポートの使
用」

注記 - ゾーンクラスタ用のハードウェア RAID の構成については、『安装和配置 Oracle
Solaris Cluster 4.4 环境』 の 「ゾーンクラスタにストレージデバイスを追加する」を参
照してください。

Oracle Database ファイル用の Oracle ASM を構成
するためのタスク

次の表では、Oracle ASM の構成タスクの要約、およびタスクを実行するための詳細な
手順への相互参照を示します。

表 9 Oracle Database ファイル用の Oracle ASM を構成するためのタスク

タスク 参照先

Oracle ASM 用のデバイスを構成します。 58 ページの「Oracle ASM の使用」
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Oracle Database ファイル用ストレージの構成タスクのサマリー

注記 - ゾーンクラスタ用の Oracle ASM の構成については、『安装和配置 Oracle Solaris
Cluster 4.4 环境』 の 「ゾーンクラスタにストレージデバイスを追加する」を参照して
ください。

Oracle Database ファイル用の認定済み NAS デバイ
スを構成するためのタスク

次の表では、認定済み NAS デバイスの構成タスクの要約、およびタスクを実行する
ための詳細な手順への相互参照を示します。NAS デバイスは、グローバルクラスタと
ゾーンクラスタの両方でサポートされます。

表に示されている順序で次のタスクを実行してください。

表 10 Oracle Database ファイル用の認定済み NAS デバイスを構成するためのタスク

タスク 参照先

認定済み NAS デバイスをインストールして構成し
ます。

選択した構成ツールの手順に従います。

■ 『Managing Network-Attached Storage Devices in
an Oracle Solaris Cluster 4.4 Environment』 (Oracle
Solaris Cluster の保守コマンド)

■ このタスクに Oracle Solaris Cluster Manager を使
用するには、「ストレージ」パネルで「NAS デ
バイス」に移動し、「新しい NAS デバイス」ボ
タンをクリックします。

グローバルクラスタまたはゾーンクラスタで Oracle
RAC のサポート フレームワークリソースグループ
を登録および構成します。

選択した構成ツールの手順に従います。

■ 65 ページの「Oracle RAC のサポート フ
レームワークリソースグループの登録と構成」
(clsetup)

■ 223 ページの「Oracle Solaris Cluster の保守コ
マンドを使用してグローバルクラスタ内でフ
レームワークリソースグループを登録および構
成する方法」。

NAS NFS をサポートするための Oracle RAC のサ
ポート を含め、Oracle ファイル用のストレージリ
ソースを登録および構成します。

選択した構成ツールの手順に従います。

■ 80 ページの「Oracle Database ファイル用
のストレージリソースの登録および構成」
(clsetup)

■ 231 ページの「Oracle Solaris Cluster の保守コ
マンドを使用したストレージ管理リソースの作
成」
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Oracle RAC のサポート を使用したストレージ管理ソフトウェアのインストール

Oracle Database ファイル用のクラスタファイルシ
ステムを構成するためのタスク

クラスタファイルシステムの種類には、PxFS ベースのクラスタファイルシステムと
Oracle ACFS ファイルシステムがあります。次の表では、PxFS ベースのクラスタファ
イルシステムまたは Oracle ACFS ファイルシステムの構成タスクの要約、およびタス
クを実行するための詳細な手順への相互参照を示します。

表に示されている順序で次のタスクを実行してください。

表 11 Oracle Database ファイル用の PxFS ベースのクラスタファイルシステムを構成す
るためのタスク

タスク 参照先

クラスタファイルシステムをインストールして構成
します。

61 ページの「クラスタファイルシステムの使
用」

Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグ
ループを登録および構成します。

選択した構成ツールの手順に従います。

■ 65 ページの「Oracle RAC のサポート フ
レームワークリソースグループの登録と構成」
(clsetup)

■ 223 ページの「Oracle Solaris Cluster の保守コ
マンドを使用してグローバルクラスタ内でフ
レームワークリソースグループを登録および構
成する方法」

表 12 Oracle Database ファイル用の Oracle ACFS ファイルシステムを構成するためのタ
スク

タスク
参照先

Oracle ACFS ファイルシステムをインストールして
構成し、Oracle RAC のサポート フレームワークリ
ソースグループを登録および構成します。

『安装和配置 Oracle Solaris Cluster 4.4 环境』 の
「Oracle ACFS ファイルシステムの作成」

Oracle RAC のサポート を使用したストレージ管理ソフトウェ
アのインストール

Oracle Database ファイル用に使用されている他のすべてのストレージ管理スキーム用
にソフトウェアをインストールします。詳細は、24 ページの「ストレージ管理の要
件」を参照してください。
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Oracle RAC のサポート を使用したストレージ管理ソフトウェアのインストール

注記 - Oracle RAC のサポート を使用して認定済み NAS デバイスをインストールおよ
び構成する方法については、『Managing Network-Attached Storage Devices in an Oracle
Solaris Cluster 4.4 Environment』を参照してください。

このセクションには、次の情報が含まれます。

■ 50 ページの「Solaris Volume Manager for Sun Cluster の使用」
■ 51 ページの「ハードウェア RAID サポートの使用」
■ 53 ページの「StorageTek QFS 共有ファイルシステムの使用」
■ 58 ページの「Oracle ASM の使用」
■ 61 ページの「クラスタファイルシステムの使用」

Solaris Volume Manager for Sun Cluster の使用

ゾーンクラスタをサポートしている場合でも、常に、Solaris Volume Manager for Oracle
Solaris Cluster 機能を含む Solaris Volume Manager ソフトウェアをグローバルクラスタ
にインストールします。Solaris Volume Manager ソフトウェアが、Oracle Solaris 11 ソフ
トウェアインストールの一部として自動的にインストールされることはありません。
これは、次のコマンドを使用して手動でインストールする必要があります。

# pkg install system/svm

clzonecluster コマンドは、グローバルクラスタノードから Solaris Volume Manager
for Sun Cluster デバイスをゾーンクラスタに構成します。Solaris Volume Manager for
Oracle Solaris Cluster ボリュームがゾーンクラスタで使用される場合でも、Solaris
Volume Manager for Oracle Solaris Cluster のすべての管理タスクがグローバルクラスタ
ノードで実行されます。

ゾーンクラスタ内の Oracle RAC のサポート インストールが、Solaris Volume Manager
for Sun Cluster ボリューム上に存在するファイルシステムを使用する場合は、引き続
きグローバルクラスタで Solaris Volume Manager for Oracle Solaris Cluster ボリュームを
構成するようにしてください。この場合、スケーラブルなデバイスグループリソース
は、このゾーンクラスタに属します。

ゾーンクラスタ内の Oracle RAC のサポート インストールが、Solaris Volume Manager
for Oracle Solaris Cluster ボリューム上で直接実行される場合は、まずグローバルクラ
スタで Solaris Volume Manager for Sun Cluster を構成し、次に Solaris Volume Manager
for Sun Cluster ボリュームをゾーンクラスタに構成する必要があります。この場合、ス
ケーラブルなデバイスグループは、このゾーンクラスタに属します。

Solaris Volume Manager for Sun Cluster を使用して格納できる Oracle Database ファイル
のタイプについては、24 ページの「ストレージ管理の要件」を参照してください。

50 Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clusters ガイド • 2018 年 8 月

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E69294-01&id=CLNAS
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E69294-01&id=CLNAS


Solaris Volume Manager for Sun Cluster を使用する方法

Solaris Volume Manager for Sun Cluster を使用する方法

Solaris Volume Manager for Sun Cluster ソフトウェアを Oracle RAC のサポート とともに
使用するには、次のタスクを実行します。Solaris Volume Manager for Sun Cluster は、
Solaris オペレーティングシステムのインストール中にインストールされます。

1. グローバルクラスタノードで Solaris Volume Manager for Sun Cluster ソフトウェ
アを構成します。
グローバルクラスタでの Solaris Volume Manager for Sun Cluster の構成について
は、『安装和配置 Oracle Solaris Cluster 4.4 环境』 の 「Solaris Volume Manager ソフト
ウェアの構成」を参照してください。

2. ゾーンクラスタを使用している場合は、Solaris Volume Manager for Sun Cluster ボ
リュームをゾーンクラスタに構成します。
Solaris Volume Manager for Sun Cluster ボリュームのゾーンクラスタへの構成について
は、『安装和配置 Oracle Solaris Cluster 4.4 环境』 の 「グローバルストレージデバイス
をゾーンクラスタに追加する方法 (clsetup)」または『安装和配置 Oracle Solaris Cluster
4.4 环境』 の 「ディスクセットをゾーンクラスタに追加する方法 (CLI)」を参照して
ください。

次の手順 Oracle Database ファイル用に使用されている他のすべてのストレージ管理スキームが
インストールされていることを確認します。Oracle Database のファイルに使用されて
いるすべてのストレージ管理スキームをインストールしたら、第3章「リソースグルー
プの登録と構成」に進みます。

ハードウェア RAID サポートの使用

ハードウェア RAID サポートを使用して格納できる Oracle Database ファイルのタイプ
については、24 ページの「ストレージ管理の要件」を参照してください。

ハードウェア RAID サポートの使用方法

1. ディスクアレイ上で LUN を作成します。
LUN の作成方法については、Oracle Solaris Cluster ハードウェアのドキュメントを参照
してください。

2. LUN を作成したら、format(1M) コマンドを実行して、ディスクアレイの LUN を必要
な数のスライスにパーティション分割します。
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ハードウェア RAID サポートの使用方法

# format

注記 - ディスクパーティション情報の損失を防止するために、raw データに使用され
ているどのディスクスライスでもシリンダ 0 でパーティションを開始しないでくださ
い。ディスクパーティションテーブルは、ディスクのシリンダ 0 に格納されます。

3. ステップ 1 で作成した LUN に対応する raw デバイスアイデンティティー (DID) を判
定します。
このためには、cldevice(8CL) コマンドを使用します。

次の例は、cldevice list -v コマンドの出力を示します。

# cldevice list -v

DID Device     Full Device Path
----------     ----------------
d1             phys-schost-1:/dev/rdsk/c0t2d0
d2             phys-schost-1:/dev/rdsk/c0t3d0
d3             phys-schost-2:/dev/rdsk/c4t4d0
d3             phys-schost-1:/dev/rdsk/c1t5d0
d4             phys-schost-2:/dev/rdsk/c3t5d0
d4             phys-schost-1:/dev/rdsk/c2t5d0
d5             phys-schost-2:/dev/rdsk/c4t4d1
d5             phys-schost-1:/dev/rdsk/c1t5d1
d6             phys-schost-2:/dev/rdsk/c3t5d1
d6             phys-schost-1:/dev/rdsk/c2t5d1
d7             phys-schost-2:/dev/rdsk/c0t2d0
d8             phys-schost-2:/dev/rdsk/c0t3d0

この例では、cldevice の出力は、ディスクアレイの共有 LUN に対応する raw DID が
d4 であることを示しています。

4. ステップ 3 で特定した DID デバイスに対応する完全な DID デバイス名を取得しま
す。
次の例は、Step 3 の例で特定された DID デバイスに対する ステップ 3 の出力を示し
ます。このコマンドは、ノード phys-schost-1 から実行されます。

# cldevice show d4

=== DID Device Instances ===

DID Device Name:                                /dev/did/rdsk/d4
Full Device Path:                                phys-schost-1:/dev/rdsk/c2t5d0
Replication:                                     none
default_fencing:                                 global

5. ゾーンクラスタを使用している場合は、ゾーンクラスタで DID デバイスを構成しま
す。それ以外の場合は、ステップ 6 に進みます。
DID デバイスのゾーンクラスタへの構成については、『安装和配置 Oracle Solaris
Cluster 4.4 环境』 の 「グローバルストレージデバイスをゾーンクラスタに追加する方
法 (clsetup)」または『安装和配置 Oracle Solaris Cluster 4.4 环境』 の 「DID デバイスを
ゾーンクラスタに追加する方法 (CLI)」を参照してください。
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ハードウェア RAID サポートの使用方法

6. raw デバイスのディスク容量割り当てを含める各 DID デバイスでスライスを作成また
は変更します。
このためには、format(1M) コマンド、fmthard(1M) コマンド、または prtvtoc(1M)
を使用します。スライスを作成または変更するためのコマンドを実行するクラスタ
ノードからデバイスのフルパスを指定します。
たとえば、スライス s0 を使用する場合は、スライス s0 で 100G バイトのディスク容
量を割り当てるよう選択できます。

7. これらのデバイスへのアクセスを許可するために、使用している raw デバイスの所有
権およびアクセス権を変更します。
raw デバイスを指定するには、ステップ 4 で取得した DID デバイス名に sN を付加し
ます。ここで、N はスライス番号です。
たとえば、ステップ 4 の cldevice の出力は、ディスクに対応する raw DID が /dev/
did/rdsk/d4 であることを示します。これらのデバイスでスライス s0 を使用する場
合は、raw デバイス /dev/did/rdsk/d4s0 を指定します。

次の手順 Oracle Database ファイル用に使用されている他のすべてのストレージ管理スキームが
インストールされていることを確認します。Oracle Database のファイルに使用されて
いるすべてのストレージ管理スキームをインストールしたら、第3章「リソースグルー
プの登録と構成」に進みます。

StorageTek QFS 共有ファイルシステムの使用
ファイルシステムがゾーンクラスタで使用される場合でも、StorageTek QFS 共有ファ
イルシステムは常に、グローバルクラスタノードにインストールされます。clzc コマ
ンドを使用して、特定のゾーンクラスタに特定の StorageTek QFS 共有ファイルシステ
ムを構成します。スケーラブルなマウントポイントリソースは、このゾーンクラスタ
に属します。メタデータサーバーリソース SUNW.qfs は、グローバルクラスタに属し
ます。

StorageTek QFS 共有ファイルシステムは、次のリストのいずれかのストレージ管理ス
キームで使用する必要があります。

■ ハードウェア RAID サポート
■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster

StorageTek QFS 共有ファイルシステム間での Oracle Database
ファイルの配布

Oracle RAC のサポート に関連するすべてのファイルを StorageTek QFS 共有ファイル
システムに格納できます。
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ハードウェア RAID サポートの使用方法

次の各セクションで説明するとおりに、これらのファイルを複数のファイルシステム
間で配布します。

■ 54 ページの「RDBMS バイナリファイルおよび関連するファイルのための
StorageTek QFS ファイルシステム」

■ 54 ページの「データベースファイルおよび関連するファイルのための
StorageTek QFS ファイルシステム」

RDBMS バイナリファイルおよび関連するファイルのための StorageTek QFS
ファイルシステム

RDBMS バイナリファイルと関連ファイルは、クラスタ内に 1 つのファイルシステム
を作成して格納します。
RDBMS バイナリファイルと関連ファイルは次のとおりです。

■ Oracle Database リレーショナルデータベース管理システム (RDBMS) バイナリファ
イル

■ Oracle Database 構成ファイル (たとえば init.ora、tnsnames.ora、listener.
ora、および sqlnet.ora)

■ システムパラメータファイル (SPFILE)
■ 警告ファイル (たとえば、alert_sid.log)
■ トレースファイル (*.trc)
■ Oracle Clusterware バイナリファイル

注記 - Oracle Database バージョン 11g リリース 2 以降、Oracle Clusterware バイナリ
は StorageTek QFS 共有ファイルシステム上に配置できません。

データベースファイルおよび関連するファイルのための StorageTek QFS
ファイルシステム

データベースファイルおよび関連ファイルに対し、各データベースに1 つのファイル
システムか、各データベースに複数のファイルシステムのどちらが必要であるかを決
定します。

■ 構成と保守を簡素化するには、データベースのすべての Oracle RAC のサポート イ
ンスタンス用のこれらのファイルを格納するための 1 つのファイルシステムを作成
します。
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■ 将来の拡張を容易にするには、データベースのすべての Oracle RAC のサポート イ
ンスタンス用のこれらのファイルを格納するための複数のファイルシステムを作成
します。

注記 - 既存のデータベース用にストレージを追加する場合は、そのストレージに対し
て追加のファイルシステムを作成する必要があります。その場合は、データベースに
使用する複数のファイルシステムにデータベースファイルと関連ファイルを分散させ
ます。

データベースファイルおよび関連ファイル用に作成するファイルシステムごとに、専
用のメタデータサーバーを用意する必要があります。メタデータサーバーに必要な
リソースについては、232 ページの「StorageTek QFS メタデータサーバーのリソー
ス」を参照してください。
データベースファイルおよび関連ファイルは次のとおりです。

■ データファイル
■ 制御ファイル
■ オンライン REDO ログファイル
■ アーカイブ REDO ログファイル
■ フラッシュバックログファイル
■ リカバリファイル
■ Oracle Database Cluster Registry (OCR) ファイル
■ Oracle Clusterware 投票ディスク

StorageTek QFS 共有ファイルシステムのパフォーマンスの最適
化

Solaris Volume Manager for Sun Cluster のパフォーマンスを最適化するには、ボリュー
ムマネージャーとファイルシステムを次のように構成します。

■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster を使用してディスクアレイの論理ユニット番
号 (LUN) をミラー化します。

■ ストライプ化が必要な場合は、ファイルシステムのストライプオプションを使用し
てストライプ化を構成します。

ディスクアレイの LUN のミラー化には、次の操作が伴います。

■ RAID-0 メタデバイスの作成
■ RAID-0 メタデバイス、または StorageTek QFS デバイスのようなメタデバイスの

Solaris Volume Manager ソフトパーティションの使用
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システムに対する入出力 (I/O) 負荷が高くなることがあります。この場合は、Solaris
Volume Manager メタデータまたはハードウェア RAID メタデータ用の LUN が、デー
タ用の LUN とは異なる物理ディスクにマッピングされていることを確認してくださ
い。これらの LUN を異なる物理ディスクにマッピングすると、競合を最小限に抑え
ることができます。

StorageTek QFS 共有ファイルシステムをインストールして構成
する方法

始める前に Solaris Volume Manager メタデバイスを共有ファイルシステム用のデバイスとして使用
することができます。この場合は、共有ファイルシステムを構成する前に、メタセッ
トとそのメタデバイスが作成されていてすべてのクラスタノードで使用可能であるこ
とを確認してください。

1. Oracle RAC のサポートを実行するグローバルクラスタのすべてのノードに
StorageTek QFS ソフトウェアがインストールされていることを確認します。

2. Oracle RAC のサポートで使用する StorageTek QFS 共有ファイルシステムがそれぞ
れ正しく作成されていることを確認します。
各 StorageTek QFS 共有ファイルシステムについて、ファイルシステムで格納する
Oracle Database ファイルのタイプに応じて正しいマウントオプションを設定します。

■ バイナリファイル、構成ファイル、警告ファイル、およびトレースファイルを格納
するファイルシステムについては、デフォルトのマウントオプションを使用しま
す。

注記 - Oracle バージョン 11g リリース 2 以降、Oracle Clusterware バイナリは
StorageTek QFS 共有ファイルシステム上に配置できません。

■ データベースデータファイル、制御ファイル、オンライン再実行ログファイル、
アーカイブされた再実行ログファイル、または Oracle Clusterware OCR および投票
ファイルを含むファイルシステムでは、マウントオプションを次のように設定しま
す。
■ /etc/vfstab ファイルで shared オプションを設定します。
■ /etc/opt/SUNWsamfs/samfs.cmd ファイルまたは /etc/vfstab ファイルで、

次のオプションを設定します。

fs=fs-name

stripe=width

mh_write

qwrite

forcedirectio

rdlease=300 最適なパフォーマンスのためにこの値を設定します。
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wrlease=300 最適なパフォーマンスのためにこの値を設定します。

aplease=300 最適なパフォーマンスのためにこの値を設定します。

fs-name ファイルシステムを一意に識別する名前を指定します。

width ファイルシステム内のデバイスに必要なストライプ幅を指
定します。必要なストライプ幅は、ファイルシステムの
ディスク割り当て単位 (DAU) の倍数です。width は 1 以上
の整数である必要があります。

注記 - /etc/vfstab ファイルの設定が、/etc/opt/SUNWsamfs/samfs.cmd ファ
イルの設定と競合していないことを確認します。/etc/vfstab ファイルの設定
は、/etc/opt/SUNWsamfs/samfs.cmd ファイルの設定をオーバーライドします。

3. Oracle ファイルに使用する各 StorageTek QFS 共有ファイルシステムをマウントし
ます。
# mount mount-point

mount-point マウントするファイルシステムのマウントポイントを指定しま
す。

4. ゾーンクラスタを使用している場合は、StorageTek QFS 共有ファイルシステムを
ゾーンクラスタに構成します。それ以外の場合は、ステップ 5 に進みます。
StorageTek QFS 共有ファイルシステム のゾーンクラスタへの構成については、『安装
和配置 Oracle Solaris Cluster 4.4 环境』 の 「クラスタファイルシステムをゾーンクラ
スタに追加する方法 (clsetup)」または『安装和配置 Oracle Solaris Cluster 4.4 环境』 の
「Oracle HSM 共有ファイルシステムをゾーンクラスタに追加する方法 (CLI)」を参照
してください。

5. Oracle Database ファイルに使用している各ファイルシステムの所有権を変更しま
す。

注記 - StorageTek QFS 共有ファイルシステムをゾーンクラスタ用に構成した場合、こ
の手順はそのゾーンクラスタで実行してください。

ファイルシステムの所有権を次のように変更します。

■ 所有者: データベース管理者 (DBA) ユーザー
■ グループ: DBA グループ

DBA ユーザーと DBA グループは、32 ページの「DBA グループと DBA ユーザーアカ
ウントを作成する方法」に従って作成します。
# chown user-name:group-name mount-point
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user-name DBA ユーザーのユーザー名を指定します。通常、このユーザーに
は、oracle という名前が付けられます。

group-name DBA グループの名前を指定します。通常、このグループの名前は
dba です。

mount-point 所有権を変更するファイルシステムのマウントポイントを指定し
ます。

6. ステップ 5 で所有権を変更した各ファイルシステムの所有者に、ファイルシステムに
対する読み取りアクセスと書き込みアクセスを付与します。

注記 - StorageTek QFS 共有ファイルシステムがゾーンクラスタ用に構成されている場
合、この手順はそのゾーンクラスタで実行する必要があります。

# chmod u+rw mount-point

mount-point 所有者に読み取りアクセスと書き込みアクセスを付与するファイ
ルシステムのマウントポイントを指定します。

次の手順 Oracle Database ファイル用に使用されている他のすべてのストレージ管理スキームが
インストールされていることを確認します。Oracle Database のファイルに使用されて
いるすべてのストレージ管理スキームをインストールしたら、第3章「リソースグルー
プの登録と構成」に進みます。

Oracle ASM の使用

次のリストの 1 つのストレージ管理スキームとともに Oracle ASM を使用します。

■ ハードウェア RAID。詳細は、59 ページの「ハードウェア RAID とともに
Oracle ASM を使用する方法」を参照してください。

■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster。詳細は、73 ページの「Oracle RAC
データベース用の Solaris Volume Manager for Sun Cluster に複数所有者ディスクセッ
トを作成する方法」を参照してください。

注記 - グローバルクラスタのほか、そのグローバルクラスタ内で構成されたゾーン
クラスタでも Oracle ASM を使用する場合、それぞれの特定のクラスタ内で、Oracle
ASM は、グローバルクラスタでもゾーンクラスタでもそこで使用するように考えられ
たデバイスしか認識できないことを確認する必要があります。Oracle ASM が別のクラ
スタ内の Oracle ASM で使用されるデバイスを認識できると、Oracle ASM はそのデバ
イスを他の場所ですでにマウントされているものと認識するので、Oracle Clusterware
または Oracle Grid Infrastructure の起動問題が生じる可能性があります。
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Oracle ASM を使用して格納できる Oracle Database ファイルのタイプについて
は、24 ページの「ストレージ管理の要件」を参照してください。

注記 - ゾーンクラスタ内の Oracle RAC のサポート インストールが Oracle ASM を使用
する場合は、clzonecluster コマンドを使用して、その Oracle RAC のサポート イン
ストールで必要なすべてのデバイスをそのゾーンクラスタに構成する必要がありま
す。Oracle ASM をゾーンクラスタ内で実行すると、Oracle ASM の管理は完全に同じ
ゾーンクラスタ内で行われます。

ハードウェア RAID とともに Oracle ASM を使用する方法

1. クラスタメンバーで、root 役割になります。

2. クラスタ内で使用可能な共有ディスクに対応するデバイスアイデンティティ (DID) デ
バイスのアイデンティティを判定します。
このためには、cldevice(8CL) コマンドを使用します。
次の例は、cldevice list -v コマンドの出力からの抽出を示します。
# cldevice list -v
DID Device          Full Device Path
----------          ----------------
…
d5                  phys-schost-3:/dev/rdsk/c3t216000C0FF084E77d0
d5                  phys-schost-1:/dev/rdsk/c5t216000C0FF084E77d0
d5                  phys-schost-2:/dev/rdsk/c4t216000C0FF084E77d0
d5                  phys-schost-4:/dev/rdsk/c2t216000C0FF084E77d0
d6                  phys-schost-3:/dev/rdsk/c4t216000C0FF284E44d0
d6                  phys-schost-1:/dev/rdsk/c6t216000C0FF284E44d0
d6                  phys-schost-2:/dev/rdsk/c5t216000C0FF284E44d0
d6                  phys-schost-4:/dev/rdsk/c3t216000C0FF284E44d0
…

この例では、DID デバイス d5 および d6 は、クラスタ内で使用可能な共有ディスクに
対応します。

3. Oracle ASM ディスクグループに使用している DID デバイスごとに完全な DID デバイ
ス名を取得します。
次の例は、Step 2 の例で特定された DID デバイスに対する ステップ 2 の出力を示し
ます。このコマンドは、ノード phys-schost-1 から実行されます。
# cldevice show d5 d6

=== DID Device Instances ===

DID Device Name:                         /dev/did/rdsk/d5
Full Device Path:                      phys-schost-1:/dev/rdsk/c5t216000C0FF084E77d0
Replication:                                none
default_fencing:                          global

DID Device Name:                          /dev/did/rdsk/d6
Full Device Path:                       phys-schost-1:/dev/rdsk/c6t216000C0FF284E44d0
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Replication:                                none
default_fencing:                            global

4. ゾーンクラスタを使用している場合は、ゾーンクラスタで DID デバイスを構成しま
す。それ以外の場合は、ステップ 5 に進みます。
ゾーンクラスタでの DID デバイスの構成については、『安装和配置 Oracle Solaris
Cluster 4.4 环境』 の 「グローバルストレージデバイスをゾーンクラスタに追加する方
法 (clsetup)」または『安装和配置 Oracle Solaris Cluster 4.4 环境』 の 「DID デバイスを
ゾーンクラスタに追加する方法 (CLI)」を参照してください。

5. Oracle ASM ディスクグループのディスク容量割り当てを含める各 DID デバイスでス
ライスを作成または変更します。
このためには、format(1M) コマンド、fmthard(1M) コマンド、または prtvtoc(1M)
を使用します。スライスを作成または変更するためのコマンドを実行するノードから
デバイスのフルパスを指定します。

たとえば、Oracle ASM ディスクグループにスライス s0 を使用する場合は、スライス
s0 で 100G バイトのディスク容量を割り当てるよう選択できます。

6. Oracle ASM に使用している raw デバイスを準備します。

a.   Oracle ASM によるこれらのデバイスへのアクセスを許可するように、Oracle
ASM に使用している各 raw デバイスの所有権およびアクセス権を変更します。

注記 - ハードウェア RAID 上の Oracle ASM がゾーンクラスタに対して構成されている
場合は、ゾーンクラスタでこの手順を実行してください。

raw デバイスを指定するには、ステップ 3 で取得した DID デバイス名に sX を付
加します。ここで、X はスライス番号です。

# chown oraasm:oinstall /dev/did/rdsk/dNsX
# chmod 660 /dev/disk/rdsk/dNsX
# ls -lhL /dev/did/rdsk/dNsX
crw-rw----  1 oraasm  oinstall  239, 128 Jun 15 04:38 /dev/did/rdsk/dNsX

Oracle ASM で使用するための raw デバイスの所有権とアクセス権の変更の詳細
は、Oracle ASM のドキュメントを参照してください。

b.   Oracle ASM に使用している各 raw デバイスのディスクヘッダーを削除します。
# dd if=/dev/zero of=/dev/did/rdsk/dNsX bs=1024k count=200
2000+0 records in
2000+0 records out

7. ASM_DISKSTRING Oracle ASM インスタンス初期化パラメータを変更して、Oracle
ASM ディスクグループに使用しているデバイスを指定します。
たとえば、Oracle ASM ディスクグループに /dev/did/ パスを使用するには、値
/dev/did/rdsk/d* を ASM_DISKSTRING パラメータに追加します。Oracle 初期化パラ
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メータファイルを編集してこのパラメータを変更する場合は、次のように編集しま
す。

ASM_DISKSTRING = '/dev/did/rdsk/*'

詳細は、Oracle ASM のドキュメントを参照してください。

次の手順 Oracle Database ファイル用に使用されている他のすべてのストレージ管理スキームが
インストールされていることを確認します。Oracle Database のファイルに使用されて
いるすべてのストレージ管理スキームをインストールしたら、第3章「リソースグルー
プの登録と構成」に進みます。

クラスタファイルシステムの使用

Oracle RAC のサポート は、2 種類のクラスタファイルシステムでサポートされます。

■ Oracle Solaris Cluster プロキシファイルシステム (PxFS) を使用するクラスタファイ
ルシステム
PxFS ベースのクラスタファイルシステムの作成およびマウント方法に関する一般
情報については、次のドキュメントを参照してください。
■ 『安装和配置 Oracle Solaris Cluster 4.4 环境』 の 「グローバルデバイス、デバイ

スグループ、およびクラスタファイルシステムの計画」
■ 『安装和配置 Oracle Solaris Cluster 4.4 环境』 の 「クラスタファイルシステムの

作成」
■ Oracle 自動ストレージ管理クラスタファイルシステム (Oracle ACFS)

Oracle ACFS ファイルシステムの作成およびマウント方法に関する一般情報につい
ては、『安装和配置 Oracle Solaris Cluster 4.4 环境』 の 「Oracle ACFS ファイルシス
テムの作成」を参照してください。

Oracle RAC のサポート でのクラスタファイルシステムの使用に固有の情報について
は、次の項目を参照してください。

■ 62 ページの「PxFS ベースのクラスタファイルシステムで格納できる Oracle
Database ファイルのタイプ」

■ 62 ページの「Oracle ACFS ファイルシステムで格納できる Oracle Database ファ
イルのタイプ」

■ 63 ページの「PxFS ベースのクラスタファイルシステムを使用する場合のパ
フォーマンスおよび可用性の最適化」

■ 63 ページの「PxFS ベースのクラスタファイルシステムの使用方法」
■ 64 ページの「Oracle ACFS ファイルシステムを使用する方法」
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PxFS ベースのクラスタファイルシステムで格納できる Oracle
Database ファイルのタイプ

PxFS ベースのクラスタファイルシステムには、Oracle RAC のサポート に関連付けら
れた次のファイルのみを格納できます。

注記 - Oracle Grid Infrastructure バイナリは、クラスタファイルシステム上に配置できま
せん。

■ Oracle Database RDBMS バイナリファイル
■ Oracle Database 構成ファイル (たとえば init.ora、tnsnames.ora、listener.

ora、および sqlnet.ora)
■ システムパラメータファイル (SPFILE)
■ 警告ファイル (たとえば、alert_sid.log)
■ トレースファイル (*.trc)
■ アーカイブ REDO ログファイル
■ フラッシュバックログファイル
■ Oracle Grid Infrastructure Cluster Registry (OCR) ファイル
■ Oracle Grid Infrastructure 投票ディスク

注記 - データファイル、制御ファイル、オンライン REDO ログファイル、または
Oracle Database リカバリファイルを PxFS ベースのクラスタファイルシステムに格納し
てはいけません。

Oracle ACFS ファイルシステムで格納できる Oracle Database
ファイルのタイプ

Oracle ACFS ファイルシステムには、Oracle RAC のサポート に関連付けられた次の
ファイルのみを格納できます。

■ Oracle Database RDBMS バイナリファイル
■ Oracle Database 構成ファイル (たとえば init.ora、tnsnames.ora、listener.

ora、および sqlnet.ora)
■ 警告ファイル (たとえば、alert_sid.log)
■ トレースファイル (*.trc)
■ (Oracle Database 12c 以降) データファイル
■ (Oracle Database 12c 以降) 制御ファイル
■ (Oracle Database 12c 以降) オンライン REDO ログファイル
■ (Oracle Database 12c 以降) アーカイブ REDO ログファイル
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■ (Oracle Database 12c 以降) フラッシュバックログファイル
■ (Oracle Database 12c 以降) リカバリファイル

注記 - Oracle Grid Infrastructure バイナリファイル、Cluster Registry (OCR) ファイル、ま
たは投票ディスクを Oracle ACFS ファイルシステムに格納してはいけません。また、
Oracle Database バージョン 11g リリース 2 を使用している場合は、データファイル、
制御ファイル、オンライン REDO ログファイル、アーカイブ REDO ログファイル、
フラッシュバックログファイル、または Oracle Database リカバリファイルを Oracle
ACFS ファイルシステムに格納してはいけません。

PxFS ベースのクラスタファイルシステムを使用する場合のパ
フォーマンスおよび可用性の最適化

アーカイブされた再実行ログファイルへの書き込み中の I/O パフォーマンスは、アー
カイブされた再実行ログファイルのデバイスグループの場所の影響を受けます。最
適なパフォーマンスのためには、アーカイブされた再実行ログファイルのデバイス
グループのプライマリが、Oracle RAC データベースインスタンスと同じノードにあ
ることを確認してください。このデバイスグループには、データベースインスタンス
のアーカイブされた再実行ログファイルを保持するファイルシステムが含まれていま
す。

クラスタの可用性を改善するには、デバイスグループのセカンダリノードの希望数を
増やすことを検討してください。ただし、デバイスグループのセカンダリノードの希
望数を増やすと、パフォーマンスが低下する可能性があります。デバイスグループの
セカンダリノードの希望数を増やすには、numsecondaries プロパティーを変更しま
す。詳細は、『Concepts for Oracle Solaris Cluster 4.4』 の 「Device Group Ownership」を
参照してください。

PxFS ベースのクラスタファイルシステムの使用方法

1. クラスタファイルシステムを作成してマウントします。
クラスタファイルシステムを作成してマウントする方法については、『安装和配置
Oracle Solaris Cluster 4.4 环境』 の 「クラスタファイルシステムの作成」を参照してく
ださい。

注記 - Oracle Grid Infrastructure バイナリは、クラスタファイルシステム上に配置できま
せん。

2. UNIX ファイルシステム (UFS) を使用している場合は、さまざまなタイプの Oracle
Database ファイルにとって正しいマウントオプションを指定してください。
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Oracle ACFS ファイルシステムを使用する方法

正しいオプションについては、次の表を参照してください。マウントポイントの
/etc/vfstab ファイルにエントリを追加するときに、これらのオプションを設定しま
す。

Oracle Database ファイルのタイプ オプション

Oracle Database RDBMS バイナリファイル global、logging

Oracle Database 構成ファイル global、logging

システムパラメータファイル (SPFILE) global、logging

警告ファイル global、logging

トレースファイル global、logging

アーカイブされた再実行ログファイル global、logging、forcedirectio

フラッシュバックログファイル global、logging、forcedirectio

Oracle Grid Infrastructure OCR ファイル global、logging、forcedirectio

Oracle Grid Infrastructure 投票ディスク global、logging、forcedirectio

次の手順 Oracle Database ファイル用に使用されている他のすべてのストレージ管理スキームが
インストールされていることを確認します。Oracle Database のファイルに使用されて
いるすべてのストレージ管理スキームをインストールしたら、第3章「リソースグルー
プの登録と構成」に進みます。

Oracle ACFS ファイルシステムを使用する方法

Oracle ACFS ファイルシステムを作成してマウントします。
Oracle ACFS ファイルシステムを作成してマウントする方法については、『安装和配
置 Oracle Solaris Cluster 4.4 环境』 の 「Oracle ACFS ファイルシステムの作成」を参照
してください。

次の手順 第3章「リソースグループの登録と構成」に進みます。
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リソースグループの登録と構成

この章では、Oracle RAC のサポート 構成で使用されるリソースグループを登録および
構成する方法について説明します。

■ 65 ページの「Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループの登録
と構成」

■ 69 ページの「複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループの登録と構成」

■ 73 ページの「Oracle RAC のサポート データベース用のグローバルデバイスグ
ループの作成」

■ 80 ページの「Oracle Database ファイル用のストレージリソースの登録および構
成」

■ 85 ページの「Oracle ASM リソースグループの登録と構成」

Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループの登
録と構成

Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループを登録および構成することに
より、Oracle RAC のサポート を Oracle Solaris Cluster ソフトウェアとともに実行でき
るようになります。

注記 - Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループの登録と構成は、必
ず行う必要があります。これを行わないと、Oracle RAC のサポート を Oracle Solaris
Cluster ソフトウェアとともに実行できません。

グローバルクラスタ投票ノードの Oracle RAC のサポート フレームワークリソース
は、グローバルクラスタで動作する任意の Oracle RAC のサポート インストールをサ
ポートできます。ゾーンクラスタの Oracle RAC のサポート フレームワークリソース
は、その特定のゾーンクラスタで動作する Oracle RAC のサポート インストールをサ
ポートします。1 つの Oracle Solaris Cluster 構成に複数の Oracle RAC のサポート フ
レームワークリソースグループを含めることができます。
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Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループを登録および構成する方法 (clsetup)

このセクションでは、Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループの登録
に関する次の情報を示します。

■ 66 ページの「Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループを登録
および構成するためのツール」

■ 66 ページの「Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループを登録
および構成する方法 (clsetup)」

Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグ
ループを登録および構成するためのツール

Oracle Solaris Cluster ソフトウェアには、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタで
Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループを登録および構成するための
次のツールが用意されています。

■ clsetup ユーティリティー。詳細は、66 ページの「Oracle RAC のサポート フ
レームワークリソースグループを登録および構成する方法 (clsetup)」を参照して
ください。

■ Oracle Solaris Cluster の保守コマンド。詳細は、付録D コマンド行のオプションを
参照してください。

clsetup ユーティリティーは、Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグルー
プ用のリソースを構成するウィザードを提供します。ウィザードは、コマンドの構
文エラーや漏れから生じる構成エラーの可能性を低減します。また、このウィザー
ドは、必要なすべてのリソースが作成され、リソース間で必要なすべての依存関係が
設定されるようにします。

注記 - clsetup ユーティリティーは、グローバルクラスタのノードでのみ実行できま
す。

Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグ
ループを登録および構成する方法 (clsetup)

注記 - Oracle Solaris Cluster Manager ブラウザインタフェースを使用して、このタスクを
実行したり、オプションで Oracle Clusterware と Oracle ASM のリソースを構成したり
することもできます。Oracle Solaris Cluster Manager のログイン手順については、『管
理 Oracle Solaris Cluster 4.4 配置』 の 「Oracle Solaris Cluster Manager にアクセスする方
法」を参照してください。ログインしたら、「タスク」をクリックし、「Oracle Real
Application Clusters」をクリックしてウィザードを起動します。
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Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループを登録および構成する方法 (clsetup)

Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループをクラスタ用に登録および構
成すると、Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループが作成されます。

注記 - 現在、clsetup ユーティリティーによる継続管理ができるのは、グローバルク
ラスタで実行されている Oracle RAC フレームワークのみです。ゾーンクラスタで構
成された Support for Oracle RAC フレームワークを継続管理するには、代わりに Oracle
Solaris Cluster の保守コマンドを使用する必要があります。

この手順は、Oracle RAC のサポート の初期設定で行います。この手順は、1 つのノー
ドからのみ実行します。

始める前に 次の前提条件を満たしていることを確認します。

■ Oracle RAC のサポート のすべてのインストール前タスクが完了していること。
■ Oracle Solaris Cluster のノードが準備済みです。
■ データサービスパッケージがインストール済みです。

次の情報を用意してください。

■ Oracle RAC のサポート を実行する必要があるノードの名前。

1. いずれかのクラスタノード上で root 役割になります。

2. clsetup ユーティリティーを起動し、前提条件を確認して、Support for Oracle RAC
構成セクションにナビゲートします。

3. Support for Oracle RAC の場所を選択します。
プロンプトに従って、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタを選択します。

4. RAC フレームワークリソースグループを構成することを選択します。

5. clsetup ユーティリティーのプロンプトに従って、次の情報を指定します。

指定するデータ ガイドライン 使用する値

Support for Oracle RAC が実行されるクラスタノード Oracle RAC フレームワークリソースグループのノードリストに表
示される順序でノードが一覧表示されていることを確認します。

ノードを選択するには、選択するノードに対応するオプションの番
号のコンマまたはスペースで区切られたリストを入力します。

 

(ゾーンクラスタのみ) ゾーンクラスタ名   

6. オブジェクト名を確認します。
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Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループを登録および構成する方法 (clsetup)

a.   Oracle Solaris Cluster オブジェクトに別の名前が必要な場合は、変更する名前
を選択し、プロンプトに従って新しい名前を入力します。

b.   Oracle Solaris Cluster オブジェクト名の選択を確認するには、「d」と入力しま
す。

7. 構成を作成するには、「c」と入力します。
clsetup ユーティリティーは、構成を作成するためにこのユーティリティーがコマン
ドを実行していることを示す進行状況のメッセージを表示します。構成が完了した時
点で、clsetup ユーティリティーは、構成を作成するためにユーティリティーが実行
したコマンドを表示します。

構成プロセスが完了したら、Return キーを繰り返し押して、clsetup ユーティ
リティーを終了します。必要に応じて、ほかの必要なタスクを実行している
間、clsetup ユーティリティーを動作させたままにし、そのあとでユーティリティー
を再度使用できます。

8. Support for Oracle RAC フレームワークリソースグループとそのリソースがオンラ
インになっていることを確認します。

■ グローバルクラスタの場合は、次のコマンドを入力します。
リソースグループのステータスを表示します。

# clresourcegroup status rac-framework-rg

必要に応じて、リソースグループとリソースをオンラインにします。

# clresourcegroup online -eM rac-framework-rg

■ ゾーンクラスタの場合は、大域ゾーンから、次のコマンドを入力します。
リソースグループのステータスを表示します。

# clresourcegroup status -Z zcname rac-framework-rg

必要に応じて、リソースグループとリソースをオンラインにします。

# clresourcegroup online -eM -Z zcname rac-framework-rg

リソースの構成

次の表に、このタスクの完了時に clsetup ユーティリティーによって作成されるデ
フォルトのリソースの構成を示します。
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リソース名、リソースタイプ、およびリソース
グループ

依存関係 説明

リソースタイプ: SUNW.rac_framework

リソース名: rac-framework-rs

リソースグループ: rac-framework-rg

なし。 Oracle RAC のサポート フレームワークリ
ソース。

次の手順 次の手順は、次の表に示すとおり、使用しているボリュームマネージャーによって異
なります。

ボリュームマネージャー 次のステップ

Solaris Volume Manager for Sun
Cluster

69 ページの「複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループの登録と構成」

なし 80 ページの「Oracle Database ファイル用のストレージリソースの
登録および構成」

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソース
グループの登録と構成

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループを登録およ
び構成することにより、Oracle RAC のサポート では、複数所有者ボリュームマネー
ジャーのリソースを Oracle Solaris Cluster ソフトウェアで管理できるようになります。

グローバルクラスタノード内の複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワーク
リソースは、グローバルクラスタやすべてのゾーンクラスタを含むマシン上のすべて
の場所で、Oracle RAC のサポート で使用される任意のボリュームマネージャーをサ
ポートします。

このセクションでは、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソース
グループの登録に関する次の情報を示します。

■ 70 ページの「複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループを登録および構成するためのツール」

■ 70 ページの「複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループを登録および構成する方法 (clsetup)」

第 3 章 リソースグループの登録と構成 69



複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループを登録および構成する方法 (clsetup)

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワーク
リソースグループを登録および構成するためのツール

Oracle Solaris Cluster ソフトウェアには、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタで
複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループを登録および
構成するための次のツールが用意されています。

■ clsetup ユーティリティー。詳細は、70 ページの「複数所有者ボリュー
ムマネージャーのフレームワークリソースグループを登録および構成する方法
(clsetup)」を参照してください。

■ Oracle Solaris Cluster の保守コマンド。詳細は、付録D コマンド行のオプションを
参照してください。

clsetup ユーティリティーには、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワー
クリソースグループのリソースを構成するためのウィザードがあります。ウィザー
ドは、コマンドの構文エラーや漏れから生じる構成エラーの可能性を低減します。ま
た、このウィザードは、必要なすべてのリソースが作成され、リソース間で必要なす
べての依存関係が設定されるようにします。

注記 - clsetup ユーティリティーは、グローバルクラスタのノードでのみ実行できま
す。

複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループを登録および構成する方法
(clsetup)

クラスタ用に複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループ
を登録および構成すると、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリ
ソースグループが作成されます。

注記 - 現在、clsetup ユーティリティーによる継続管理ができるのは、グローバルク
ラスタで実行されている Oracle RAC フレームワークのみです。ゾーンクラスタで構
成された Support for Oracle RAC フレームワークを継続管理するには、代わりに Oracle
Solaris Cluster の保守コマンドを使用します。

この手順は、Oracle RAC のサポート の初期設定で行います。この手順は、1 つのノー
ドからのみ実行します。
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注記 - 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループを構成
したあとに、もう一度このウィザードを実行して別のボリュームマネージャーを構成
する場合、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループと
その既存のリソースの名前を変更することはできません。

始める前に ■ 使用する予定のすべてのストレージ管理ソフトウェアが、Oracle RAC のサポート
を実行するすべてのノードでインストールおよび構成されていることを確認しま
す。

■ Oracle ファイルに使用するストレージ管理スキームのリストがあることを確認しま
す。

1. いずれかのクラスタノード上で root 役割になります。

2. clsetup ユーティリティーを起動し、前提条件を確認して、Support for Oracle RAC
構成セクションにナビゲートします。

3. Support for Oracle RAC クラスタの場所としてグローバルクラスタを選択します。
複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループの構成は、グ
ローバルクラスタでのみ行えます。

4. 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループを構成するこ
とを選択します。

5. clsetup ユーティリティーのプロンプトに従って、使用する複数所有者ボリュームマ
ネージャーを選択します。
インストール済みのボリュームマネージャーのみが一覧表示されます。

6. オブジェクト名を確認します。

a.   Oracle Solaris Cluster オブジェクトに別の名前が必要な場合は、変更する名前
を選択し、プロンプトに従って新しい名前を入力します。

b.   Oracle Solaris Cluster オブジェクト名の選択を確認するには、「d」と入力しま
す。

7. 構成を作成するには、「c」と入力します。
clsetup ユーティリティーは、構成を作成するためにこのユーティリティーがコマン
ドを実行していることを示す進行状況のメッセージを表示します。構成が完了した時
点で、clsetup ユーティリティーは、構成を作成するためにユーティリティーが実行
したコマンドを表示します。

構成プロセスが完了したら、Return キーを繰り返し押して、clsetup ユーティ
リティーを終了します。必要に応じて、ほかの必要なタスクを実行している
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間、clsetup ユーティリティーを動作させたままにし、そのあとでユーティリティー
を再度使用できます。

8. 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループとそのリソー
スがオンラインであることを確認します。
デフォルトでは、clsetup ユーティリティーによって複数所有者ボリュー
ムマネージャーのフレームワークリソースグループに割り当てられる名前は
vucmm_framework_rg です。

リソースグループのステータスを表示します。

# clresourcegroup status vucmm_framework_rg

必要に応じて、リソースグループとリソースをオンラインにします。

# clresourcegroup online -eM vucmm_framework_rg

リソースの構成

次の表に、このタスクの完了時に clsetup ユーティリティーによって作成されるデ
フォルトのリソースの構成を示します。

リソース名、リソースタイプ、およびリソース
グループ

依存関係 説明

リソースタイプ: SUNW.vucmm_framework

リソース名: vucmm_framework_rs

リソースグループ: vucmm_framework_rg

なし。 複数所有者ボリュームマネージャーのフ
レームワークリソース。

リソースタイプ: SUNW.vucmm_svm

リソース名: vucmm_svm_rs

リソースグループ: vucmm_framework_rg

複数所有者ボリュームマネージャー
のフレームワークリソースに対する
強い依存性。

Solaris Volume Manager for Sun Cluster リ
ソース。Solaris Volume Manager for Oracle
Solaris Cluster が選択された場合にのみ作
成されます。

次の手順 次の手順は、次の表に示すとおり、使用しているボリュームマネージャーによって異
なります。

ボリュームマネージャー 次のステップ

Solaris Volume Manager for Sun
Cluster

73 ページの「Oracle RAC データベース用の Solaris Volume
Manager for Sun Cluster に複数所有者ディスクセットを作成する方
法」

なし 80 ページの「Oracle Database ファイル用のストレージリソースの
登録および構成」
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Oracle RAC のサポート データベース用のグローバルデバイス
グループの作成

Oracle Database ファイルにボリュームマネージャーを使用している場合、そのボ
リュームマネージャーには、使用する Oracle RAC のサポート データベース用のグ
ローバルデバイスグループが必要になります。
作成するグローバルデバイスグループの種類は、使用するボリュームマネージャーに
よって異なります。

■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster を使用している場合は、複数所有者ディス
クセットを作成します。73 ページの「Oracle RAC データベース用の Solaris
Volume Manager for Sun Cluster に複数所有者ディスクセットを作成する方法」を参
照してください。

Oracle RAC データベース用の Solaris Volume
Manager for Sun Cluster に複数所有者ディスクセッ
トを作成する方法

注記 - このタスクは、Solaris Volume Manager for Sun Cluster を使用している場合にのみ
実行します。

Solaris Volume Manager for Sun Cluster を使用している場合、Solaris Volume Manager で
は、使用する Oracle RAC のサポート データベース、StorageTek QFS 共有ファイルシ
ステム、または Oracle ASM の複数所有者ディスクセットが必要になります。Solaris
Volume Manager for Sun Cluster の複数所有者ディスクセットについては、『Solaris
Volume Manager 管理ガイド』 の 「複数所有者ディスクセットの概念」を参照してく
ださい。

始める前に 次の点に注意してください。

■ 必要な Oracle RAC のサポート ソフトウェアパッケージが各ノードにインストール
されていることを確認します。詳細は、39 ページの「Support for Oracle RAC パッ
ケージのインストール」を参照してください。

■ 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループが作成さ
れ、オンラインになっていることを確認します。詳細は、69 ページの「複数所
有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループの登録と構成」を
参照してください。
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注意 - /var/run/nodelist ファイルを手動で作成しようとしないでください。作成す
ると、クラスタ全体でパニックが発生する恐れがあります。

■ StorageTek QFS 共有ファイルシステムを使用していないかぎり、複数所有者ディス
クセットにはどのファイルシステムも作成しないでください。StorageTek QFS 共有
ファイルシステムを含まない構成では、このディスクセットは raw データファイル
でのみ使用されます。

■ 複数所有者ディスクセットに追加するディスクデバイスは、すべてのクラスタノー
ドに直接接続する必要があります。

1. 複数所有者ディスクセットを作成します。
このためには、metaset(1M) コマンドを使用します。

# metaset -s setname -M -a -h nodelist

-s setname

作成するディスクセットの名前を指定します。

-M

作成するディスクセットを複数所有者ディスクセットにすることを指定します。

-a

-h オプションで指定したノードをディスクセットに追加することを指定します。

-h nodelist

ディスクセットに追加するノードのリストをスペースで区切って指定します。こ
のリスト内の各ノードに Oracle RAC のサポート ソフトウェアパッケージがインス
トールされている必要があります。

2. ステップ 1 で作成したディスクセットにグローバルデバイスを追加します。
# metaset -s setname -a devicelist

-s setname

ステップ 1 で作成したディスクセットを変更することを指定します。

-a

devicelist で指定したデバイスをディスクセットに追加することを指定します。

devicelist

ディスクセットに追加するグローバルデバイスの完全なデバイス ID パス名のリ
ストをスペースで区切って指定します。クラスタ内のどのノードからも一貫して
各デバイスにアクセスできるようにするには、それぞれのデバイス ID パス名を
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/dev/did/dsk/dN という形式で指定する必要があります。N はデバイス番号で
す。

3. ステップ 1 で作成したディスクセットに対して、Oracle RAC のサポート データベー
スまたは StorageTek QFS 共有ファイルシステムで使用するボリュームを作成しま
す。

ヒント - Oracle データファイル用に多数のボリュームを作成する場合は、ソフトパー
ティションを使用するとこの手順が簡単になります。ただし、StorageTek QFS 共有
ファイルシステムを使用していて、システムに対する I/O 負荷が高い場合は、デー
タとメタデータに別のパーティションを使用してください。そうしないと、システ
ムのパフォーマンスが低下する可能性があります。ソフトパーティションについて
は、『Solaris Volume Manager 管理ガイド』 の 第 12 章, 「ソフトパーティション (概
要)」および『Solaris Volume Manager 管理ガイド』 の 第 13 章, 「ソフトパーティショ
ン (タスク)」を参照してください。

各ボリュームは、ステップ 2 で追加したグローバルデバイス上のスライスを連結して
作成します。このためには、metainit(1M) コマンドを使用します。

# metainit -s setname volume-abbrev numstripes width slicelist

-s setname

ステップ 1 で作成したディスクセット用のボリュームを作成することを指定しま
す。

volume-abbrev

作成するボリュームの省略名を指定します。ボリュームの省略名の形式は dV で
す。V はボリューム番号です。

numstripes

ボリュームのストライプ数を指定します。

width

各ストライプのスライス数を指定します。width を 1 より大きい値に設定すると、
スライスがストライプ化されます。

slicelist

ボリュームに含めるスライスのリストをスペースで区切って指定します。各スラ
イスは、ステップ 2 で追加したグローバルデバイスに含まれている必要がありま
す。

4. 各ノードが複数所有者ディスクセットに正しく追加されたことを確認します。
このためには、metaset コマンドを使用します。

# metaset -s setname
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-s setname

ステップ 1 で作成したディスクセットを検証することを指定します。

このコマンドを実行すると、ディスクセットに正しく追加された各ノードについて、
次の情報を含む表が表示されます。

■ Host 列にノード名が表示されます。
■ Owner 列に multi-owner というテキストが表示されます。
■ Member 列に Yes というテキストが表示されます。

5. 複数所有者ディスクセットが正しく構成されたことを確認します。

# cldevicegroup show setname

setname

ステップ 1 で作成したディスクセットの構成情報だけを表示することを指定しま
す。

このコマンドを実行すると、ディスクセットのデバイスグループ情報が表示されま
す。複数所有者ディスクセットの場合、デバイスグループタイプは Multi-owner_SVM
です。

6. 複数所有者ディスクセットのオンラインステータスを確認します。

# cldevicegroup status setname

このコマンドを実行すると、複数所有者ディスクセット内の各ノードについて、複数
所有者ディスクセットのステータスが表示されます。

7. (StorageTek QFS 共有ファイルシステム を含まない構成のみ) ディスクセットを所有
できる各ノードで、ステップ 3 で作成した各ボリュームの所有権を変更します。
StorageTek QFS 共有ファイルシステムを使用している場合は、この手順を省略しま
す。

注記 - ゾーンクラスタの場合、この手順はそのゾーンクラスタで実行してください。

ボリュームの所有権を次のように変更します。

■ 所有者: DBA ユーザー
■ グループ: DBA グループ

DBA ユーザーと DBA グループは、32 ページの「DBA グループと DBA ユーザーアカ
ウントを作成する方法」に従って作成します。

所有権を変更するのは、Oracle RAC のサポート データベースで使用するボリュームだ
けです。
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# chown user-name:group-name volume-list

user-name

DBA ユーザーのユーザー名を指定します。通常、このユーザーには、oracle と
いう名前が付けられます。

group-name

DBA グループの名前を指定します。通常、このグループの名前は dba です。

volume-list

ディスクセット用に作成したボリュームの論理名のリストをスペースで区切って
指定します。名前の形式は、ボリュームが配置されたデバイスの種類によって次
のように異なります。
■ ブロック型デバイス: /dev/md/setname/dsk/dV
■ raw デバイス: /dev/md/setname/rdsk/dV

これらの名前の各項目の意味は次のとおりです。

setname

ステップ 1 で作成した複数所有者ディスクセットの名前を指定します。

V

ステップ 3 で作成したボリュームのボリューム番号を指定します。
このリストには、ステップ 3 で作成した各ボリュームを指定してください。

8. (StorageTek QFS 共有ファイルシステムを含まない構成のみ) ステップ 7 で所有権を
変更した各ボリュームの所有者に、読み取りアクセスと書き込みアクセスを付与しま
す。
StorageTek QFS 共有ファイルシステムを使用している場合は、この手順を省略しま
す。

注記 - ゾーンクラスタの場合、この手順はそのゾーンクラスタで実行してください。

ボリュームへのアクセスは、ディスクセットを所有できるノードごとに付与します。
アクセス権を変更するのは、Oracle RAC のサポート データベースで使用するボリュー
ムだけです。

# chmod u+rw volume-list

volume-list

所有者に読み取りアクセスと書き込みアクセスを付与するボリュームの論理名の
リストをスペースで区切って指定します。このリストには、ステップ 7 で指定し
たボリュームを指定してください。
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9. Oracle ASM を使用している場合は、Oracle ASM ディスクグループで使用している
raw デバイスを指定します。
デバイスを指定するには、ASM_DISKSTRING Oracle ASM インスタンス初期化パラメー
タを変更します。

たとえば、Oracle ASM ディスクグループに /dev/md/setname/rdsk/d パスを使用する
には、ASM_DISKSTRING パラメータに値 /dev/md/*/rdsk/d* を追加します。Oracle 初
期化パラメータファイルを編集してこのパラメータを変更する場合は、次のように編
集します。

ASM_DISKSTRING = '/dev/md/*/rdsk/d*'

詳細は、Oracle Database のドキュメントを参照してください。

例   3 Solaris Volume Manager for Sun Cluster での複数所有者ディスクセットの作成

この例では、4 ノードクラスタ用の Solaris Volume Manager for Sun Cluster で複数所有
者ディスクセットを作成するために必要な一連の操作を示します。

ディスクセットは、StorageTek QFS 共有ファイルシステムで使用されます。この例で
は、ディスクセットに追加されるデバイス上の StorageTek QFS 共有ファイルシステム
の作成については説明しません。

1. 複数所有者ディスクセットを作成するために、次のコマンドを実行します。

# metaset -s oradg -M -a -h  pclus1 pclus2 pclus3 pclus4

複数所有者ディスクセットに oradg という名前が付けられます。このディスク
セットに、ノード pclus1、pclus2、pclus3、および pclus4 が追加されます。

2. ディスクセットにグローバルデバイスを追加するために、次のコマンドを実行し
ます。

# metaset -s oradg -a  /dev/did/dsk/d8  /dev/did/dsk/d9 /dev/did/dsk/d15 \

/dev/did/dsk/d16

前述のコマンドは、ディスクセットに次のグローバルデバイスを追加します。
■ /dev/did/dsk/d8

■ /dev/did/dsk/d9

■ /dev/did/dsk/d15

■ /dev/did/dsk/d16

3. ディスクセット用のボリュームを作成するために、次のコマンドを実行します。

# metainit -s oradg d10 1 1 /dev/did/dsk/d9s0

# metainit -s oradg d11 1 1 /dev/did/dsk/d16s0

# metainit -s oradg d20 1 1 /dev/did/dsk/d8s0

# metainit -s oradg d21 1 1 /dev/did/dsk/d15s0
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各ボリュームは、次の表に示すようにスライスの 1 対 1 の連結で作成されます。
スライスはストライプ化されません。

ボリューム スライス

d10 /dev/did/dsk/d9s0

d11 /dev/did/dsk/d16s0

d20 /dev/did/dsk/d8s0

d21 /dev/did/dsk/d15s0

4. 各ノードが複数所有者ディスクセットに正しく追加されたことを確認するため
に、次のコマンドを実行します。

# metaset -s oradg

Multi-owner Set name = oradg, Set number = 1, Master = pclus2

Host                Owner          Member

pclus1             multi-owner   Yes

pclus2             multi-owner   Yes

pclus3             multi-owner   Yes

pclus4             multi-owner   Yes

Drive Dbase

d8    Yes

d9    Yes

d15   Yes

d16   Yes  

5. 複数所有者ディスクセットが正しく構成されたことを確認するために、次のコマ
ンドを実行します。

# cldevicegroup show oradg

=== Device Groups ===

Device Group Name:                              oradg

Type:                                            Multi-owner_SVM

failback:                                        false

Node List:                                       pclus1, pclus2, pclus3, pclus4

preferenced:                                     false

numsecondaries:                                  0

diskset name:                                    oradg
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6. 複数所有者ディスクセットのオンラインステータスを確認するために、次のコマ
ンドを実行します。

# cldevicegroup status oradg

=== Cluster Device Groups ===

--- Device Group Status ---

Device Group Name     Primary     Secondary     Status

-----------------     -------     ---------     ------

--- Multi-owner Device Group Status ---

Device Group Name           Node Name           Status

-----------------           ---------           ------

oradg                       pclus1              Online

                            pclus2              Online

                            pclus3              Online

                            pclus4              Online

次の手順 80 ページの「Oracle Database ファイル用のストレージリソースの登録および構
成」に進みます。

Oracle Database ファイル用のストレージリソースの登録およ
び構成

ストレージリソースを使用すると、グローバルデバイスグループやファイルシステム
の障害モニタリングと自動障害復旧が可能になります。

Oracle ファイル用としてグローバルデバイスグループまたは共有ファイルシステムを
使用している場合、Oracle ソフトウェアが依存しているストレージの可用性を管理で
きるようにストレージリソースを構成します。

次の種類のストレージリソースを構成します。

■ グローバルデバイスグループ:
■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster 複数所有者ディスクセット

■ 共有ファイルシステム:
■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster 複数所有者ディスクセットまたはハード

ウェア RAID を使用した StorageTek QFS 共有ファイルシステム
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■ Oracle RAC のサポート を使用した認定済み NAS デバイス上のファイルシステ
ム:

注記 - 既存のツールを使用してゾーンクラスタに NAS NFS ファイルシステムを
構成できます。48 ページの「Oracle Database ファイル用の認定済み NAS デバ
イスを構成するためのタスク」を参照してください。

このセクションでは、Oracle Database ファイル用ストレージリソースの登録と構成に
関する次の情報を示します。

■ 81 ページの「Oracle Database ファイル用ストレージリソースを登録および構成
するためのツール」

■ 82 ページの「Oracle Database ファイル用ストレージリソースを登録および構成
する方法 (clsetup)」

Oracle Database ファイル用ストレージリソースを
登録および構成するためのツール

Oracle Solaris Cluster には、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタで Oracle ファ
イル用ストレージリソースを登録および構成するための次のツールが用意されていま
す。

■ clsetup(8CL) ユーティリティー。詳細は、82 ページの「Oracle Database ファ
イル用ストレージリソースを登録および構成する方法 (clsetup)」を参照してくだ
さい。

■ Oracle Solaris Cluster の保守コマンド。詳細は、231 ページの「Oracle Solaris
Cluster の保守コマンドを使用したストレージ管理リソースの作成」を参照してく
ださい。

clsetup ユーティリティーには、Oracle ファイル用のストレージリソースを構成する
ためのウィザードがあります。ウィザードは、コマンドの構文エラーや漏れから生
じる構成エラーの可能性を低減します。また、このウィザードは、必要なすべての
リソースが作成され、リソース間で必要なすべての依存関係が設定されるようにしま
す。

注記 - clsetup ユーティリティーは、グローバルクラスタのノードでのみ実行できま
す。
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Oracle Database ファイル用ストレージリソースを
登録および構成する方法 (clsetup)

この手順はクラスタの 1 つのノードからのみ実行します。

注記 - 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループを構成
したあとに、もう一度このウィザードを実行して別のボリュームマネージャーを構成
する場合、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループと
その既存のリソースの名前を変更することはできません。

始める前に 次の前提条件を満たしていることを確認します。

■ Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループが作成済みで、オンライ
ンになっていること。詳細は、65 ページの「Oracle RAC のサポート フレーム
ワークリソースグループの登録と構成」を参照してください。

■ 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループが作成済み
で、オンラインになっています。詳細は、69 ページの「複数所有者ボリューム
マネージャーのフレームワークリソースグループの登録と構成」を参照してくださ
い。

注意 - /var/run/nodelist ファイルを手動で作成しようとしないでください。作成す
ると、クラスタ全体でパニックが発生する恐れがあります。

■ 必要なボリューム、グローバルデバイスグループ、およびファイルシステムが作成
済みです。詳細は、次のセクションを参照してください。
■ 49 ページの「Oracle RAC のサポート を使用したストレージ管理ソフトウェア

のインストール」
■ 73 ページの「Oracle RAC のサポート データベース用のグローバルデバイス

グループの作成」
■ 必要なファイルシステムがマウントされています。

次の情報を用意してください。

■ Oracle Database ファイルに使用するスケーラブルな各デバイスグループの名前 (使
用する場合)

■ Oracle Database ファイルに使用する各共有ファイルシステムのマウントポイント
(使用する場合)

1. クラスタの 1 つのノードで、root 役割になります。

2. clsetup ユーティリティーを起動し、前提条件を確認して、Support for Oracle RAC
構成セクションにナビゲートします。
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3. Support for Oracle RAC の場所を選択します。
プロンプトに従って、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタを選択します。

4. 構成する Oracle ファイル用ストレージリソースを選択します。

5. clsetup ユーティリティーのプロンプトに従って、次の情報を指定します。

指定するデータ ガイドライン 使用する値

使用している Oracle Database ファイル用の
ストレージ管理スキーム (プロンプトが表示
された場合)

デバイスグループ用の適切なリソースがない場合は、clsetup ユーティリ
ティーから、リソースを作成するよう求められます。使用するスケーラ
ブルデバイスグループを選択し、論理デバイスを使用するか、ディスク
グループ全体を使用するかを選択します。

複数の既存のリソースを選択する場合、選択するリソースは同じリソー
スグループに属する必要があります。

 

Oracle ファイルに使用する共有ファイルシ
ステムのマウントポイント

共有ファイルシステムのマウントポイント用の適切なリソースがない場
合は、clsetup ユーティリティーから、リソースを作成するよう求められ
ます。

リソースを選択するには、使用するリソースに対応するオプションの番
号のコンマまたはスペースで区切られたリストを入力します。複数の既
存のリソースを選択する場合、選択するリソースは同じリソースグルー
プに属する必要があります。

 

6. オブジェクト名を確認します。

a.   Oracle Solaris Cluster オブジェクトに別の名前が必要な場合は、変更する名前
を選択し、プロンプトに従って新しい名前を入力します。

b.   Oracle Solaris Cluster オブジェクト名の選択を確認するには、「d」と入力しま
す。

7. 構成を作成するには、「c」と入力します。
clsetup ユーティリティーは、構成を作成するためにこのユーティリティーがコマン
ドを実行していることを示す進行状況のメッセージを表示します。構成が完了した時
点で、clsetup ユーティリティーは、構成を作成するためにユーティリティーが実行
したコマンドを表示します。
構成プロセスが完了したら、Return キーを繰り返し押して、clsetup ユーティ
リティーを終了します。必要に応じて、ほかの必要なタスクを実行している
間、clsetup ユーティリティーを動作させたままにし、そのあとでユーティリティー
を再度使用できます。

8. 作成したリソースグループがオンラインになっていることを確認します。
リソースグループのステータスを表示します。
# clresourcegroup status
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必要に応じて、各リソースグループをオンラインにします。

# clresourcegroup online -eM rac-storage-rg

リソースの構成

次の表に、このタスクの完了時に clsetup ユーティリティーによって作成されるデ
フォルトのリソースの構成を示します。

リソースタイプ、リソース名、およびリソースグ
ループ

依存関係 説明

リソースタイプ: SUNW.ScalDeviceGroup

リソース名: scaldg-name-rs。dg-name は
リソースが表すデバイスグループの名前で
す

リソースグループ: scaldg-rg

デバイスグループに関連付けられたボリュー
ムマネージャーの複数所有者ボリュームマネー
ジャーのフレームワークリソースグループ内の
リソースに対する強い依存関係: Solaris Volume
Manager リソースまたは Oracle Solaris Cluster リ
ソースのどちらか。

スケーラブルなデバイスグ
ループリソース。Oracle ファ
イルに使用するスケーラブル
なデバイスグループごとに 1
つのリソースが作成されま
す。

リソースタイプ: SUNW.qfs

リソース名: qfs-mp-dir-rs。mp-dir は、
ファイルシステムのマウントポイント (/
は – で置き換えてあります)

リソースグループ: qfsmds-rg

スケーラブルな wait_zc_boot リソースおよび
スケーラブルなデバイスグループリソースに対
する強い依存性 (そのリソースがある場合)。

ボリュームマネージャーなしで StorageTek QFS
を使用している場合、このリソースはほかのど
のリソースにも依存しません。

StorageTek QFS メタデータ
サーバーのリソース。Oracle
ファイルに使用されている
StorageTek QFS 共有ファイル
システムごとに 1 つのリソー
スが作成されます。

リソースタイプ: SUNW.ScalMountPoint

リソース名: scal-mp-dir-rs。mp-dir は、
ファイルシステムのマウントポイント (/
は – で置き換えてあります)

リソースグループ: scalmnt-rg

StorageTek QFS メタデータサーバーのリソース
(存在する場合) に対する強い依存関係。

スケーラブルなデバイスグループリソースに対
するオフライン再起動依存性 (そのリソースが
ある場合)。

ボリュームマネージャーなしで 認定済み NAS
デバイス上のファイルシステムを使用する場
合、このリソースは他のリソースに依存しませ
ん。

スケーラブルなファイルシス
テムマウントポイントリソー
ス。Oracle ファイルに使用さ
れている共有ファイルシステ
ムごとに 1 つのリソースが作
成されます。

リソースタイプ: SUNW.wait_zc_boot

リソース名: wait-zc-rs。ここで、zc は
ゾーンクラスタ名です。

リソースグループ: scalmnt-rg

なし ゾーンクラスタに構成された
StorageTek QFS 共有ファイル
システムが必ず、ゾーンクラ
スタがブートされたあとにの
みマウントされるようにする
リソース。

注記 - ゾーンクラスタ用のリソースの構成の詳細については、付録A このデータサー
ビスの構成例の図を参照してください。

次の手順 Oracle ASM, を使用する場合は、85 ページの「Oracle ASM リソースグループの登
録と構成」に進みます。
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それ以外の場合は、第4章「クラスタでの Oracle RAC のサポート の実行の有効化」に
進みます。

Oracle ASM リソースグループの登録と構成

Oracle 自動ストレージ管理 (Oracle ASM) は、Oracle データベースで使用されるスト
レージを管理します。このウィザードでは、Oracle データベース用の Oracle ASM イン
スタンスリソースを作成します。

このセクションでは、Oracle ASM リソースグループの登録に関する次の情報を示しま
す。

■ 85 ページの「Oracle ASM リソースグループを登録および構成するためのツー
ル」

■ 86 ページの「Oracle ASM リソースグループを登録および構成する方法
(clsetup)」

Oracle ASM リソースグループを登録および構成する
ためのツール

Oracle Solaris Cluster ソフトウェアには、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタで
Oracle ASM リソースグループを登録および構成するための次のツールが用意されてい
ます。

■ clsetup ユーティリティー。詳細は、86 ページの「Oracle ASM リソースグ
ループを登録および構成する方法 (clsetup)」を参照してください。

■ Oracle Solaris Cluster の保守コマンド。詳細は、付録D コマンド行のオプションを
参照してください。

clsetup ユーティリティーには、Oracle ASM リソースグループのリソースを構成す
るためのウィザードがあります。ウィザードは、コマンドの構文エラーや漏れから
生じる構成エラーの可能性を低減します。また、このウィザードは、必要なすべての
リソースが作成され、リソース間で必要なすべての依存関係が設定されるようにしま
す。

注記 - clsetup ユーティリティーは、グローバルクラスタのノードでのみ実行できま
す。
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Oracle ASM リソースグループを登録および構成する
方法 (clsetup)

注記 - Oracle Solaris Cluster Manager ブラウザインタフェースを使用して、このタスクを
実行したり、オプションで Oracle Clusterware と Oracle ASM のリソースを構成したり
することもできます。Oracle Solaris Cluster Manager のログイン手順については、『管
理 Oracle Solaris Cluster 4.4 配置』 の 「Oracle Solaris Cluster Manager にアクセスする方
法」を参照してください。ログインしたら、「タスク」をクリックし、「Oracle Real
Application Clusters」をクリックしてウィザードを起動します。

クラスタ用に Oracle ASM リソースグループを登録および構成すると、Oracle ASM リ
ソースグループが作成されます。

この手順は、1 つのノードからのみ実行します。

注記 - 現在、clsetup ユーティリティーによる継続管理ができるのは、グローバルク
ラスタで実行されている Oracle RAC フレームワークのみです。ゾーンクラスタで構
成された Support for Oracle RAC フレームワークを継続管理するには、代わりに Oracle
Solaris Cluster の保守コマンドを使用する必要があります。

始める前に ■ Oracle ASM ディスクグループが構成されていることを確認します。詳細
は、58 ページの「Oracle ASM の使用」を参照してください。

■ Oracle ASM を実行するために作成したプロジェクトはすべて、そのアプリケー
ションを実行するユーザー用の projects ネームサービスデータベース内に存在し
ます。アプリケーション用のカスタムプロジェクトが作成されていない場合、デ
フォルトのプロジェクトが使用されます。詳細は、projects(1) のマニュアルペー
ジを参照してください。

次の情報を用意してください。

■ Oracle Grid Infrastructure ホームディレクトリの名前。
■ Oracle ASM システム識別子 (SID) のリスト。
■ 使用する Oracle ASM ディスクグループの名前。
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注記 - Oracle RAC のサポート 構成で Solaris Volume Manager ミラー化論理ボリューム
を利用する Oracle ASM を使用する必要がある場合は、次のいずれかの状況が発生す
る可能性があります。

■ パフォーマンスの低下。詳細は、My Oracle Support (https://support.oracle.
com) にある記事 603825.1 を参照してください。

■ SUNW.ScalDeviceGroup 検証の失敗。これらの障害によって、SUNW.
ScalDeviceGroup リソースに依存しているサービスの可用性が失われます。

このような問題を軽減するには、SUNW.ScalDeviceGroup リソースタイプの
IOTimeout プロパティーの設定を大きくします。

# clresource set -p IOTimeout=timeout-value-in-seconds resource-name

IOTimeout プロパティーのデフォルトは 30 秒ですが、これよりも大きく設定できま
す。少なくとも 240 秒の値から始めて、各システムに最適な設定を個別に決定しま
す。

1. いずれかのクラスタノード上で root 役割になります。

2. clsetup ユーティリティーを起動し、前提条件を確認して、Support for Oracle RAC
構成セクションにナビゲートします。

3. Support for Oracle RAC の場所を選択します。
グローバルクラスタまたはゾーンクラスタを選択します。clsetup ユーティリティー
により、構成する Support for Oracle RAC コンポーネントのリストが表示されます。

4. 自動ストレージ管理 (ASM) を構成することを選択します。
clsetup ユーティリティーは、選択するクラスタノードのリストを表示します。

5. clsetup ユーティリティーのプロンプトに従って、次の情報を指定します。

指定するデータ ガイドライン 使用する値

Oracle ASM が実行されるクラスタノード Oracle RAC フレームワークリソースグループのノードリストに表
示される順序でノードが一覧表示されていることを確認します。

ノードを選択するには、選択するノードに対応するオプションの番
号のコンマまたはスペースで区切られたリストを入力します。

 

使用する Oracle ASM インスタンスリソース 使用できる Oracle ASM インスタンスリソースがない場合は、
clsetup ユーティリティーから、リソースを作成するよう求められま
す。

 

Oracle Grid Infrastructure ホームディレクトリ フルパスを指定します。  

Oracle ASM が実行されるプロジェクト Oracle ASM が実行されるプロジェクトを作成しなかった場合は、
デフォルトのプロジェクトを選択します。
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指定するデータ ガイドライン 使用する値

Oracle ASM SID クラスタで検出された ASM システム識別子 (SID) のリストが正し
くない場合は、それらの SID を変更できます。

 

Oracle ASM ディスクグループリソース ディスクグループリソースを作成するか、既存のディスクグループ
リソースを使用するかを選択します。

 

Oracle Grid Infrastructure ホームディレクトリのファ
イルシステムマウントポイントを管理する Oracle
ASM ストレージリソース

ストレージリソースが存在しない場合は、Oracle ASM の構成が完
了したときに、clsetup ユーティリティーによって作成されます。

 

Oracle ASM ディスクグループを管理する Oracle
ASM ディスクグループリソース

ディスクグループリソースを作成するか、既存のディスクグループ
リソースを使用するかを選択します。

 

Oracle ASM ディスクグループ   

6. オブジェクト名を確認します。

a.   Oracle Solaris Cluster オブジェクトに別の名前が必要な場合は、変更する名前
を選択し、プロンプトに従って新しい名前を入力します。

b.   Oracle Solaris Cluster オブジェクト名の選択を確認するには、「d」と入力しま
す。

7. 構成を作成するには、「c」と入力します。
clsetup ユーティリティーは、構成を作成するためにこのユーティリティーがコマン
ドを実行していることを示す進行状況のメッセージを表示します。構成が完了した時
点で、clsetup ユーティリティーは、構成を作成するためにユーティリティーが実行
したコマンドを表示します。

構成プロセスが完了したら、Return キーを繰り返し押して、clsetup ユーティ
リティーを終了します。必要に応じて、ほかの必要なタスクを実行している
間、clsetup ユーティリティーを動作させたままにし、そのあとでユーティリティー
を再度使用できます。

リソースの構成

次の表に、このタスクの完了時に clsetup ユーティリティーによって作成されるデ
フォルトのリソースの構成を示します。

リソース名、リソースタイプ、およびリソースグルー
プ

依存関係 説明

リソースタイプ: SUNW.
scalable_rac_server_proxy

リソース名: rac_server_proxy-rs

リソースグループ: rac_server_proxy-rg

Oracle RAC のサポート フレームワーク
リソースに対する強い依存関係。

クラスタ Oracle ASM ディスクグループ
リソースに対するオフライン再起動依存
性。

Oracle RAC のサポート インス
タンスプロキシリソース
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Oracle ASM リソースグループを登録および構成する方法 (clsetup)

リソース名、リソースタイプ、およびリソースグルー
プ

依存関係 説明

Oracle Grid Infrastructure フレームワーク
リソースに対するオフライン再起動依存
性。

Solaris Volume Manager for Sun Cluster で
構成した場合、Oracle RAC のサポート
インスタンスプロキシリソースグルー
プから Oracle RAC のサポート フレーム
ワークリソースグループへの強い肯定的
なアフィニティー。

ハードウェア RAID で構成した場合、
Oracle RAC のサポート インスタンス
プロキシリソースグループからクラス
タ Oracle ASM ディスクグループリソー
スグループへの強い肯定的なアフィニ
ティー。

リソースタイプ: SUNW.oracle_asm_diskgroup

リソース名: asm-dg-rs

リソースグループ: asm-dg-rg

クラスタ Oracle ASM ディスクグループ
リソースグループからクラスタ Oracle
ASM インスタンスリソースグループへ
の強い肯定的なアフィニティー。

Solaris Volume Manager for Sun Cluster で
構成した場合:

■ クラスタ Oracle ASM インスタンスリ
ソースに対する強い依存性。

■ データベースファイル用のスケーラ
ブルなデバイスグループリソースに
対するオフライン再起動依存性。

ハードウェア RAID で構成した場合、ク
ラスタ Oracle ASM ディスクグループリ
ソースに対するオフライン再起動依存
性。

クラスタ Oracle ASM ディスク
グループリソース

SPARC: リソースタイプ: SUNW.
scalable_oracle_asm_instance_proxy

リソース名: asm-inst-rs

リソースグループ: asm-inst-rg

Oracle Grid Infrastructure リソースに対す
るオフライン再起動依存性。

ハードウェア RAID で構成した場合、ク
ラスタ Oracle ASM インスタンスリソー
スグループから Oracle Clusterware フレー
ムワークリソースグループへの強い肯定
的なアフィニティー。

クラスタ Oracle ASM インスタ
ンスリソース

SPARC: リソースタイプ: SUNW.sqfs

リソース名: asm-home-sqfs-rs

リソースグループ: asm-home-sqfs-rg

スケーラブルな wait_zc_boot リソース
およびスケーラブルなデバイスグルー
プリソースに対する強い依存性 (そのリ
ソースがある場合)。

ボリュームマネージャーなしで
StorageTek QFS を使用している場合、こ
のリソースはほかのどのリソースにも依
存しません。

StorageTek QFS メタデータサー
バー上の Oracle ASM ホームの
リソース。Oracle ファイルに使
用されている StorageTek QFS 共
有ファイルシステムごとに 1 つ
のリソースが作成されます。
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リソース名、リソースタイプ、およびリソースグルー
プ

依存関係 説明

リソースタイプ: SUNW.ScalMountPoint

リソース名: asm-mp-rs

リソースグループ: asm-mp-rg

StorageTek QFS メタデータサーバーのリ
ソース (存在する場合) に対する強い依存
関係。

スケーラブルなデバイスグループリソー
スに対するオフライン再起動依存性 (そ
のリソースがある場合)。

ボリュームマネージャーなしで 認定済み
NAS デバイス上のファイルシステムを使
用する場合、このリソースは他のリソー
スに依存しません。

スケーラブルなファイルシステ
ムマウントポイント上の Oracle
Grid Infrastructure ホームのリ
ソース。Oracle ファイルに使用
されている共有ファイルシステ
ムごとに 1 つのリソースが作成
されます。

リソースタイプ: SUNW.ScalDeviceGroup

リソース名: scaldg-name-rs。dg-name はリ
ソースが表すデバイスグループの名前です

リソースグループ: scaldg-rg

デバイスグループに関連付けられたボ
リュームマネージャーの複数所有者ボ
リュームマネージャーのフレームワーク
リソースグループ内のリソースに対する
強い依存関係: Solaris Volume Manager リ
ソースまたは Oracle Solaris Cluster リソー
スのどちらか。

スケーラブルなデバイスグルー
プリソース。Oracle ファイルに
使用するスケーラブルなデバイ
スグループごとに 1 つのリソー
スが作成されます。

次の手順 第4章「クラスタでの Oracle RAC のサポート の実行の有効化」に進みます。
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 4 ♦  ♦  ♦        第    4    章 

クラスタでの Oracle RAC のサポート の実行の
有効化

この章では、Oracle Solaris Cluster ノード上で Oracle RAC のサポート の実行を有効に
する方法について説明します。

■ 91 ページの「クラスタで Oracle RAC のサポート の実行を有効にするためのタ
スクの概要」

■ 92 ページの「Oracle RAC ソフトウェアのインストール」
■ 93 ページの「Oracle RAC のインストールの検証」
■ 94 ページの「Oracle ASM インスタンスおよびディスクグループの作成」
■ 94 ページの「Oracle Grid Infrastructure フレームワークリソースの作成」
■ 98 ページの「Oracle Database の作成」
■ 99 ページの「Oracle RAC のサポート データベースインスタンスのリソースの

構成」
■ 105 ページの「Oracle RAC のサポート のインストールと構成の確認」

クラスタで Oracle RAC のサポート の実行を有効にするための
タスクの概要

表13に、クラスタで Oracle RAC のサポート の実行を有効にするためのタスクの要約
を示します。

表に示されている順序で次のタスクを実行してください。

表 13 クラスタで Oracle RAC のサポート の実行を有効にするためのタスク

タスク 参照先

Oracle RAC のサポート ソフトウェアを
インストールします。

92 ページの「Oracle RAC ソフトウェアのインストール」

Oracle RAC のサポート ソフトウェアの
インストールを検証します。

93 ページの「Oracle RAC のインストールの検証」
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Oracle RAC ソフトウェアのインストール

タスク 参照先

Oracle ASM インスタンスを作成しま
す。

94 ページの「Oracle ASM インスタンスおよびディスクグ
ループの作成」

Oracle Clusterware フレームワークリソー
スを作成する

94 ページの「Oracle Grid Infrastructure フレームワークリ
ソースの作成」

Oracle データベースを作成します。 98 ページの「Oracle Database の作成」

Oracle RAC のサポート のインストール
と構成を確認します。

105 ページの「Oracle RAC のサポート のインストールと構
成の確認」

Oracle RAC ソフトウェアのインストール

このセクションには、次の情報が含まれます。

■ 92 ページの「共有ファイルシステムへのバイナリファイルと構成ファイルのイ
ンストール」

■ 93 ページの「Oracle Grid Infrastructure のネットワークデフォルト設定のオー
バーライド」

■ 93 ページの「次のステップ」

Oracle RAC の詳細なインストール手順については、Oracle RAC のドキュメントを参照
してください。

共有ファイルシステムへのバイナリファイルと構成
ファイルのインストール

Oracle Database インストールの保守を単純化するために、Oracle Database バイナリ
ファイルと構成ファイルを共有ファイルシステムにインストールできます。次の共有
ファイルシステムがサポートされています。

■ StorageTek QFS 共有ファイルシステム
■ PxFS ベースのクラスタファイルシステム
■ Oracle ACFS ファイルシステム
■ 認定済み NAS デバイス上のファイルシステム

Oracle Database バイナリファイルと Oracle 構成ファイルを共有ファイルシステム上に
インストールする場合は、Oracle Database インストールツールでこの情報が要求され
たときに、ファイルシステムへの絶対パスを指定します。ターゲットが共有ファイル
システムであるようなシンボリックリンクは使用しないでください。
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Oracle RAC のインストールの検証

Oracle Database バイナリファイルおよび構成ファイルをローカルファイルシステム上
にインストールするには、Oracle Database のドキュメントで説明されている通常の手
順に従います。

Oracle Grid Infrastructure のネットワークデフォル
ト設定のオーバーライド

デフォルトでは、Universal Installer のネットワークインタフェースパネルに、すべて
のインタフェースがプライベートとして表示されます。Oracle Solaris Cluster ソフト
ウェアで使用するために Oracle RAC をインストールしている場合は、これらのデフォ
ルト値を次のようにオーバーライドします。

■ clprivnet0 が唯一のプライベートインタフェースになるようにします。
■ パブリックネットワークインタフェースを public に設定します。
■ ほかのすべてのインタフェースが使用されないようにします。これらのインタ

フェースは、クラスタインターコネクトの基盤となるネットワークインタフェース
を表します。

次のステップ
93 ページの「Oracle RAC のインストールの検証」に進みます。

Oracle RAC のインストールの検証

Oracle RAC をインストールしたら、インストールが適切であることを確認します。
この確認作業は、Oracle データベースを作成する前に実行します。この検証では、
Oracle RAC データベースインスタンスを自動的に起動および停止できることは確認し
ません。

Oracle RAC のインストールを検証する方法

Oracle Database インストーラがクラスタを検証するために実行するテストが成功し
たことを確認します。
これらのテストの結果を確認できない場合は、Oracle Database ユーティリティー
cluvfy を実行してテストをやり直します。
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Oracle ASM インスタンスおよびディスクグループの作成

詳細は、Oracle Database のドキュメントを参照してください。

Oracle ASM インスタンスおよびディスクグループの作成

Oracle ASM のインストールは、Oracle ASM インスタンスのインストールと作成、お
よび必要な Oracle ASM ディスクグループの構成から成ります。Oracle ASM ディスク
グループは、Oracle ASM インスタンスがひとまとめに管理するデータファイルを格納
するディスクデバイスの集合です。Oracle ASM インスタンスは、ディスクグループを
マウントして、Oracle ASM ファイルをデータベースインスタンスで使用できるように
します。

Oracle ASM インスタンスとディスクグループの作成
方法

始める前に ■ Oracle Grid Infrastructure ソフトウェアがインストールされていることを確認しま
す。

■ Oracle RAC のサポート フレームワークが、Oracle ASM インスタンスが作成される
すべてのノード上で実行されていることを確認します。

■ Oracle ASM $ORACLE_HOME ディレクトリが配置されるファイルシステムがすでに
作成されていることを確認します。

1. クラスタノードで、root 役割になります。

2. Oracle ASM インスタンスをインストールおよび構成し、ディスクグループを作成し
ます。
Oracle ASM Configuration Assistant (ASMCA) を使用します。手順については、該当す
る Oracle ASM ドキュメントを参照してください。

Oracle Grid Infrastructure フレームワークリソースの作成

Oracle Grid Infrastructure フレームワークリソースとは、SUNW.crs_framework 型のリ
ソースのことです。このリソースは、Oracle Grid Infrastructure がクラスタ上に存在す
るときはいつも、Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループ内に作成
されます。このリソースによって、Oracle Solaris Cluster は、Oracle Solaris Cluster. にお
けるリソース依存関係に基づいて Oracle Grid Infrastructure の起動と停止を制御できま
す。これにより、Oracle Grid Infrastructure は、自身が依存しているリソースも使用可
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Oracle Grid Infrastructure フレームワークリソースの作成方法

能なときだけ起動され、自身が依存しているいずれかのリソースが使用可能でなくな
るとクリーンに停止されるようになります。

注記 - Oracle Solaris Cluster 構成で Oracle Grid Infrastructure フレームワークリソースが
作成されている場合は、Oracle Clusterware 自身の自動起動が無効化されます。Oracle
Grid Infrastructure フレームワークを削除しても、Oracle Grid Infrastructure. の自動起動
が自動的に再有効化されることはありません。Oracle Grid Infrastructure の自動起動を
再有効化する方法については、使用している Oracle Grid Infrastructure のリリースの
Oracle Grid Infrastructure ソフトウェアのドキュメントを参照してください。

Oracle Grid Infrastructure フレームワークリソース
の作成方法

始める前に 次の前提条件を満たしていることを確認します。

■ Oracle RAC のサポート フレームワークが作成済みで、オンラインになっているこ
と。65 ページの「Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループの登録
と構成」を参照してください。

■ Oracle Database ファイル用のストレージリソースが構成されま
す。80 ページの「Oracle Database ファイル用のストレージリソースの登録および
構成」を参照してください。

■ Oracle RAC のサポート ソフトウェアがインストールされているこ
と。92 ページの「Oracle RAC ソフトウェアのインストール」を参照してくだ
さい。

■ Oracle RAC のサポート ソフトウェアのインストールが検証されているこ
と。93 ページの「Oracle RAC のインストールの検証」を参照してください。

次の情報を用意してください。

■ Oracle Grid Infrastructure ホームディレクトリへのフルパス

1. クラスタの 1 つのノードで、root 役割になります。

2. clsetup ユーティリティーを起動します。
# clsetup

clsetup のメインメニューが表示されます。

3. 「データサービス」メニュー項目を選択します。
「データサービス」メニューが表示されます。

4. 「Oracle Real Application Clusters」メニュー項目を選択します。
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Oracle Grid Infrastructure フレームワークリソースの作成方法

clsetup ユーティリティーは、Support for Oracle RAC に関する情報を表示します。

5. Return キーを押して続行します。
clsetup ユーティリティーは、Oracle RAC のサポート の初期構成を実行するか既存の
構成を管理するかを選択するように求めます。

6. 「Support for Oracle RAC 構成の作成」メニュー項目を選択します。
clsetup ユーティリティーから、Oracle RAC のサポート クラスタの場所を選択するよ
う求められます。この場所は、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタのどちらか
にできます。

7. Oracle RAC のサポート クラスタの場所に対応するオプションの番号を入力します。

■ グローバルクラスタのオプションを選択した場合、clsetup ユーティリティー
は、構成する Oracle RAC のサポート のコンポーネントのリストを表示します。
ステップ 9 に進みます。

■ ゾーンクラスタのオプションを選択した場合、clsetup ユーティリティーは、必
要なゾーンクラスタを選択するよう求めます。
ステップ 8 に進みます。

8. 必要なゾーンクラスタに対応するオプションの番号を入力します。
clsetup ユーティリティーは、構成する Oracle RAC のサポート のコンポーネントの
リストを表示します。

9. 「Oracle Clusterware Framework リソース」メニュー項目を選択します。
clsetup ユーティリティーは、このタスクを実行するための前提条件のリストを表示
します。

10. 前提条件が満たされていることを確認します。
clsetup ユーティリティーは、クラスタ上に存在する Oracle Grid Infrastructure ホーム
ディレクトリの一覧を表示します。

11. Oracle Grid Infrastructure ソフトウェアのインストール用 Oracle Grid
Infrastructure ホームディレクトリを指定します。

■ ディレクトリが一覧表示されている場合は、選択しているディレクトリに対応す
るオプションの番号を入力します。

■ ディレクトリが一覧表示されていない場合は、Oracle Grid Infrastructure ホーム
ディレクトリへのフルパスを入力します。

12. Oracle Clusterware OCRと投票ディスクを指定します。
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Oracle Grid Infrastructure フレームワークリソースの作成方法

■ 目的の名前が一覧表示されている場合は、選択している名前に対応する番号を入
力します。
clsetup ユーティリティーは、クラスタ上に存在する Oracle Database ホームディ
レクトリの一覧を表示します。

■ 目的の名前が一覧に表示されていない場合は、その名前を明示的に入力します。

a.   「e」と入力します。
clsetup ユーティリティーから、OCR と投票ディスクのフルパスを入力する
よう求められます。

b.   ファイルシステムマウントポイントまたはディスクグループのフルパスを入
力します。
clsetup ユーティリティーは、さらに値を入力するかどうかを尋ねてきま
す。別のパス名を指定するには「yes」と入力し、これ以上追加するパス名
がない場合は「no」と入力します。

clsetup ユーティリティーは、このユーティリティーが作成する Oracle Solaris Cluster
オブジェクトの名前を表示します。

13. Oracle Solaris Cluster オブジェクトに別の名前が必要な場合は、名前を変更しま
す。

a.   変更する名前に対応するオプションの番号を入力します。
clsetup ユーティリティーは、新しい名前を指定できる画面を表示します。

b.   「新しい値」プロンプトで、新しい名前を入力します。

clsetup ユーティリティーは、このユーティリティーが作成する Oracle Solaris Cluster
オブジェクトの名前のリストに戻ります。

14. Oracle Solaris Cluster オブジェクト名の選択を確認します。
clsetup ユーティリティーは、このユーティリティーが作成する Oracle Solaris Cluster
の構成に関する情報を表示します。

15. 構成を作成するには、「c」と入力します。
clsetup ユーティリティーは、構成を作成するためにこのユーティリティーがコマン
ドを実行していることを示す進行状況のメッセージを表示します。構成が完了した時
点で、clsetup ユーティリティーは、構成を作成するためにユーティリティーが実行
したコマンドを表示します。

16. Return キーを押して続行します。
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Oracle Database の作成

clsetup ユーティリティーは、Oracle RAC のサポート を構成するためのオプションの
リストに戻ります。

17. (オプション) clsetup ユーティリティーが終了するまで繰り返し q と入力し、Return
キーを押します。

Oracle Database の作成

このタスクは、Oracle Solaris Cluster 環境で Oracle データベースを構成および作成する
ために実行します。

データベースを作成するには、次のリストにあるいずれかのコマンドを使用します。

■ Oracle dbca コマンド
■ Oracle sqlplus コマンド

注記 - ハードウェア RAID や Solaris Volume Manager for Sun Cluster のためなどに raw デ
バイスを使用するには、CREATE DATABASE 文を使用してデータベースを手動で作成し
ます。詳細については、『「Oracle Database 管理者ガイド」』のCREATE DATABASE
文を使用したデータベースの作成に関する説明、および Oracle Database SQL Language
Reference (http://docs.oracle.com/cd/E11882_01/server.112/e41084/toc.htm)
を参照してください。

Oracle データベースは、管理者管理またはポリシー管理で作成できます。

Oracle データベースの作成に関する詳細な手順については、Oracle Database のドキュ
メントを参照してください。

dbca コマンドに共有ファイルシステム上のデータファイルの場所を指定する方法は、
使用している Oracle のリリースによって異なります。

注記 - Oracle Database バージョン 12c 以降では、Oracle ACFS ファイルシステムをデー
タファイル用に使用できます。

■ 99 ページの「共有ファイルシステム上のデータファイルの場所を指定する方
法」
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共有ファイルシステム上のデータファイルの場所を指
定する方法

1. dbca がストレージオプションの入力を求めてきたら、クラスタファイルシステムを選
択します。

2. dbca が場所の入力を求めてきたら、共通の場所のためのオプションを選択します。

3. 共通の場所のためのオプションを選択したあと、共有ファイルシステム上のディレク
トリの名前を入力します。

次の手順 Oracle データベースを作成したら、99 ページの「Oracle RAC のサポート データ
ベースインスタンスのリソースの構成」に進みます。

Oracle RAC のサポート データベースインスタンスのリソース
の構成

Oracle RAC のサポート データベースインスタンスのリソースにより、データベース
インスタンスを Oracle Solaris Cluster から管理できます。これらのリソースにより、
Oracle Solaris Cluster と Oracle Grid Infrastructure の相互運用も可能になります。

このセクションでは、Oracle RAC のサポート データベースインスタンスのリソースの
構成に関する次の情報を示します。

■ 99 ページの「Oracle RAC のサポート データベースインスタンスのリソースを
登録および構成するためのツール」

■ 100 ページの「Oracle Solaris Cluster と Oracle Grid Infrastructure の相互運用の実現
方法」

Oracle RAC のサポート データベースインスタンス
のリソースを登録および構成するためのツール

Oracle Solaris Cluster には、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタで Oracle RAC
のサポート データベースインスタンスのリソースを登録および構成するための次の
ツールが用意されています。

■ clsetup ユーティリティー。詳細については、100 ページの「Oracle Solaris Cluster
と Oracle Grid Infrastructure の相互運用の実現方法」を参照してください。
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■ Oracle Solaris Cluster の保守コマンド。詳細については、240 ページの「Oracle
Solaris Cluster の保守コマンドを使用した Oracle Grid Infrastructure との相互運用の
ためのリソースの作成」を参照してください。

clsetup ユーティリティーには、Oracle RAC のサポート データベースインスタンスの
リソースを構成するためのウィザードがあります。ウィザードは、コマンドの構文エ
ラーや漏れから生じる構成エラーの可能性を低減します。また、このウィザードは、
必要なすべてのリソースが作成され、リソース間で必要なすべての依存関係が設定さ
れるようにします。

注記 - clsetup ユーティリティーは、グローバルクラスタのノードでのみ実行できま
す。

Oracle Solaris Cluster と Oracle Grid
Infrastructure の相互運用の実現方法

このタスクを実行すると、clsetup ユーティリティーによって、Oracle Grid
Infrastructure との相互運用を実現する次のリソースが作成されます。

■ Oracle RAC のサポート データベースのプロキシとして機能する Oracle Solaris
Cluster リソース

■ Oracle Grid Infrastructure フレームワークを表す Oracle Solaris Cluster リソース
■ 次に示すストレージ選択肢のいずれか 1 つ

■ スケーラブルなデバイスグループとスケーラブルなファイルシステムマウント
ポイントを表す Oracle Grid Infrastructure リソース

■ Oracle ASM ディスクグループを表す Oracle Grid Infrastructure リソース

始める前に 次の前提条件を満たしていることを確認します。

■ Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループが作成済みで、オンライ
ンになっていること。65 ページの「Oracle RAC のサポート フレームワークリソー
スグループの登録と構成」を参照してください。

■ Oracle Database ファイル用のストレージリソースが構成されま
す。80 ページの「Oracle Database ファイル用のストレージリソースの登録および
構成」を参照してください。

■ Oracle RAC のサポート ソフトウェアがインストールされているこ
と。92 ページの「Oracle RAC ソフトウェアのインストール」を参照してくだ
さい。

■ Oracle RAC のサポート ソフトウェアのインストールが検証されているこ
と。93 ページの「Oracle RAC のインストールの検証」を参照してください。
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■ Oracle データベースが作成されていること。98 ページの「Oracle Database の作
成」を参照してください。

■ Oracle データベースが実行中です。

Oracle データベースが実行中かどうかを判定するには、次のように Oracle Database
srvctl コマンドを使用します。

$ srvctl status database -d db-name

db-name には、Oracle データベースの名前を指定します。
次の情報を用意してください。

■ Oracle Grid Infrastructure ホームディレクトリへのフルパス
■ Oracle Database ホームディレクトリへのフルパス
■ 使用している Oracle ファイル用のすべての Oracle Solaris Cluster ストレージリソー

スの名前

1. クラスタの 1 つのノードで、root 役割になります。

2. clsetup ユーティリティーを起動します。
# clsetup

clsetup のメインメニューが表示されます。

3. 「データサービス」メニュー項目を選択します。
「データサービス」メニューが表示されます。

4. 「Oracle Real Application Clusters」メニュー項目を選択します。
clsetup ユーティリティーは、Oracle RAC のサポート に関する情報を表示します。

5. Return キーを押して続行します。
clsetup ユーティリティーは、Oracle RAC のサポート の初期構成を実行するか既存の
構成を管理するかを選択するように求めます。

6. 「Oracle RAC のサポート 構成の作成」メニュー項目を選択します。
clsetup ユーティリティーから、Oracle RAC のサポート クラスタの場所を選択するよ
う求められます。この場所は、グローバルクラスタまたはゾーンクラスタのどちらか
にできます。

7. Oracle RAC のサポート クラスタの場所に対応するオプションの番号を入力します。

■ グローバルクラスタのオプションを選択した場合、clsetup ユーティリティー
は、構成する Oracle RAC のサポート のコンポーネントのリストを表示しま
す。ステップ 9 に進みます。
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■ ゾーンクラスタのオプションを選択した場合、clsetup ユーティリティーは、必
要なゾーンクラスタを選択するよう求めます。ステップ 8 に進みます。

8. 必要なゾーンクラスタに対応するオプションの番号を入力します。
clsetup ユーティリティーは、構成する Oracle RAC のサポート のコンポーネントの
リストを表示します。

9. メニュー項目「Oracle Real Application Clusters データベースインスタンス用のリ
ソース」を選択します。
clsetup ユーティリティーは、クラスタで構成されている Oracle RAC のサポート
データベースの名前のリストを表示します。

10. 構成している Oracle RAC のサポート データベースの名前を指定します。

■ 名前が一覧表示されている場合は、選択している名前に対応する番号を入力しま
す。
clsetup ユーティリティーは、クラスタ上に存在する Oracle Database ホームディ
レクトリの一覧を表示します。

■ 名前が一覧に表示されていない場合は、名前を明示的に指定します。

a.   「e」と入力します。
clsetup ユーティリティーから、構成している Oracle RAC のサポート デー
タベースの名前を入力するよう求められます。

b.   構成している Oracle RAC のサポート データベースの名前を入力します。
clsetup ユーティリティーによって、クラスタ上に存在する Oracle ホーム
ディレクトリの一覧が表示されます。

11. Oracle RAC のサポート ソフトウェアのインストール用 Oracle Database ホームディ
レクトリを指定します。

■ ディレクトリが一覧表示されている場合は、選択しているディレクトリに対応す
る番号を入力します。
clsetup ユーティリティーにより、クラスタに構成されている Oracle Database シ
ステム識別子のリストが表示されます。このユーティリティーからはまた、リス
ト内のノードのうち Oracle RAC のサポート を実行する最初のノードのシステム
識別子も指定するよう求められます。

■ ディレクトリが一覧に表示されていない場合は、ディレクトリを直接指定しま
す。
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a.   「e」と入力します。
clsetup ユーティリティーから、Oracle Database ホームディレクトリを入力
するよう求められます。

b.   Oracle Database ホームディレクトリへのフルパスを入力します。
clsetup ユーティリティーによって、クラスタ上に構成されている Oracle シ
ステム識別子の一覧が表示されます。このユーティリティーからはまた、リ
スト内のノードのうち Oracle RAC のサポート を実行する最初のノードのシ
ステム識別子も指定するよう求められます。

12. 使用しているストレージリソースに対応する番号のコンマまたはスペースで区切られ
たリストを入力します。

■ 「Oracle ASM」を選択すると、clsetup ユーティリティーによって、Oracle
ASM ディスクグループリソースの名前が表示されます。

■ 「その他」を選択すると、clsetup ユーティリティーによって、使用可能なス
ケーラブルなデバイスグループおよびスケーラブルなマウントポイントリソース
が表示されます。

13. 使用するストレージリソースのオプション番号を入力します。
clsetup ユーティリティーは、このユーティリティーが作成する Oracle Solaris Cluster
オブジェクトの名前を表示します。

14. Oracle Solaris Cluster オブジェクトに別の名前が必要な場合は、名前を変更しま
す。

a.   変更する名前に対応するオプションの番号を入力します。
clsetup ユーティリティーは、新しい名前を指定できる画面を表示します。

b.   「新しい値」プロンプトで、新しい名前を入力します。

clsetup ユーティリティーは、このユーティリティーが作成する Oracle Solaris Cluster
オブジェクトの名前のリストに戻ります。

15. Oracle Solaris Cluster オブジェクト名の選択を確認します。
clsetup ユーティリティーは、このユーティリティーが作成する Oracle Solaris Cluster
の構成に関する情報を表示します。

16. 構成を作成するには、「c」と入力します。
clsetup ユーティリティーは、構成を作成するためにこのユーティリティーがコマン
ドを実行していることを示す進行状況のメッセージを表示します。構成が完了した時
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点で、clsetup ユーティリティーは、構成を作成するためにユーティリティーが実行
したコマンドを表示します。

17. Return キーを押して続行します。
clsetup ユーティリティーは、Oracle RAC のサポート を構成するためのオプションの
リストに戻ります。

18. (オプション) clsetup ユーティリティーが終了するまで繰り返し q と入力し、Return
キーを押します。

リソースの構成

次の表に、タスク完了時に clsetup ユーティリティーによって作成される Oracle
Solaris Cluster リソースのデフォルトの構成の一覧を示します。

リソースタイプ、リソース名、およびリソース
グループ

依存関係 説明

リソースタイプ: SUNW.crs_framework

リソース名: crs_framework-rs

リソースグループ: rac-framework-rg

Oracle RAC のサポート フレームワークリソー
スに対する強い依存関係。

Oracle ファイル用のすべてのスケーラブルなデ
バイスグループリソースに対するオフライン再
起動依存関係。

ボリュームマネージャーなしで共有ファイル
システムを使用している場合、このリソースに
は、Oracle ファイルのすべてのスケーラブルな
ファイルシステムマウントポイントリソースに
対するオフライン再起動依存関係があります。

共有ファイルシステムまたはボリュームマネー
ジャーを使用していない場合、このリソースに
は、ほかのどのリソースに対するオフライン再
起動依存関係もありません。

Oracle Grid Infrastructure フレー
ムワークリソース。

リソースタイプ: SUNW.
scalable_rac_server_proxy

リソース名: rac_server_proxy-rs

リソースグループ: rac_server_proxy-rg

Oracle RAC のサポート フレームワークリソー
スに対する強い依存関係。

Oracle Grid Infrastructure フレームワークリソー
スに対するオフライン再起動依存性。

Oracle RAC のサポート データ
ベースサーバーのプロキシリ
ソース。

注記 - ゾーンクラスタ用のリソースの構成の詳細については、付録A このデータサー
ビスの構成例の図を参照してください。

また、clsetup ユーティリティーは、各種 Oracle コンポーネントが依存するスケーラ
ブルなデバイスグループおよびスケーラブルなファイルシステムマウントポイントに
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ついて、Oracle Solaris Cluster リソースごとに Oracle Grid Infrastructure リソースを作成
します。

clsetup ユーティリティーが作成する各 Oracle Grid Infrastructure リソースの名前は次
のとおりです。

sun.node.sc-rs

この名前の各部分の意味は次のとおりです。

■ node は、Oracle Grid Infrastructure リソースが実行されるノードの名前を指定しま
す。

■ sc-rs は、Oracle Grid Infrastructure リソースが表す Oracle Solaris Cluster リソースの
名前を指定します。このリソースは、80 ページの「Oracle Database ファイル用の
ストレージリソースの登録および構成」で説明したタスクを実行すると作成されま
す。

node 上のデータベースインスタンスの Oracle Grid Infrastructure リソースは、clsetup
ユーティリティーがそのノード用に作成する Oracle Grid Infrastructure リソースに依
存します。データベースインスタンスの Oracle Grid Infrastructure リソースは、Oracle
RAC のサポート のインストールおよび構成中に作成されます。

ノード上に存在するデータベースインスタンスの Oracle Grid Infrastructure リソースの
名前は次のとおりです。

ora.dbname.db

dbname 部分は、Oracle Grid Infrastructure リソースが表すデータベースインスタンスの
データベース名です。

次の手順 105 ページの「Oracle RAC のサポート のインストールと構成の確認」に進みます。

Oracle RAC のサポート のインストールと構成の確認

Oracle RAC のサポート をインストール、登録、および構成したら、インストールと
構成を確認します。Oracle RAC のサポート のインストールと構成の検証によって、
Oracle RAC のサポート のリソースおよびリソースグループが期待どおりに動作するか
どうかが判定されます。

リソース間のオフライン再起動依存関係によって、独立したリソースをオフラ
インにしようとすると、依存しているリソースが確実に最初にオフラインにさ
れるようになります。依存しているリソースは、独立したリソースが再起動さ
れるまで、オフラインのままになります。このセクションの手順では、こうし
た依存関係が正しく設定されていることを確認する方法を説明します。オフラ
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イン再起動依存関係の詳細については、r_properties(7) のマニュアルページの
resource_dependencies_offline_restart リソースプロパティーの説明を参照して
ください。
Oracle RAC のサポート のインストールと構成を確認するには、次のタスクを伴いま
す。

1. Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループの構成を検証したあと、
使用されている場合は、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリ
ソースグループの構成を検証します。106 ページの「Oracle RAC のサポート フ
レームワークリソースグループの構成を検証する方法」および107 ページの「複
数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループの構成の確
認方法」を参照してください。

2. Oracle Database ファイルのストレージリソースの構成を確認しま
す。108 ページの「Oracle Database ファイルのストレージリソースの構成を確認
する方法」を参照してください。

3. Oracle RAC のサポート データベースインスタンスのリソースの構成を検証しま
す。110 ページの「Oracle RAC のサポート データベースインスタンスのリソー
スの構成を検証する方法」を参照してください。

4. クラスタのシャットダウンとブートが正しく動作していることを確認しま
す。112 ページの「クラスタの停止およびブートのための適切な動作の確認方
法」を参照してください。

Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグ
ループの構成を検証する方法

Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループは、65 ページの「Oracle
RAC のサポート フレームワークリソースグループの登録と構成」のタスクを実行し
たときに作成されます。

1. クラスタノードで root 役割になるか、RBAC 承認 solaris.cluster.read および
solaris.cluster.admin を提供する役割になります。

2. Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループが正しく構成されているこ
とを確認します。
# clresourcegroup show rac-fmk-rg

rac-fmk-rg

Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループの名前を指定します。

3. Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループがまだオンラインになって
いない場合は、Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループをオンライ
ンにします。
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# clresourcegroup online -eM rac-fmwk-rg

rac-fmk-rg

Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループの名前を指定します。

4. Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループがオンラインになっている
ことを確認します。

# clresourcegroup status

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワーク
リソースグループの構成の確認方法

Oracle RAC 構成で使用するボリュームマネージャーリソースを含む複数所有者ボ
リュームマネージャーのフレームワークリソースグループを使用する場合は、この手
順を実行します。

1. クラスタノードで root 役割になるか、RBAC 承認 solaris.cluster.read および
solaris.cluster.admin を提供する役割になります。

2. 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループが正しく構成
されていることを確認します。

# clresourcegroup show vucmm-fmk-rg

vucmm-fmk-rg

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループの名前を
指定します。

3. 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループがまだオンラ
インでない場合は、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループをオンラインにします。

# clresourcegroup online -eM vucmm-fmwk-rg

vucmm-fmk-rg

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループの名前を
指定します。

4. Oracle RAC リソースグループがオンラインであることを確認します。

# clresourcegroup status
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Oracle Database ファイルのストレージリソースの構成を確認する方法

Oracle Database ファイルのストレージリソースの
構成を確認する方法

このタスクは、ストレージ管理スキームの構成で Oracle Database ファイル用のスト
レージリソースが必要な場合にのみ実行します。

1. クラスタノードで、root 役割になります。

2. Oracle Database ファイル用ストレージリソースを含むすべてのリソースグループが
正しく構成されていることを確認します。
# clresourcegroup show rac-storage-rg-list

rac-storage-rg-list

Oracle Database ファイル用ストレージリソースを含むリソースグループのリスト
をコンマ区切りで指定します。

3. Oracle RAC データベースリソースが依存するリソースを含むリソースグループをオ
フラインにします。
# clresourcegroup offline rac-storage-rg

rac-storage-rg

RAC データベースリソースが依存するリソースを含むリソースグループの名前を
指定します。オフラインにするリソースグループは、Oracle Database ファイル用
に選択したストレージ管理スキームによって異なります。
■ Oracle Database ファイル用に共有ファイルシステムを使用している場合は、ス

ケーラブルなファイルシステムのマウントポイントリソースを含むリソースグ
ループをオフラインにします。

■ Oracle Database ファイル用にファイルシステムなしでボリュームマネージャー
を使用している場合は、スケーラブルデバイスグループリソースを含むリソー
スグループをオフラインにします。

このステップが完了するには数分間かかる場合があります。

4. Oracle RAC のサポート のリソースグループが次のように動作することを確認しま
す。

■ ステップ 3 でオフラインにしたリソースグループのステータスがオフラインです。
■ Oracle RAC のサポート データベースリソースグループのステータスはオフライン

です。
■ Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループのステータスは、保留中

オンラインブロックです。

# clresourcegroup status
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5. Oracle Grid Infrastructure リソースがオフラインであることを確認します。
Oracle Grid Infrastructure リソースがオフラインであることを確認するには、システム
メッセージファイルを調べて、Oracle Grid Infrastructure リソースが停止されているこ
とを示すメッセージを見つけます。

6. ステップ 3 でオフラインにしたリソースグループをオンラインにします。

# clresourcegroup online -eM rac-storage-rg

rac-storage-rg

ステップ 3 でオフラインにしたリソースグループの名前を指定します。

このステップが完了するには数分間かかる場合があります。

7. 各ノードで、Oracle Grid Infrastructure. を再起動します。

# Grid_home/bin/crsctl start crs
Startup will be queued to init within 30 seconds.

Grid_home

Oracle Grid Infrastructure ホームディレクトリを指定します。このディレクトリに
は、Oracle Grid Infrastructure バイナリファイルと Oracle Grid Infrastructure 構成ファ
イルが含まれています。

このステップが完了するには数分間かかる場合があります。

8. 各ノードで、Oracle Grid Infrastructure リソースがオンラインであることを確認しま
す。
この目的には、Oracle コマンド crstat を使用します。

# Grid_home/bin/crsctl stat res -t

注記 - すべてのノードで Oracle Grid Infrastructure を起動するには、数分間かかる場合
があります。Oracle Grid Infrastructure リソースがすべてのノードでオンラインになる
前にこのステップを実行した場合、一部のノードでステータスがオフラインになるこ
とがあります。その場合は、Oracle Grid Infrastructure のステータスがすべてのノード
でオンラインになるまで、このステップを繰り返します。

9. Oracle RAC のサポート のすべてのリソースグループがオンラインであることを確認
します。

# clresourcegroup status
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Oracle RAC のサポート データベースインスタンスのリソースの構成を検証する方法

注記 - Oracle RAC データベースリソースが依存するリソースを含むリソースグループ
をオンラインにすると、Oracle RAC データベースリソースグループもオンラインにな
ります。Oracle RAC データベースリソースグループがすべてのノードでオンラインに
なる前にこの段階を実行した場合、一部のノードでステータスがオンライン障害にな
ることがあります。その場合は、Oracle RAC データベースリソースグループのステー
タスがすべてのノードでオンラインになるまで、この段階を繰り返します。

Oracle RAC のサポート データベースインスタンス
のリソースの構成を検証する方法

Oracle RAC のサポート データベースインスタンスのリソースは、次のいずれかのセク
ションのタスクを実行したときに作成されます。

■ 100 ページの「Oracle Solaris Cluster と Oracle Grid Infrastructure の相互運用の実現
方法」

■ 240 ページの「Oracle Solaris Cluster の保守コマンドを使用した Oracle Grid
Infrastructure との相互運用のためのリソースの作成」

1. クラスタノードで、root 役割になります。

2. データベースリソースグループが正しく構成されていることを確認します。
# clresourcegroup show rac-db-rg

rac-db-rg

データベースリソースグループの名前を指定します。

3. 必要に応じて、Oracle Solaris Cluster ストレージリソースを表す Oracle Grid
Infrastructure リソースが正しく構成されていることを確認します。
# Grid_home/bin/crsctl stat res -t

Grid_home

Oracle Grid Infrastructure ホームディレクトリを指定します。このディレクトリに
は、Oracle Grid Infrastructure バイナリファイルと Oracle Grid Infrastructure 構成ファ
イルが含まれています。

4. Oracle Grid Infrastructure フレームワークリソースを無効にします。
# clresource disable -t SUNW.crs_framework +

このステップが完了するには数分間かかる場合があります。
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Oracle RAC のサポート データベースインスタンスのリソースの構成を検証する方法

5. Oracle Grid Infrastructure リソースがオフラインであることを確認します。

a.   Oracle Grid Infrastructure リソースのステータスを取得します。
この目的には、Oracle コマンド crstat を使用します。

# Grid_home/bin/crsctl stat res -t
CRS-0184: Cannot communicate with the CRS daemon.

Grid_home

Oracle Grid Infrastructure ホームディレクトリを指定します。このディレクトリ
には、Oracle Grid Infrastructure バイナリファイルと Oracle Grid Infrastructure 構
成ファイルが含まれています。

b.   システムメッセージファイルを調べて、Oracle Grid Infrastructure リソースが停
止されたことを示すメッセージを見つけます。

6. 次のリソースがすべてのノードでオフラインであることを確認します。

■ Oracle Grid Infrastructure フレームワークリソース
■ Oracle RAC データベースリソース

# clresource status -t SUNW.crs_framework,SUNW.scalable_rac_server_proxy +

7. 各ノードで、Oracle Grid Infrastructure. を再起動します。

# Grid_home/bin/crsctl start crs
Startup will be queued to init within 30 seconds.

Grid_home

Oracle Grid Infrastructure ホームディレクトリを指定します。このディレクトリに
は、Oracle Grid Infrastructure バイナリファイルと Oracle Grid Infrastructure 構成ファ
イルが含まれています。

このステップが完了するには数分間かかる場合があります。

8. 各ノードで、Oracle Grid Infrastructure リソースがオンラインであることを確認しま
す。
この目的には、Oracle コマンド crstat を使用します。

# Grid_home/bin/crsctl stat res -t

注記 - すべてのノードで Oracle Grid Infrastructure を起動するには、数分間かかる場合
があります。Oracle Grid Infrastructure リソースがすべてのノードでオンラインになる
前にこのステップを実行した場合、一部のノードでステータスがオフラインになるこ
とがあります。その場合は、Oracle Grid Infrastructure のステータスがすべてのノード
でオンラインになるまで、このステップを繰り返します。
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クラスタの停止およびブートのための適切な動作の確認方法

9. Oracle Grid Infrastructure フレームワークリソースを有効にします。

# clresource enable -t SUNW.crs_framework +

このステップが完了するには数分間かかる場合があります。

10. 次のリソースがすべてのノードでオンラインであることを確認します。

■ Oracle Grid Infrastructure フレームワークリソース
■ Oracle RAC データベースリソース

# clresource status -t SUNW.crs_framework,SUNW.scalable_rac_server_proxy +

注記 - Oracle Grid Infrastructure フレームワークリソースを有効にすると、Oracle RAC
データベースリソースも有効になります。Oracle RAC データベースリソースがすべて
のノードで有効になる前にこの段階を実行した場合、一部のノードでステータスがオ
フラインになることがあります。その場合は、Oracle RAC データベースリソースのス
テータスがすべてのノードでオンラインになるまで、この段階を繰り返します。

クラスタの停止およびブートのための適切な動作の確
認方法

Oracle RAC のサポート の構成が適切である場合は、Oracle Solaris Cluster により、ク
ラスタを停止およびブートしたときに Oracle RAC のサポート が適切に停止および起
動されることが保証されます。

注意 - このタスクには、ダウンタイムが必要です。他のデータサービスが実行されて
いる運用クラスタ上で Oracle RAC のサポート のインストールと構成を確認する場合
は、このタスクを省略します。

1. クラスタを停止します。
このタスクの実行手順については、『管理 Oracle Solaris Cluster 4.4 配置』 の 「クラス
タを停止する方法」を参照してください。

2. クラスタが正しくシャットダウンすることを確認します。

3. クラスタをブートします。
このタスクの実行手順については、『管理 Oracle Solaris Cluster 4.4 配置』 の 「クラス
タをブートする方法」を参照してください。

4. クラスタが正しく起動することを確認します。

112 Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clusters ガイド • 2018 年 8 月

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E75635-01&id=CLADMcegddgfg
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E75635-01&id=CLADMcegddgfg
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E75635-01&id=CLADMceghiiae
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E75635-01&id=CLADMceghiiae


クラスタの停止およびブートのための適切な動作の確認方法

5. すべての Oracle RAC のサポート リソースグループとそれらのリソースがオンライン
であることを確認します。
# clresourcegroup status

注記 - すべての Oracle RAC のサポート リソースグループをオンラインにするには、完
了するまでに数分かかることがあります。リソースグループがすべてのノードで有効
になる前にこのステップを実行した場合、一部のノードでステータスがオフラインに
なることがあります。その場合は、すべての Oracle RAC リソースグループのステータ
スがすべてのノードでオンラインになるまで、この段階を繰り返します。
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 5 ♦  ♦  ♦        第    5    章 

Oracle RAC のサポート の管理

この章では、Oracle Solaris Cluster ノード上の Oracle RAC のサポート を管理する方法
を説明します。

■ 115 ページの「Oracle RAC のサポート の管理タスクの概要」
■ 116 ページの「Oracle Solaris Cluster オブジェクトの自動的に生成された名前」
■ 116 ページの「Oracle Solaris Cluster ソフトウェアからの Oracle RAC のサポート

データベースの管理」
■ 117 ページの「Oracle RAC のサポート データベースインスタンスの Oracle

Solaris Cluster リソースの状態を変更したときの影響」
■ 119 ページの「Oracle RAC のサポート の調整」
■ 121 ページの「Oracle RAC のサポート 障害モニターの調整」

Oracle RAC のサポート の管理タスクの概要

表14に、Oracle RAC のサポート の管理タスクの要約を示します。

必要に応じてこれらのタスクを実行してください。

表 14 Oracle RAC のサポート の管理タスク

タスク 参照先

Oracle Solaris Cluster からの Oracle RAC
のサポート データベースの管理。

116 ページの「Oracle Solaris Cluster ソフトウェアからの
Oracle RAC のサポート データベースの管理」

Oracle RAC のサポート 拡張プロパ
ティーの調整。

119 ページの「Oracle RAC のサポート の調整」

Oracle RAC のサポート 障害モニターの
調整。

121 ページの「Oracle RAC のサポート 障害モニターの調
整」

Oracle RAC のサポート のトラブル
シューティング。

第6章「Oracle RAC のサポート のトラブルシューティング」
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Oracle Solaris Cluster オブジェクトの自動的に生成された名前

Oracle Solaris Cluster オブジェクトの自動的に生成された名
前

clsetup ユーティリティーを使用してリソースを作成した場合、このツールによっ
て、リソースに事前設定名が割り当てられます。clsetup ユーティリティーを使用し
て作成されたリソースを管理している場合、これらの名前については、次の表を参照
してください。

リソースタイプ リソース名

SUNW.rac_framework rac-framework-rs

SUNW.scalable_rac_server_proxy rac_server_proxy-rs

SUNW.crs_framework crs_framework-rs

SUNW.ScalDeviceGroup scaldg-name-rs。dg-name は、リソースが表すデ
バイスグループの名前

SUNW.ScalMountPoint scal-mp-dir-rs。mp-dir は、ファイルシステムの
マウントポイント (/ は – で置き換えてあります)

asm-mp-rs

SUNW.qfs qfs-mp-dir-rs。mp-dir は、ファイルシステムのマ
ウントポイント (/ は – で置き換えてあります)

asm-home-sqfs-rs

SUNW.scalable_rac_server_proxy rac_server_proxy_rs

SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy asm-dg-rs

SUNW.scalable_oracle_asm_instance_proxy asm-inst-rs

SUNW.LogicalHostname lh-name。lh-name はリソースの作成時に指定した論
理ホスト名

Oracle Solaris Cluster ソフトウェアからの Oracle RAC のサ
ポート データベースの管理

Oracle Solaris Cluster ソフトウェアから Oracle RAC のサポート データベースを管理す
るには、Oracle Solaris Cluster 管理ツールを使用して、Oracle RAC のサポート データ
ベースインスタンスの Oracle Solaris Cluster リソースの状態を変更する必要がありま
す。これらのリソースを作成する方法については、99 ページの「Oracle RAC のサポー
ト データベースインスタンスのリソースの構成」を参照してください。

Oracle Solaris Cluster の構成では、Oracle Database ソフトウェアのコマンド行インタ
フェース (CLI) を使用して Oracle Grid Infrastructure を管理する場合、または Oracle
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Database srvctl コマンドを使用して Oracle データベースとそのサービスを管理する
場合に、一般的な制約はありませんが、1 つだけ例外があります。その例外とは、
Oracle Solaris Cluster を構成する際には、autostart を無効にしておく必要があると
いう点です。この点を除けば、Oracle Solaris Cluster を含まない構成を行うときと同
じようにして、Oracle Database ソフトウェアコマンドを使用できます。Oracle Solaris
Cluster ソフトウェアは、Oracle Database CLI によって行われた変更を検出し、適切に
対応します。

グローバルクラスタやゾーンクラスタなどの各クラスタは、リソースグループ用とリ
ソース用に別々の名前空間を用意しています。したがって、これら別々の名前空間内
で名前の衝突が起こることはありません。各クラスタは、ほかのクラスタとは無関係
にリソースタイプを独立に登録できます。

グローバルクラスタに属するリソースグループおよびリソースの管理は、グローバル
クラスタノードからのみ行えます。特定のゾーンクラスタに属するリソースグルー
プおよびリソースの管理は、そのゾーンクラスタから行えます。グローバルクラスタ
ノードでは、-Z オプションを使用してゾーンクラスタを指定することにより、その
ゾーンクラスタ内のリソースグループおよびリソースを管理することもできます。ク
ラスタ間のリソースの依存関係またはアフィニティーの設定は、グローバルクラスタ
ノードからのみ行えます。次の各セクションの例では、通常、リソースグループまた
はリソースが存在するクラスタ内でコマンドが発行された場合について説明していま
す。

Oracle Solaris Cluster リソースの状態の変更が Oracle Database コンポーネントに与える
影響については、117 ページの「Oracle RAC のサポート データベースインスタンス
の Oracle Solaris Cluster リソースの状態を変更したときの影響」を参照してください。

Oracle RAC のサポート データベースインスタンスの Oracle
Solaris Cluster リソースの状態を変更したときの影響

Oracle Grid Infrastructure は、Oracle Grid Infrastructure 内に構成されている Oracle
Database インスタンス、リスナー、およびその他のコンポーネントの起動と停止
を管理します。Oracle Grid Infrastructure は必須コンポーネントです。Oracle Grid
Infrastructure は Oracle Grid Infrastructure で起動されたコンポーネントもモニターし、
障害が検出された場合は、障害を回復するアクションを実行します。

Oracle Grid Infrastructure は、Oracle データベースコンポーネントの起動と停止を管理
するため、これらのコンポーネントの起動と停止を RGM Oracle Solaris Cluster の制御
下で排他的に行うことはできません。代わりに、Oracle Grid Infrastructure と RGM は、
Oracle RAC のサポート データベースインスタンスが Oracle Grid Infrastructure によっ
て起動および停止された場合に、データベースインスタンスの状態が Oracle Solaris
Cluster リソースに伝播されるように相互運用されます。
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次の表に、Oracle Solaris Cluster リソースと Oracle Grid Infrastructure リソース間で発生
する状態の変更を説明します。

表 15 Oracle Solaris Cluster リソースと Oracle Grid Infrastructure リソース間での状態の変
更の伝搬

トリガー 初期状態: Oracle
Solaris Cluster リ
ソース

初期状態: Oracle
Grid Infrastructure
リソース

結果の状態: Oracle
Solaris Cluster リ
ソース

結果の状態: Oracle
Grid Infrastructure
リソース

リソースをオフラ
イン化する Oracle
Solaris Cluster コマ
ンド

有効かつオンライ
ン

有効かつオンライ
ン

有効かつオフライ
ン

有効かつオフライ
ン

リソースを停止
する Oracle Grid
Infrastructure コマ
ンド

有効かつオンライ
ン

有効かつオンライ
ン

有効かつオフライ
ン

有効かつオフライ
ン

リソースをオンラ
イン化する Oracle
Solaris Cluster コマ
ンド

有効かつオフライ
ン

有効かつオフライ
ン

有効かつオンライ
ン

有効かつオンライ
ン

リソースを起動
する Oracle Grid
Infrastructure コマ
ンド

有効かつオフライ
ン

有効かつオフライ
ン

有効かつオンライ
ン

有効かつオンライ
ン

リソースを無効化
する Oracle Solaris
Cluster コマンド

有効かつオンライ
ン

有効かつオンライ
ン

無効かつオフライ
ン

無効かつオフライ
ン

リソースを無効
化する Oracle Grid
Infrastructure コマ
ンド

有効かつオンライ
ン

有効かつオンライ
ン

有効かつオンライ
ン

無効かつオンライ
ン

データベースを
停止するための
Oracle SQLPLUS コ
マンド

有効かつオンライ
ン

有効かつオンライ
ン

有効かつオフライ
ン

有効かつオフライ
ン

リソースを有効化
する Oracle Solaris
Cluster コマンド

無効かつオフライ
ン

無効かつオフライ
ン

有効かつオンライ
ンまたはオフライ
ン

有効かつオンライ
ンまたはオフライ
ン

リソースを有効
化する Oracle Grid
Infrastructure コマ
ンド

無効かつオフライ
ン

無効かつオフライ
ン

無効かつオフライ
ン

有効かつオフライ
ン

Oracle Solaris Cluster リソースと Oracle Grid Infrastructure リソースの状態名は同じで
す。ただし、Oracle Solaris Cluster リソースと Oracle Grid Infrastructure リソースでは、
各状態名の意味が異なります。詳細については、次の表を参照してください。
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表 16 Oracle Solaris Cluster リソースと Oracle Grid Infrastructure リソースの状態の比較

状態 Oracle Solaris Cluster リソースの意味 Oracle Grid Infrastructure リソースの意味

有効 リソースは、自動起動、フェイルオー
バー、または再起動時に、Oracle Solaris
Cluster RGM から利用できます。有効化さ
れているリソースは、オンラインまたは
オフラインのどちらの状態にもなること
ができます。

リソースは Oracle Grid Infrastructure の制
御下で、自動起動、フェイルオーバー、
再起動時に利用可能です。有効化されて
いるリソースは、オンラインまたはオフ
ラインのどちらの状態にもなることがで
きます。

無効 リソースは、自動起動、フェイルオー
バー、または再起動時に、Oracle Solaris
Cluster RGM から利用できません。無効化
されているリソースは、同時にオフライ
ンになります。

リソースは Oracle Grid Infrastructure の制
御下で、自動起動、フェイルオーバー、
再起動時に利用できません。無効化され
ているリソースは、オンラインまたはオ
フラインのどちらの状態にもなることが
できます。

オンライン リソースは実行中であり、サービスを提
供しています。

リソースは実行中であり、サービスを提
供しています。オンライン化されている
リソースは、同時に有効になっていなけ
ればなりません。

オフライン リソースは停止中であり、サービスを提
供していません。

リソースは停止中であり、サービスを提
供していません。オフライン化されてい
るリソースは、有効または無効のどちら
の状態にもなることができます。

Oracle Solaris Cluster リソースの状態の詳細については、『Concepts for Oracle Solaris
Cluster 4.4』 の 「Resource and Resource Group States and Settings」を参照してくださ
い。

Oracle Grid Infrastructure リソースの状態の詳細については、Oracle Grid Infrastructure の
ドキュメントを参照してください。

Oracle RAC のサポート の調整

Oracle RAC のサポート データサービスを調整するには、このデータサービスのリ
ソースの拡張プロパティーを変更します。これらの拡張プロパティーの詳細につい
ては、付録C Oracle RAC のサポート 拡張プロパティーを参照してください。通常
は、clresource コマンドの -p プロパティー=値 オプションを使用して、Oracle RAC
のサポート リソースの拡張プロパティーを設定します。『规划和管理 Oracle Solaris
Cluster 4.4 数据服务』 の 第 2 章, 「データサービスリソースの管理」に記載された手
順に従って、あとでリソースを構成することもできます。

このセクションでは、Oracle RAC のサポート データサービスの調整に関する次の情報
について説明します。

■ 120 ページの「タイムアウト設定のガイドライン」
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Oracle RAC のサポート の調整

■ 120 ページの「予約ステップのタイムアウト」
■ 121 ページの「Oracle Clusterware フレームワークリソースのメソッドのタイムア

ウト」

タイムアウト設定のガイドライン

Oracle RAC のサポート の多くの拡張プロパティーでは、再構成処理の手順にタイムア
ウトが指定されています。これらのタイムアウトの最適値の大半は、クラスタの構成
とは無関係です。したがって、タイムアウトをデフォルト値からの変更する必要はあ
りません。

再構成プロセス中にタイムアウトが発生する場合は、対応するタイムアウトプロパ
ティーの値をクラスタ構成に合わせて増やします。

予約ステップのタイムアウト

予約コマンドを実行するために必要な時間は次の要因に影響されます。

■ クラスタ内の共有物理ディスクの数
■ クラスタ上の負荷

クラスタ内の共有物理ディスクの数が多い場合、またはクラスタの負荷が大きい場
合、Oracle RAC のサポート の再構成がタイムアウトする可能性があります。このよう
なタイムアウトが発生する場合は、予約ステップのタイムアウト値を増やしてくださ
い。

予約ステップのタイムアウトを増やすには、SUNW.rac_framework リソー
スの Reservation_timeout 拡張プロパティーを増やします。詳細について
は、204 ページの「SUNW.rac_framework 拡張プロパティー」を参照してくださ
い。

例   4 予約ステップのタイムアウトの設定

# clresource set -p Reservation_timeout=350 rac-framework-rs

この例では、Oracle RAC のサポート の再構成の予約ステップのタイムアウト値を 350
秒に設定します。この例では、Oracle RAC のサポート フレームワークコンポーネント
が、rac-framework-rs という名前の SUNW.rac_framework リソースタイプのインス
タンスで表されるものと想定しています。
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Oracle Clusterware フレームワークリソースのメ
ソッドのタイムアウト

Oracle Clusterware フレームワークリソース SUNW.crs_framework の起動や停止のタイ
ミングは、次のようないくつかの要因に依存します。

■ 共有されている物理デバイスの数
■ Oracle ASM ストレージの構成
■ Oracle Clusterware リソースの数
■ 管理データベースの使用やその構成

Oracle Clusterware フレームワークリソースの起動または停止メソッドの実行時間がタ
イムアウト値に近づいていることが確認された場合や、実際のタイムアウトが発生す
る場合は、そのメソッドのタイムアウトを増やします。

例   5 Oracle Clusterware フレームワークリソースの起動のタイムアウトの設定

# clresource set -p Start_timeout=600 crs-framework-rs

この例では、crs-framework-rs リソースの起動メソッドのタイムアウトを 600 秒に
設定します。

停止メソッドのタイムアウトが発生する場合は、新しいタイムアウト値でリソースを
起動する前に、まず STOP_FAILED 状態をクリアする必要があります。この状態をクリ
アする手順については、clresource(8CL) のマニュアルページを参照してください。

起動メソッドのタイムアウトが発生する場合は、まずそのリソースをオフラインにし
てこの状態をクリアしてから、新しいタイムアウト値でリソースを起動します。

Oracle RAC のサポート 障害モニターの調整

Oracle RAC のサポート データサービスの障害モニタリングは、次のリソースの障害モ
ニターによって行われます。

■ スケーラブルなデバイスグループリソース
■ スケーラブルなファイルシステムのマウントポイントリソース

それぞれの障害モニターは、次の表に示すリソースタイプを持つリソースに含まれて
います。
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Oracle RAC のサポート 障害モニターの調整

表 17 Oracle RAC のサポート 障害モニターのリソースタイプ

障害モニター リソースタイプ

スケーラブルなデバイスグループ SUNW.ScalDeviceGroup

スケーラブルなファイルシステムマウント
ポイント

SUNW.ScalMountPoint

これらのリソースの標準プロパティーおよび拡張プロパティーが、障害モニターの動
作を制御します。これらのプロパティーのデフォルト値が、事前設定された障害モニ
ターの動作を決定します。事前設定された動作は、ほとんどの Oracle Solaris Cluster の
インストールに適しているはずです。したがって、Oracle RAC のサポート 障害モニ
ターの調整は、事前に設定されたこの動作を変更する必要がある場合のみにとどめる
べきです。

Oracle RAC のサポート 障害モニターを調整するには、次のタスクを実行します。

■ 障害モニターの検証間隔を設定する
■ 障害モニターの検証タイムアウトを設定する
■ 継続的な障害とみなす基準を定義する
■ リソースのフェイルオーバー動作を指定する

詳細は、『规划和管理 Oracle Solaris Cluster 4.4 数据服务』 の 「Oracle Solaris Cluster
データサービスの障害モニターの調整」を参照してください。これらのタスクが必要
な Oracle RAC のサポート 障害モニターに関する情報について、次の各サブセクショ
ンで説明します。

■ 122 ページの「スケーラブルなデバイスグループ用の障害モニターの動作」
■ 123 ページの「スケーラブルなファイルシステムマウントポイント用の障害モニ

ターの動作」
■ 124 ページの「DBMS タイムアウトのトラブルシューティング用にコアファイル

を取得」

スケーラブルなデバイスグループ用の障害モニターの
動作

デフォルトでは、障害モニターは、リソースが表すデバイスグループ内のすべての論
理ボリュームをモニターします。デバイスグループ内の論理ボリュームのサブセット
のみをモニターする必要がある場合は、LogicalDeviceList 拡張プロパティーを設定
します。

デバイスグループのステータスは、モニターされる個々の論理ボリュームのステータ
スから導出されます。モニター対象のすべての論理ボリュームが健全であれば、その
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デバイスグループは健全です。いずれかのモニター対象の論理ボリュームに障害があ
る場合、そのデバイスグループには障害があります。デバイスグループに障害がある
ことが見つかると、そのグループを表すリソースのモニタリングが停止され、そのリ
ソースは無効状態に変更されます。

個々の論理ボリュームのステータスを取得するには、そのボリュームのボリュームマ
ネージャーにクエリーします。クエリーを行なっても Solaris Volume Manager for Sun
Cluster ボリュームのステータスを判別できない場合、障害モニターは、ファイルへの
入出力 (I/O) 操作を実行してステータスを確認します。

注記 - ミラー化ディスクの場合、1つのサブミラーだけに障害があっても、デバイスグ
ループは健全であると見なされます。

ユーザーランドクラスタメンバーシップの再構成によって I/O エラーが発生する場
合、ユーザーランドクラスタメンバーシップモニター (UCMM) の再構成が行われて
いる間、障害モニターによるデバイスグループリソースのモニタリングが中断されま
す。

スケーラブルなファイルシステムマウントポイント用
の障害モニターの動作

マウントされたファイルシステムが使用可能かどうかを判定するために、障害モニ
ターは、そのファイルシステム上のテストファイルに対して、オープン、読み取り、
書き込みなどの I/O 操作を実行します。I/O 操作がタイムアウト時間内に完了しない場
合、障害モニターはエラーレポートを作成します。I/O 操作のタイムアウトを指定す
るには、IOTimeout 拡張プロパティーを設定します。
エラーに対する応答は、次に示すとおり、ファイルシステムの種類によって異なりま
す。

■ 認定済み NAS デバイス上の NFS ファイルシステムの場合、応答は次のようになり
ます。
■ 現クラスタノードでリソースのモニタリングが停止されます。
■ リソースの状態が現クラスタノード上で無効に変更され、そのノードからファ

イルシステムがアンマウントされます。
■ ファイルシステムが StorageTek QFS 共有ファイルシステムである場合、応答は次

のようになります。
■ エラーが発生したクラスタノードがメタデータサーバーリソースをホストして

いる場合、メタデータサーバーリソースは別のノードにフェイルオーバーされ
ます。

■ ファイルシステムがアンマウントされます。
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フェイルオーバーの試行が失敗した場合、ファイルシステムはアンマウントされた
ままになり、警告が表示されます。

DBMS タイムアウトのトラブルシューティング用に
コアファイルを取得

不明な DBMS タイムアウトのトラブルシューティングを容易にするために、障害モ
ニターを有効にして、検証タイムアウトが発生したときにコアファイルを作成できま
す。コアファイルの内容は、障害モニターのプロセスに関するものです。障害モニ
ターは、ルート (/) ディレクトリにコアファイルを作成します。コアファイルを作成
するために障害モニターを有効にするには、coreadm コマンドを使用して set-id コア
ダンプを有効にします。

# coreadm -g /var/cores/%f.%n.%p.core -e global -e process \
-e global-setid -e proc-setid -e log

詳細は、coreadm(1M) のマニュアルページを参照してください。
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 6 ♦  ♦  ♦        第    6    章 

Oracle RAC のサポート のトラブルシューティ
ング

Oracle RAC のサポート で問題が発生した場合は、次のセクションで説明する手法を使
用して問題のトラブルシューティングを行います。

■ 125 ページの「Oracle RAC のサポート のステータスの検証」
■ 134 ページの「診断情報のソース」
■ 135 ページの「一般的な問題とその解決方法」

Oracle RAC のサポート のステータスの検証

Oracle RAC のサポート のリソースグループとリソースのステータスは、クラスタ内の
Oracle RAC のサポート のステータスを示しています。このステータス情報を取得する
には、Oracle Solaris Cluster の保守コマンドを使用します。

■ リソースグループのステータス情報を取得するには、clresourcegroup(8CL) コマ
ンドを使用します。

■ リソースのステータス情報を取得するには、clresource(8CL) コマンドを使用し
ます。

Oracle RAC のサポート のステータスを検証する方
法

1. root 役割になるか、RBAC 承認 solaris.cluster.read を提供する役割になりま
す。

2. 目的の Oracle Solaris Cluster オブジェクトのステータス情報が表示されます。
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Oracle RAC のサポート のステータスを検証する方法

例:

■ クラスタ内のすべてのリソースグループのステータス情報を表示するには、次の
コマンドを入力します。
# clresourcegroup status +

■ リソースグループ内のすべてのリソースのステータス情報を表示するには、次の
コマンドを入力します。
# clresource status -g resource-group +

resource-group

ステータス情報を表示するリソースが含まれるリソースグループを指定しま
す。

参照 表示されるステータス情報をフィルタするために指定できるオプションについては、
次のマニュアルページを参照してください。

■ clresource(8CL)
■ clresourcegroup(8CL)

Oracle RAC のサポート のステータスの例

次の例は、4 ノードクラスタ上の Oracle RAC のサポート の構成でのリソースグループ
およびリソースのステータスを示しています。各ノードは、SPARC: プロセッサを使
用するマシンです。

この例にある構成では、Solaris Volume Manager for Sun Cluster 上の StorageTek QFS
共有ファイルシステムを使用して Oracle ファイルを格納します。この構成には、ボ
リュームマネージャーリソースを含む複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループが含まれています。

この構成のリソースグループおよびリソースを次の表に示します。

リソースグループ 目的 リソースタイプ リソースインスタンスのタ
イプ

rac-framework-rg Oracle RAC のサポート
フレームワークリソー
スグループ

SUNW.rac_framework

SUNW.crs_framework

rac-framework-rs

crs_framework-rs

vucmm-framework-rg 複数所有者ボリューム
マネージャーのフレー
ムワークリソースグ
ループ

SUNW.vucmm_framework

SUNW.vucmm_svm

vucmm-framework-rs

vucmm-svm-rs
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リソースグループ 目的 リソースタイプ リソースインスタンスのタ
イプ

scaldg-rg スケーラブルデバイス
グループリソースのリ
ソースグループ

SUNW.ScalDeviceGroup scaloradg-rs

qfsmds-rg StorageTek QFS メタデー
タサーバーリソースの
リソースグループ

SUNW.qfs qfs-db_qfs-OraHome-
rs

qfs-db_qfs-OraData-
rs

scalmnt-rg スケーラブルなファイ
ルシステムマウント
ポイントリソースのリ
ソースグループ

SUNW.ScalMountPoint scal-db_qfs-OraHome-
rs

scal-db_qfs-OraData-
rs

rac_server_proxy-rg Oracle RAC のサポート
データベースリソース
グループ

SUNW.
scalable_rac_server_proxy

rac_server_proxy-rs

rac_server_proxy-rg Oracle RAC のサポート
データベースリソース
グループ

SUNW.
scalable_rac_server_proxy

rac_server_proxy-rs

例   6 障害のある Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループのステー
タス

この例では、障害のある Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループの
次のステータス情報を提供します。

■ 再構成エラーのために、rac_framework リソースがクラスタノード pclus1 で起動
できませんでした。

■ この再構成エラーのリソースグループおよびその他のリソースに対する影響は次の
とおりです。
■ rac-framework-rg リソースグループはオフラインであり、クラスタノード

pclus1 で起動失敗状態にあります。
■ rac_svm リソースと crs_framework リソースは、クラスタノード pclus1 でオ

フラインです。
■ その他のすべてのマルチマスターリソースグループおよびそれらのグループに

含まれるリソースは、クラスタノード pclus1 でオフラインです。
■ すべてのフェイルオーバーリソースグループは、クラスタノード pclus1 から

セカンダリノードにフェイルオーバーされました。
■ すべてのマルチマスターリソースグループおよびそれらのグループに含まれるリ

ソースは、残りのノードでオンラインです。

# clresourcegroup status +

=== Cluster Resource Groups ===

Group Name             Node Name    Suspended   Status
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----------             ---------    ---------   ------
rac-framework-rg       pclus1       No          Online faulted
                       pclus2       No          Online
                       pclus3       No          Online
                       pclus4       No          Online

vucmm-framework-rg     pclus1       No          Online
                       pclus2       No          Online
                       pclus3       No          Online
                       pclus4       No          Online

scaldg-rg              pclus1       No          Online
                       pclus2       No          Online
                       pclus3       No          Online
                       pclus4       No          Online

qfsmds-rg              pclus1       No          Offline
                       pclus2       No          Online
                       pclus3       No          Offline
                       pclus4       No          Offline

scalmnt-rg             pclus1       No          Online
                       pclus2       No          Online
                       pclus3       No          Online
                       pclus4       No          Online

rac_server_proxy-rg    pclus1       No          Pending online blocked
                       pclus2       No          Online
                       pclus3       No          Online
                       pclus4       No          Online

# clresource status -g rac-framework-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name       Node Name    State          Status Message
-------------       ---------    -----          --------------
rac-framework-rs    pclus1       Start failed   Faulted - Error in previous
 reconfiguration.
                    pclus2       Online         Online
                    pclus3       Online         Online
                    pclus4       Online         Online

crs_framework-rs    pclus1       Offline        Offline
                    pclus2       Online         Online
                    pclus3       Online         Online
                    pclus4       Online         Online

# clresource status -g vucmm-framework-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name       Node Name    State          Status Message
-------------       ---------    -----          --------------
vucmm-framework-rs  pclus1       Online         Online
                    pclus2       Online         Online
                    pclus3       Online         Online
                    pclus4       Online         Online

vucmm-svm-rs        pclus1       Offline        Offline
                    pclus2       Online         Online
                    pclus3       Online         Online
                    pclus4       Online         Online
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# clresource status -g scaldg-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name       Node Name      State        Status Message
-------------       ---------      -----        --------------
scaloradg-rs        pclus1         Online       Online - Diskgroup online
                    pclus2         Online       Online - Diskgroup online
                    pclus3         Online       Online - Diskgroup online
                    pclus4         Online       Online - Diskgroup online

# clresource status -g qfsmds-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name            Node Name    State     Status Message
-------------            ---------    -----     --------------
qfs-db_qfs-OraHome-rs    pclus1       Offline   Offline
                         pclus2       Online    Online - Service is online.
                         pclus3       Offline   Offline
                         pclus4       Offline   Offline

qfs-db_qfs-OraData-rs    pclus1       Offline   Offline
                         pclus2       Online    Online - Service is online.
                         pclus3       Offline   Offline
                         pclus4       Offline   Offline

# clresource status -g scalmnt-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name             Node Name   State     Status Message
-------------             ---------   -----     --------------
scal-db_qfs-OraHome-rs    pclus1      Online    Online
                          pclus2      Online    Online
                          pclus3      Online    Online
                          pclus4      Online    Online

scal-db_qfs-OraData-rs    pclus1      Online    Online
                          pclus2      Online    Online
                          pclus3      Online    Online
                          pclus4      Online    Online

# clresource status -g rac_server_proxy-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name           Node Name    State      Status Message
-------------           ---------    -----      --------------
rac_server_proxy-rs     pclus1       Offline    Offline
                        pclus2       Online     Online - Oracle instance UP
                        pclus3       Online     Online - Oracle instance UP
                        pclus4       Online     Online - Oracle instance UP
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例   7 障害のある Oracle RAC のサポート データベースリソースグループのステータ
ス

この例では、障害のある Oracle RAC のサポート データベースリソースグループの次
のステータス情報を提供します。

■ pclus1 上の Oracle RAC のサポート データベースが起動に失敗しました。この失
敗の影響は次のとおりです。
■ rac_server_proxy-rg リソースグループはオンラインですが、ノード pclus1

で失敗しました。
■ rac_server_proxy-rs リソースは、ノード pclus1 でオフラインです。

■ その他のすべてのマルチマスターリソースグループおよびそれらのグループに含ま
れるリソースは、すべてのノードでオンラインです。

■ すべてのフェイルオーバーリソースグループおよびそれらのグループに含まれるリ
ソースは、そのプライマリノードでオンライン、残りのノードでオフラインです。

# clresourcegroup status +

=== Cluster Resource Groups ===

Group Name             Node Name    Suspended   Status
----------             ---------    ---------   ------
rac-framework-rg       pclus1       No          Online
                       pclus2       No          Online
                       pclus3       No          Online
                       pclus4       No          Online

vucmm-framework-rg     pclus1       No          Online
                       pclus2       No          Online
                       pclus3       No          Online
                       pclus4       No          Online

scaldg-rg              pclus1       No          Online
                       pclus2       No          Online
                       pclus3       No          Online
                       pclus4       No          Online

qfsmds-rg              pclus1       No          Online
                       pclus2       No          Offline
                       pclus3       No          Offline
                       pclus4       No          Offline

scalmnt-rg             pclus1       No          Online
                       pclus2       No          Online
                       pclus3       No          Online
                       pclus4       No          Online

rac_server_proxy-rg    pclus1       No          Online faulted
                       pclus2       No          Online
                       pclus3       No          Online
                       pclus4       No          Online

# clresource status -g rac_server_proxy-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name           Node Name    State      Status Message
-------------           ---------    -----      --------------
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rac_server_proxy-rs     pclus1       Offline    Offline - Oracle instance DOWN
                        pclus2       Online     Online - Oracle instance UP
                        pclus3       Online     Online - Oracle instance UP
                        pclus4       Online     Online - Oracle instance UP

# clresource status -g rac-framework-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name         Node Name      State      Status Message
-------------         ---------      -----      --------------
rac-framework-rs      pclus1         Online     Online
                      pclus2         Online     Online
                      pclus3         Online     Online
                      pclus4         Online     Online

crs_framework-rs      pclus1         Online     Online
                      pclus2         Online     Online
                      pclus3         Online     Online
                      pclus4         Online     Online

# clresource status -g vucmm-framework-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name       Node Name    State          Status Message
-------------       ---------    -----          --------------
vucmm-framework-rs  pclus1       Online         Online
                    pclus2       Online         Online
                    pclus3       Online         Online
                    pclus4       Online         Online

vucmm-svm-rs        pclus1       Online         Online
                    pclus2       Online         Online
                    pclus3       Online         Online
                    pclus4       Online         Online

# clresource status -g scaldg-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name       Node Name       State       Status Message
-------------       ---------       -----       --------------
scaloradg-rs        pclus1          Online      Online - Diskgroup online
                    pclus2          Online      Online - Diskgroup online
                    pclus3          Online      Online - Diskgroup online
                    pclus4          Online      Online - Diskgroup online

# clresource status -g qfsmds-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name            Node Name    State     Status Message
-------------            ---------    -----     --------------
qfs-db_qfs-OraHome-rs    pclus1       Online    Online - Service is online.
                         pclus2       Offline   Offline
                         pclus3       Offline   Offline
                         pclus4       Offline   Offline

qfs-db_qfs-OraData-rs    pclus1       Online    Online - Service is online.
                         pclus2       Offline   Offline
                         pclus3       Offline   Offline
                         pclus4       Offline   Offline
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# clresource status -g scalmnt-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name             Node Name    State    Status Message
-------------             ---------    -----    --------------
scal-db_qfs-OraHome-rs    pclus1       Online   Online
                          pclus2       Online   Online
                          pclus3       Online   Online
                          pclus4       Online   Online

scal-db_qfs-OraData-rs    pclus1       Online   Online
                          pclus2       Online   Online
                          pclus3       Online   Online
                          pclus4       Online   Online

例   8 稼働している Oracle RAC のサポート 構成のステータス

この例は、正常に動作している Oracle RAC のサポート 構成のステータスを示してい
ます。この例では、この構成内のリソースグループおよびリソースのステータスを次
のように示しています。

■ すべてのマルチマスターリソースグループおよびそれらのグループに含まれるリ
ソースは、すべてのノードでオンラインです。

■ すべてのフェイルオーバーリソースグループおよびそれらのグループに含まれるリ
ソースは、そのプライマリノードでオンライン、残りのノードでオフラインです。

# clresourcegroup status +

=== Cluster Resource Groups ===

Group Name             Node Name    Suspended   Status
----------             ---------    ---------   ------
rac-framework-rg       pclus1       No          Online
                       pclus2       No          Online
                       pclus3       No          Online
                       pclus4       No          Online

vucmm-framework-rg     pclus1       No          Online
                       pclus2       No          Online
                       pclus3       No          Online
                       pclus4       No          Online

scaldg-rg              pclus1       No          Online
                       pclus2       No          Online
                       pclus3       No          Online
                       pclus4       No          Online

qfsmds-rg              pclus1       No          Online
                       pclus2       No          Offline
                       pclus3       No          Offline
                       pclus4       No          Offline

scalmnt-rg             pclus1       No          Online
                       pclus2       No          Online
                       pclus3       No          Online
                       pclus4       No          Online

rac_server_proxy-rg    pclus1       No          Online
                       pclus2       No          Online
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                       pclus3       No          Online
                       pclus4       No          Online

# clresource status -g rac-framework-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name         Node Name      State      Status Message
-------------         ---------      -----      --------------
rac-framework-rs      pclus1         Online     Online
                      pclus2         Online     Online
                      pclus3         Online     Online
                      pclus4         Online     Online

crs_framework-rs      pclus1         Online     Online
                      pclus2         Online     Online
                      pclus3         Online     Online
                      pclus4         Online     Online

# clresource status -g vucmm-framework-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name       Node Name    State          Status Message
-------------       ---------    -----          --------------
vucmm-framework-rs  pclus1       Online         Online
                    pclus2       Online         Online
                    pclus3       Online         Online
                    pclus4       Online         Online

vucmm-svm-rs        pclus1       Online         Online
                    pclus2       Online         Online
                    pclus3       Online         Online
                    pclus4       Online         Online

# clresource status -g scaldg-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name       Node Name       State       Status Message
-------------       ---------       -----       --------------
scaloradg-rs        pclus1          Online      Online - Diskgroup online
                    pclus2          Online      Online - Diskgroup online
                    pclus3          Online      Online - Diskgroup online
                    pclus4          Online      Online - Diskgroup online

# clresource status -g qfsmds-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name            Node Name    State     Status Message
-------------            ---------    -----     --------------
qfs-db_qfs-OraHome-rs    pclus1       Online    Online - Service is online.
                         pclus2       Offline   Offline
                         pclus3       Offline   Offline
                         pclus4       Offline   Offline

qfs-db_qfs-OraData-rs    pclus1       Online    Online - Service is online.
                         pclus2       Offline   Offline
                         pclus3       Offline   Offline
                         pclus4       Offline   Offline

# clresource status -g scalmnt-rg +
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=== Cluster Resources ===

Resource Name             Node Name    State    Status Message
-------------             ---------    -----    --------------
scal-db_qfs-OraHome-rs    pclus1       Online   Online
                          pclus2       Online   Online
                          pclus3       Online   Online
                          pclus4       Online   Online

scal-db_qfs-OraData-rs    pclus1       Online   Online
                          pclus2       Online   Online
                          pclus3       Online   Online
                          pclus4       Online   Online

# clresource status -g rac_server_proxy-rg +

=== Cluster Resources ===

Resource Name           Node Name     State     Status Message
-------------           ---------     -----     --------------
rac_server_proxy-rs     pclus1        Online    Online - Oracle instance UP
                        pclus2        Online    Online - Oracle instance UP
                        pclus3        Online    Online - Oracle instance UP
                        pclus4        Online    Online - Oracle instance UP

診断情報のソース

スケーラブルなデバイスグループリソースまたはファイルシステムマウントポイント
リソースの状態が変化すると、syslog(3C) 関数によって新しい状態がログに記録され
ます。

/var/cluster/ucmm および /var/cluster/vucmm ディレクトリには、次の表に示す
診断情報のソースが含まれています。

ソース 場所

以前の複数所有者ボリュームマネージャー再構成の
ログファイル

/var/cluster/vucmm/vucmm_reconf.log.0 (0,1,
…)

現在のユーザーランドクラスタメンバーシップモニ
ター (UCMM) 再構成のログファイル

/var/cluster/ucmm/ucmm_reconf.log

以前の UCMM 再構成のログファイル /var/cluster/ucmm/ucmm_reconf.log.0 (0,1,…)

/var/opt/SUNWscor/oracle_server/proxyresource ディレクトリには、Oracle RAC
のサポート プロキシサーバーを表すリソースのログファイルが含まれています。プロ
キシサーバーリソースのサーバー側コンポーネントとクライアント側コンポーネント
のメッセージは、別々のファイルに書き込まれます。

■ サーバー側コンポーネントのメッセージは、message_log.resource ファイルに書き
込まれます。
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■ クライアント側コンポーネントのメッセージは、message_log.client.resource
ファイルに書き込まれます。

これらのファイル名およびディレクトリ名の resource は、Oracle RAC のサポート サー
バーコンポーネントを表すリソースの名前です。

システムメッセージファイルには診断情報も含まれます。

Oracle RAC のサポート で問題が発生した場合は、これらのファイルを参照して、問題
の原因に関する情報を取得してください。

一般的な問題とその解決方法

以降のサブセクションでは、Oracle RAC のサポート に影響を与える可能性がある問題
について説明します。各サブセクションで、問題の原因と問題の解決方法について説
明します。

■ 135 ページの「Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループの障
害」

■ 138 ページの「複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループの障害」

■ 140 ページの「登録ファイルが見つからないために SUNW.qfs の登録が失敗す
る」

■ 141 ページの「タイムアウトによって発生するノードパニック」
■ 141 ページの「SUNW.ScalDeviceGroup リソースに依存するサービスの障害」
■ 142 ページの「SUNW.rac_framework または SUNW.vucmm_framework リソース

の起動の失敗」
■ 142 ページの「SUNW.rac_framework の起動失敗ステータスメッセージ」
■ 143 ページの「SUNW.vucmm_framework の起動失敗ステータスメッセージ」
■ 144 ページの「START メソッドのタイムアウトから回復する方法」
■ 145 ページの「リソースの停止の失敗」

Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグ
ループの障害

このセクションでは、Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループに影響
を与える可能性がある問題について説明します。

■ 136 ページの「Oracle RAC のサポート の初期化中のノードパニック」
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■ 136 ページの「ucmmd デーモンの開始の失敗」
■ 137 ページの「ucmmd デーモンまたは関連コンポーネントの障害から回復する方

法」

Oracle RAC のサポート の初期化中のノードパニック

Oracle RAC のサポート の初期化中に致命的な問題が発生した場合は、次のエラーメッ
セージと同様のエラーメッセージとともにノードでパニックが発生します。

panic[cpu0]/thread=40037e60: Failfast: Aborting because "ucmmd" died 30
seconds ago

説明: 再構成中に、UCMM が制御するコンポーネントが UCMM にエラーを返しまし
た。

原因: この問題のもっとも一般的な原因は次のとおりです。

再構成の手順がタイムアウトしたために、Oracle RAC のサポート の初期化中に
ノードでパニックが発生する場合もあります。詳細は、141 ページの「タイムア
ウトによって発生するノードパニック」を参照してください。

対処方法: この問題を修正する手順については、137 ページの「ucmmd デーモンま
たは関連コンポーネントの障害から回復する方法」を参照してください。

注記 - ノードがグローバルクラスタのグローバルクラスタノードである場合は、ノー
ドパニックによってマシン全体が停止します。ノードがゾーンクラスタノードである
場合は、ノードパニックによってその特定のゾーンだけが停止し、ほかのゾーンは影
響を受けません。

ucmmd デーモンの開始の失敗

UCMM デーモン ucmmd は、Support for Oracle RAC の再構成を管理します。クラスタ
がブートまたはリブートされると、このデーモンは Oracle RAC のサポート のすべて
のコンポーネントが検証されてから開始されます。ノード上のコンポーネントの検証
に失敗すると、そのノード上では ucmmd デーモンが開始されません。

この問題のもっとも一般的な原因は次のとおりです。

■ Support for Oracle RAC のコンポーネントの以前の再構成中にエラーが発生した。
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■ Oracle RAC のサポート の以前の再構成に含まれる手順がタイムアウトしたため、
タイムアウトが発生したノードでパニックが発生した。

この問題を修正する手順については、137 ページの「ucmmd デーモンまたは関連コ
ンポーネントの障害から回復する方法」を参照してください。

ucmmd デーモンまたは関連コンポーネントの障害から回復する方
法

次のセクションで説明する問題を修正するには、このタスクを実行します。

■ 136 ページの「Oracle RAC のサポート の初期化中のノードパニック」
■ 136 ページの「ucmmd デーモンの開始の失敗」

1. 問題の原因を判定するため、UCMM 再構成のログファイルとシステムメッセージファ
イルを調べます。
UCMM 再構成のログファイルの場所については、134 ページの「診断情報のソー
ス」を参照してください。

これらのファイルを調べるときは、最新のメッセージから始めて、問題の原因が特定
されるまで過去にさかのぼります。

再構成エラーの原因を示している可能性のあるエラーメッセージの詳細は、『Oracle
Solaris Cluster のエラーメッセージに関するガイド』を参照してください。

2. コンポーネントが UCMM にエラーを返す原因となった問題を修正します。
例:

■ 再構成の手順がタイムアウトした場合は、その手順のタイムアウトを指定する拡
張プロパティーの値を増やします。
詳細は、141 ページの「タイムアウトによって発生するノードパニック」を参
照してください。

3. 問題の解決方法でリブートが必要な場合は、問題が発生したノードをリブートしま
す。
特定の問題の解決方法でのみ、リブートが必要です。たとえば、共有メモリーの量を
増やす場合は、リブートが必要です。しかし、手順のタイムアウトの値を増やす場合
は、リブートは必要ありません。

ノードをリブートする方法の詳細は、『管理 Oracle Solaris Cluster 4.4 配置』 の 「クラ
スタ内の 1 つのノードの停止とブート」を参照してください。

4. 問題が発生したノード上で、Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグルー
プをオフラインにしてからオンラインにします。
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この手順により、構成変更を加えたリソースグループがリフレッシュされます。

a.   root 役割になるか、RBAC 承認 solaris.cluster.admin を提供する役割になり
ます。

b.   Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループとそのリソースをオフ
ラインにするコマンドを入力します。
# clresourcegroup offline -n node rac-fmwk-rg

-n node

問題が発生したノードのノード名とノード識別子 (ID) を指定します。

rac-fmwk-rg

オフラインにするリソースグループの名前を指定します。

c.   Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループとそのリソースをオン
ラインおよび管理状態にするコマンドを入力します。
# clresourcegroup online -eM -n node rac-fmwk-rg

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワーク
リソースグループの障害
このセクションでは、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソース
グループに影響を与える可能性がある問題について説明します。

■ 138 ページの「複数所有者ボリュームマネージャーフレームワークの初期化中の
ノードパニック」

■ 139 ページの「vucmmd デーモンの開始の失敗」
■ 139 ページの「vucmmd デーモンまたは関連コンポーネントの障害から回復する

方法」

複数所有者ボリュームマネージャーフレームワークの初期化中の
ノードパニック

複数所有者ボリュームマネージャーフレームワークの初期化中に致命的な問題が発生
した場合は、次のようなエラーメッセージとともにノードでパニックが発生します。

注記 - ノードがグローバルクラスタのグローバルクラスタノードである場合は、ノー
ドパニックによってマシン全体が停止します。
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vucmmd デーモンの開始の失敗

複数所有者ボリュームマネージャーフレームワークのデーモン vucmmd は、複数所有
者ボリュームマネージャーフレームワークの再構成を管理します。クラスタがブート
またはリブートされると、このデーモンは複数所有者ボリュームマネージャーフレー
ムワークのすべてのコンポーネントが検証されてから開始されます。ノード上のコン
ポーネントの検証に失敗すると、そのノード上では vucmmd デーモンが開始されませ
ん。

この問題のもっとも一般的な原因は次のとおりです。

■ 複数所有者ボリュームマネージャーフレームワークのコンポーネントの以前の再構
成中にエラーが発生した。

■ 複数所有者ボリュームマネージャーフレームワークの以前の再構成に含まれる手順
がタイムアウトしたため、タイムアウトが発生したノードでパニックが発生した。

この問題を修正する手順については、139 ページの「vucmmd デーモンまたは関連コ
ンポーネントの障害から回復する方法」を参照してください。

vucmmd デーモンまたは関連コンポーネントの障害から回復する方
法

次のセクションで説明する問題を修正するには、このタスクを実行します。

■ 138 ページの「複数所有者ボリュームマネージャーフレームワークの初期化中の
ノードパニック」

■ 139 ページの「vucmmd デーモンの開始の失敗」

1. 問題の原因を判定するため、複数所有者ボリュームマネージャーフレームワーク再構
成のログファイルとシステムメッセージファイルを調べます。
複数所有者ボリュームマネージャーフレームワーク再構成のログファイルの場所につ
いては、134 ページの「診断情報のソース」を参照してください。

これらのファイルを調べるときは、最新のメッセージから始めて、問題の原因が特定
されるまで過去にさかのぼります。

再構成エラーの原因を示している可能性のあるエラーメッセージの詳細は、『Oracle
Solaris Cluster のエラーメッセージに関するガイド』を参照してください。

2. コンポーネントが複数所有者ボリュームマネージャーフレームワークにエラーを返す
原因となった問題を修正します。

3. 問題の解決方法でリブートが必要な場合は、問題が発生したノードをリブートしま
す。
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特定の問題の解決方法でのみ、リブートが必要です。たとえば、共有メモリーの量を
増やす場合は、リブートが必要です。しかし、手順のタイムアウトの値を増やす場合
は、リブートは必要ありません。

ノードをリブートする方法の詳細は、『管理 Oracle Solaris Cluster 4.4 配置』 の 「クラ
スタ内の 1 つのノードの停止とブート」を参照してください。

4. 問題が発生したノード上で、複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリ
ソースグループをオフラインにしてからオンラインにします。
この手順により、構成変更を加えたリソースグループがリフレッシュされます。

a.   root 役割になるか、RBAC 承認 solaris.cluster.admin を提供する役割になり
ます。

b.   複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループとそのリ
ソースをオフラインにするコマンドを入力します。

# clresourcegroup offline -n node vucmm-fmwk-rg

-n node

問題が発生したノードのノード名とノード識別子 (ID) を指定します。

vucmm-fmwk-rg

オフラインにするリソースグループの名前を指定します。

c.   複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループとそのリ
ソースをオンラインおよび管理状態にするコマンドを入力します。

# clresourcegroup online -eM -n node vucmm-fmwk-rg

登録ファイルが見つからないために SUNW.qfs の登
録が失敗する

Oracle Solaris Cluster リソースタイプ登録ファイルは、/opt/cluster/lib/rgm/
rtreg/ または /usr/cluster/lib/rgm/rtreg/ ディレクトリにあります。SUNW.qfs
リソースタイプ登録ファイルは、/opt/SUNWsamfs/sc/etc/ ディレクトリにありま
す。

StorageTek QFS ソフトウェアをインストールしたときに Oracle Solaris Cluster ソフト
ウェアがすでにインストールされている場合は、SUNW.qfs 登録ファイルへの必要な
マッピングが自動的に作成されます。ただし、StorageTek QFS ソフトウェアをインス
トールしたときに Oracle Solaris Cluster ソフトウェアがまだインストールされていない
場合は、あとで Sun Cluster ソフトウェアをインストールしたとしても、SUNW.qfs 登
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録ファイルへの必要なマッピングは作成されません。Oracle Solaris Cluster ソフトウェ
アはその登録ファイルの場所を認識していないため、SUNW.qfs リソースタイプを登
録しようとしても失敗します。

Oracle Solaris Cluster ソフトウェアで SUNW.qfs リソースタイプを見つけることができ
るようにするには、そのディレクトリへのシンボリックリンクを作成します。

# cd /usr/cluster/lib/rgm/rtreg
# ln -s /opt/SUNWsamfs/sc/etc/SUNW.qfs SUNW.qfs

タイムアウトによって発生するノードパニック

Oracle RAC のサポート 再構成の手順のいずれかがタイムアウトすると、タイムアウト
が発生したノードでパニックが発生します。

再構成の手順がタイムアウトしないようにするには、クラスタ構成に依存するタイム
アウトを調整します。詳細は、120 ページの「タイムアウト設定のガイドライン」を
参照してください。

再構成の手順がタイムアウトした場合は、Oracle Solaris Cluster の保守コマンドを使用
して、その手順のタイムアウトを指定する拡張プロパティーの値を増やします。詳細
は、付録C Oracle RAC のサポート 拡張プロパティーを参照してください。

拡張プロパティーの値を増やしたら、パニックが発生したノードで Oracle RAC のサ
ポート フレームワークリソースグループをオンラインにします。

SUNW.ScalDeviceGroup リソースに依存するサービ
スの障害

Solaris Volume Manager ミラー化論理ボリュームを利用する Oracle ASM を使用した構
成で、SUNW.ScalDeviceGroup リソースに依存するサービスの可用性が失われた場
合、問題は SUNW.ScalDeviceGroup 検証の障害である可能性があります。この問題
は、SUNW.ScalDeviceGroup リソースタイプの IOTimeout プロパティーの値を増加す
ることで軽減できます。

# clresource set -p IOTimeout=timeout-value-in-seconds resource-name

IOTimeout プロパティーのデフォルトは 30 秒です。この値をかなり大きく設定する
こともできるため、値はシステムごとに個別に決めるようにしてください。値を 240
秒に増やすことから開始し、最適な結果を得るために必要に応じてプロパティーを調
整します。
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SUNW.rac_framework または SUNW.vucmm_framework
リソースの起動の失敗

SUNW.rac_framework または SUNW.vucmm_framework リソースの起動に失敗し
た場合は、リソースのステータスを検証して、失敗の原因を判定します。詳細
は、125 ページの「Oracle RAC のサポート のステータスを検証する方法」を参照し
てください。

起動に失敗したリソースの状態は、「起動に失敗」として表示されます。関連付けられ
たステータスメッセージは、起動に失敗した原因を示します。

このセクションには、次の情報が含まれます。

SUNW.rac_framework の起動失敗ステータスメッセー
ジ

次のステータスメッセージは、SUNW.rac_framework リソースの起動の失敗に関連付
けられています。

Faulted - ucmmd is not running

説明: リソースが存在するノードで ucmmd デーモンが実行されていません。

対処方法: この問題の修正方法については、136 ページの「ucmmd デーモンの開始
の失敗」を参照してください。

Degraded - reconfiguration in progress

説明: UCMM は再構成中です。このメッセージが問題を示すのは、UCMM の再構成
が完了しておらず、このリソースのステータスが持続的に低下したままになってい
る場合だけです。

原因: このメッセージが問題を示す場合、失敗の原因は Oracle RAC のサポート の 1
つ以上のコンポーネントの構成エラーです。

対処方法: この問題の解決方法は、メッセージが問題を示しているかどうかによって
異なります。

■ メッセージが問題を示している場合は、137 ページの「ucmmd デーモンまた
は関連コンポーネントの障害から回復する方法」の説明に従って問題を修正し
ます。
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■ メッセージが問題を示していない場合は、何もする必要はありません。

Online

説明: SUNW.rac_framework リソースの START メソッドがタイムアウトするまでに、
Oracle RAC のサポート の再構成が完了しませんでした。

対処方法: この問題を修正する手順については、144 ページの「START メソッドの
タイムアウトから回復する方法」を参照してください。

SUNW.vucmm_framework の起動失敗ステータスメッ
セージ

次のステータスメッセージは、SUNW.vucmm_framework リソースの起動の失敗に関連
付けられています。

Faulted - vucmmd is not running

説明: リソースが存在するノードで vucmmd デーモンが実行されていません。

対処方法: この問題の修正方法については、139 ページの「vucmmd デーモンの開始
の失敗」を参照してください。

Degraded - reconfiguration in progress

説明: 複数所有者ボリュームマネージャーフレームワークは再構成中です。このメッ
セージが問題を示すのは、複数所有者ボリュームマネージャーフレームワークの再
構成が完了しておらず、このリソースのステータスが持続的に低下したままになっ
ている場合だけです。

原因: このメッセージが問題を示す場合、失敗の原因は複数所有者ボリュームマネー
ジャーフレームワークの 1 つ以上のコンポーネントの構成エラーです。

対処方法: この問題の解決方法は、メッセージが問題を示しているかどうかによって
異なります。

■ メッセージが問題を示している場合は、139 ページの「vucmmd デーモンまた
は関連コンポーネントの障害から回復する方法」の説明に従って問題を修正し
ます。

■ メッセージが問題を示していない場合は、何もする必要はありません。

Online
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説明: SUNW.vucmm_framework リソースの START メソッドがタイムアウトするまで
に、Oracle RAC のサポート の再構成が完了しませんでした。

対処方法: この問題を修正する手順については、144 ページの「START メソッドの
タイムアウトから回復する方法」を参照してください。

START メソッドのタイムアウトから回復する方法
1. root 役割になるか、RBAC 承認 solaris.cluster.admin を提供する役割になりま

す。

2. START メソッドがタイムアウトしたノードで、起動に失敗したフレームワークリソー
スグループをオフラインにします。
この操作を実行するには、リソースグループのプライマリノードを、グループがオン
ラインになっているほかのノードに切り替えます。

# clresourcegroup offline -n nodelist resource-group

-n nodelist

resource-group がオンラインになっているほかのクラスタノードのコンマ区切りリ
ストを指定します。START メソッドがタイムアウトしたノードは、このリストか
ら除外します。

resource-group

フレームワークリソースグループの名前を指定します。
複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループと Oracle
RAC のサポート フレームワークリソースグループの両方が構成に使用されてい
る場合は、最初に複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソース
グループをオフラインにします。複数所有者ボリュームマネージャーのフレーム
ワークリソースグループがオフラインになったら、次に Oracle RAC のサポート フ
レームワークリソースグループをオフラインにします。
Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループが clsetup ユーティリ
ティーを使用して作成された場合、リソースグループの名前は rac-framework-
rg です。

3. Oracle RAC のサポート を実行できるすべてのクラスタノードで、オンラインにする
ことができなかったフレームワークリソースグループをオンラインにします。
# clresourcegroup online -eM resource-group

resource-group

ステップ 2 でオフラインにしたリソースグループを MANAGED 状態にしてオンライ
ンにするように指定します。
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リソースの停止の失敗

リソースの停止に失敗した場合は、『规划和管理 Oracle Solaris Cluster 4.4 数据服务』
の 「リソースに関する STOP_FAILED エラーフラグのクリア」の説明に従ってこの問
題を修正します。
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 7 ♦  ♦  ♦        第    7    章 

Oracle RAC のサポートの既存の構成の変更

この章では、Oracle RAC のサポート. の既存の構成を変更する方法について説明しま
す。

■ 147 ページの「Oracle RAC のサポート の既存の構成を変更するためのタスクの
概要」

■ 148 ページの「スケーラブルなデバイスグループのリソースをオンラインに変
更」

■ 148 ページの「Oracle RAC のサポート の既存の構成の拡張」
■ 157 ページの「Oracle Grid Infrastructure リソースの削除」
■ 159 ページの「Oracle RAC のサポート の削除」

Oracle RAC のサポート の既存の構成を変更するためのタスク
の概要

表18に、Oracle RAC のサポート の管理タスクの要約を示します。

必要に応じてこれらのタスクを実行してください。

表 18 Oracle RAC のサポート の既存の構成を変更するためのタスク

タスク 参照先

スケーラブルなデバイスグループのリ
ソースをオンラインに変更します。

148 ページの「スケーラブルなデバイスグループのリソー
スをオンラインに変更」

Oracle RAC のサポート の既存の構成を
拡張します。

148 ページの「Oracle RAC のサポート の既存の構成の拡
張」

Oracle RAC のサポート を削除します。 159 ページの「Oracle RAC のサポート の削除」
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スケーラブルなデバイスグループのリソースをオンラインに変
更

スケーラブルなデバイスグループをオンラインに変更するには、モニターする論
理ボリュームのリストを変更します。SUNW.ScalDeviceGroup リソースタイプの
logicaldevicelist 拡張プロパティーは、モニターするグローバルデバイスグループ
内の論理ボリュームのリストを指定します。

スケーラブルなデバイスグループのリソースをオンラ
インに変更する方法

1. root 役割になるか、RBAC 承認 solaris.cluster.modify を提供する役割になりま
す。

2. ScalDeviceGroup リソースの logicaldevicelist 拡張プロパティーを変更します。

■ デバイスグループを ScalDeviceGroup リソースに追加するには、次のコマンド
を入力します。
# clresource set -p logicaldevicelist+=logical-device-listscal-mp-rs

論理ボリュームの追加は即時に有効になります。

■ ScalDeviceGroup リソースからデバイスグループを削除するには、次のコマンド
を入力します。
# clresource set -p logicaldevicelist-=logical-device-listscal-mp-rs

論理ボリュームの削除は即時に有効になります。

Oracle RAC のサポート の既存の構成の拡張

次のいずれかの状況では、Oracle RAC のサポート の既存の構成を拡張します。

■ クラスタにノードを追加しており、ノードでの実行に Oracle RAC のサポート が必
要です。149 ページの「選択したノードに Oracle RAC のサポート を追加する方
法」を参照してください。

■ ボリュームマネージャーを追加しています。155 ページの「SUNW.
vucmm_framework リソースグループにボリュームマネージャーリソースを追加す
る方法」を参照してください。
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選択したノードに Oracle RAC のサポート を追加す
る方法

クラスタにノードを追加しており、ノードでの実行に Oracle RAC のサポート が必要
な場合は、次の手順を実行します。1 つのノードからのみこの手順を実行してくださ
い。

このタスクでは、選択したノードを次のリソースグループから次の順序で追加しま
す。

■ スケーラブルなファイルシステムマウントポイントリソースのリソースグループ
■ 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループ (使用する

場合)。
■ Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループ
■ スケーラブルなデバイスグループリソースのリソースグループ
■ StorageTek QFS メタデータサーバーのリソースを含むリソースグループ
■ 論理ホスト名リソースのリソースグループ
■ Oracle RAC のサポート データベースのリソースグループ

注記 - この手順中に、一部のリソースをオンラインにできないと報告されることがあ
ります。この原因としてもっとも可能性が高いのは、まだインストールできていない
ソフトウェアの不足です。これらの失敗は予測されることであり、すべての手順が完
了するまでは無視してもかまいません。

始める前に ■ 必要な Oracle RAC のサポート ソフトウェアパッケージが、Oracle RAC のサ
ポート を追加する各ノードにインストールされていることを確認します。詳細
は、39 ページの「Support for Oracle RAC パッケージのインストール」を参照して
ください。

■ 追加するノードが、Oracle RAC のサポート 構成で使用される共有ストレージに接
続されていることを確認します。

1. いずれかのクラスタノード上で root 役割になります。

2. スケーラブルなファイルシステムマウントポイントリソースが含まれているリソース
グループにノードを追加します。
スケーラブルなファイルシステムマウントポイントリソースが含まれているリソース
グループが構成されていない場合は、この手順を省略してください。

ノードを追加するリソースグループごとに、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup add-node -S -n nodelist scal-mp-rg
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-n nodelist

Oracle RAC のサポート を追加するクラスタノードをコンマで区切ったリストを指
定します。

scal-mp-rg

ノードを追加するリソースグループの名前を指定します。

3. 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループを使用する場
合は、このグループにノードを追加します。

# clresourcegroup add-node -S -n nodelist vucmm-fmwk-rg

-n nodelist

リソースグループを追加するクラスタノードをコンマで区切ったリストを指定し
ます。

vucmm-fmwk-rg

ノードを追加するリソースグループの名前を指定します。

4. Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループにノードを追加します。

# clresourcegroup add-node -S -n nodelist rac-fmwk-rg

-n nodelist

Oracle RAC のサポート を追加するクラスタノードをコンマで区切ったリストを指
定します。

rac-fmwk-rg

ノードを追加するリソースグループの名前を指定します。

5. Oracle Database ファイルに使用しているスケーラブルなデバイスグループにノード
を追加します。
Oracle Database ファイルにスケーラブルなデバイスグループを使用しない場合は、こ
の段階を省略してください。

この手順の実行方法は、スケーラブルなデバイスグループのタイプによって異なりま
す。

■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster 複数所有者ディスクセットごとに、次
のコマンドを入力します。

# metaset -s set-name -M -a -h nodelist
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-s set-name

ノードを追加する Solaris Volume Manager for Sun Cluster 複数所有者ディスク
セットを指定します。

-h nodelist

複数所有者ディスクセットに追加するクラスタノードをスペースで区切っ
たリストを指定します。

6. スケーラブルなデバイスグループリソースが含まれているリソースグループにノード
を追加します。
スケーラブルなデバイスグループリソースが含まれているリソースグループが構成さ
れていない場合は、この手順を省略してください。

ノードを追加するリソースグループごとに、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup add-node -S -n nodelist scal-dg-rg

-n nodelist

Oracle RAC のサポート を追加するクラスタノードをコンマで区切ったリストを指
定します。

scal-dg-rg

ノードを追加するリソースグループの名前を指定します。

7. 追加するノードからアクセスする各共有ファイルシステムをマウントします。
追加するノードから共有ファイルシステムにアクセスしない場合は、この手順を省略
してください。

マウントするファイルシステムごとに、次のコマンドを入力します。

# mount mount-point

mount-point

マウントするファイルシステムのマウントポイントを指定します。

8. StorageTek QFS メタデータサーバーのリソースを含む任意のリソースグループに
ノードを追加します。
StorageTek QFS メタデータサーバーのリソースを含むリソースグループが構成されて
いない場合は、この手順を省略します。

ノードを追加するリソースグループごとに、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup add-node -n nodelist qfs-mds-rg
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-n nodelist

Oracle RAC のサポート を追加するクラスタノードをコンマで区切ったリストを指
定します。

qfs-mds-rg

ノードを追加するリソースグループの名前を指定します。

9. ステップ 6 でノードを追加したリソースグループをすべてオンラインにします。
これらのリソースグループには、スケーラブルなデバイスグループリソースが含まれ
ています。

スケーラブルなデバイスグループリソースが含まれているリソースグループが構成さ
れていない場合は、この手順を省略してください。
オンラインにするリソースグループごとに、次のコマンドを入力します。
# clresourcegroup online -eM scal-dg-rg

scal-dg-rg

オンラインにするリソースグループの名前を指定します。

10. Oracle Grid Infrastructure を起動します。
# /etc/init.d/init.crs start
Startup will be queued to init within 30 seconds.

11. ノードで実行する各 Oracle RAC のサポート データベースのリソースグループにノー
ドを追加します。
ノードを追加するリソースグループごとに、次のコマンドを実行します。
# clresourcegroup add-node -S -n nodelist rac-db-rg

-n nodelist

Oracle RAC のサポート を追加するクラスタノードをコンマで区切ったリストを指
定します。

rac-db-rg

ノードを追加するリソースグループの名前を指定します。

12. 追加するノードごとに、Oracle Solaris Cluster リソースを表すために必要な Oracle
Grid Infrastructure リソースを作成します。
Oracle コンポーネントが依存するスケーラブルなデバイスグループおよびスケーラブ
ルなファイルシステムマウントポイントの Oracle Solaris Cluster リソースごとに Oracle
Grid Infrastructure リソースを作成します。詳細は、244 ページの「Oracle Solaris
Cluster との相互運用のための Oracle Grid Infrastructure リソースを作成する方法」を参
照してください。
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13. Oracle RAC のサポート データベースの各リソースを変更して、追加するノードごと
に各ノード単位プロパティーの値を設定します。
変更するリソースごとに、次の手順を実行します。

a.   リソースを無効にします。

# clresource disable rac-db-rs

rac-db-rs

無効にする Oracle RAC のサポート データベースリソースの名前を指定しま
す。

b.   リソースを有効にします。

# clresource enable rac-db-rs

rac-db-rs

有効にする Oracle RAC のサポート データベースリソースの名前を指定しま
す。

14. Oracle RAC のサポート データベースの各リソースグループをオンラインにします。
オンラインにするリソースグループごとに、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup online -eM rac-db-rg

rac-db-rg

オンラインにするリソースグループの名前を指定します。

例   9 選択したノードへの Oracle RAC のサポートの追加

この例では、4 ノードクラスタのノード pclus3 と pclus4 に Oracle RAC のサポート
を追加するために必要な一連の操作を示します。
この例の Oracle RAC のサポート の構成は次のとおりです。

■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster 上の StorageTek QFS 共有ファイルシステム
は、Oracle Database ファイルを格納するために使用されます。

■ Oracle Database ファイルに使用されるファイルシステムのマウントポイントは次の
とおりです。
■ Oracle Database ファイル: /db_qfs/OraData
■ Oracle Database バイナリファイルおよび関連ファイル: /db_qfs/OraHome

■ oradg ディスクセットは、Oracle RAC のサポート データベースによってのみ使用
されます。

■ Oracle RAC のサポート データベースの名前は swb です。
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■ StorageTek QFS 共有ファイルシステムは、oradg という名前の Solaris Volume
Manager for Sun Cluster 複数所有者ディスクセットを使用します。このディスク
セットの作成を例3「Solaris Volume Manager for Sun Cluster での複数所有者ディス
クセットの作成」に示します。

■ この構成では、複数所有者ボリュームマネージャーフレームワークリソースグルー
プを使用します。

次の表に、この例のリソースグループの構成を示します。

リソースグループ 目的

vucmm-framework-rg 複数所有者のボリュームマネージャーリソースグループ。

rac-framework-rg Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループ。

scaldg-rg スケーラブルなデバイスグループリソースのリソースグループ。

qfsmds-rg StorageTek QFS メタデータサーバーリソースのリソースグルー
プ。

scalmnt-rg スケーラブルなファイルシステムマウントポイントリソースのリ
ソースグループ。

rac_server_proxy-rg Oracle RAC のサポート データベースリソースグループ。

この構成に必要なリソースグループを図2に示します。

1. スケーラブルなファイルシステムのマウントポイントリソースを含むリソースグ
ループにノードを追加するために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup add-node -S -n pclus3,pclus4 scalmnt-rg

2. 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループにノード
を追加するために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup add-node -S -n pclus3,plcus4 vucmm-framework-rg

3. Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループにノードを追加するため
に、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup add-node -S -n pclus3,plcus4 rac-framework-rg

4. Solaris Volume Manager for Sun Cluster 複数所有者ディスクセット oradg にノードを
追加するために、次のコマンドを実行します。

# metaset -s oradg -M -a -h  pclus3 pclus4

5. スケーラブルなデバイスグループリソースを含むリソースグループにノードを追
加するために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup add-node -S -n pclus3,pclus4 scaldg-rg

6. 追加するノードからアクセスされる共有ファイルシステムをマウントするため
に、次のコマンドを実行します。

# mount /db_qfs/OraData
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# mount /db_qfs/OraHome

7. StorageTek QFS メタデータサーバーのリソースを含むリソースグループにノード
を追加するために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup add-node -n pclus3,pclus4 qfsmds-rg

8. スケーラブルなデバイスグループリソースを含むリソースグループをオンライン
にするために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup online -eM scaldg-rg

9. Oracle Clusterware を起動し、Oracle Clusterware の正しい起動を検証するために、
次のコマンドを実行します。

# /etc/init.d/init.crs start

Startup will be queued to init within 30 seconds.

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crsctl check crs

CSS appears healthy

CRS appears healthy

EVM appears healthy

10. Oracle RAC のサポート データベースのリソースグループにノードを追加するため
に、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup add-node -S -n pclus3,pclus4 rac_server_proxy-rg

Oracle RAC のサポート データベースのリソースグループにノードを追加したあと
に、必要な Oracle Clusterware リソースを作成します。これらの Oracle Clusterware
リソースの作成については、この例では説明しません。

11. Oracle RAC のサポート データベースのリソースグループをオンラインにするため
に、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup online -eM rac_server_proxy-rg

SUNW.vucmm_framework リソースグループにボ
リュームマネージャーリソースを追加する方法

Oracle RAC のサポート の既存の構成にボリュームマネージャーを追加する場合は、次
のタスクを実行します。SUNW.vucmm_framework リソースグループには、追加するボ
リュームマネージャーを表すリソースが含まれている必要があります。フレームワー
クリソースが無効になっている場合、およびフレームワークデーモンがすべてのクラ
スタノードで停止されている場合のみ、ボリュームマネージャーリソースを追加でき
ます。

注意 - フレームワークリソースを無効にして、Oracle RAC のサポート が実行されてい
るノードをリブートする必要があるため、このタスクではダウンタイムが必要です。
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始める前に リソースを追加するボリュームマネージャーが、Oracle RAC のサポート を実行するす
べてのノードでインストールおよび構成されていることを確認してください。

1. いずれかのクラスタノード上で root 役割になります。

2. フレームワークリソースグループ内のフレームワークリソースと、このリソースに依
存するその他すべてのリソースを無効にします。
# clresource disable -R fmwk-rs

fmwk-rs

無効にするタイプ SUNW.vucmm_framework のリソースの名前を指定します。

3. フレームワークリソースグループのノードリストにあるすべてのノードをリブートし
ます。

4. 追加するボリュームマネージャーを表すリソースタイプのインスタンスを登録して追
加します。

■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster を追加する場合は、次のようにインス
タンスを登録して追加します。

a.   Solaris Volume Manager for Sun Cluster リソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.vucmm_svm

b.   Solaris Volume Manager for Sun Cluster リソースタイプのインスタンスを
フレームワークリソースグループに追加します。
このインスタンスが、ステップ 2 で無効にしたリソースに依存していること
を確認します。
# clresource create -g fmwk-rg \
-t svm-rt \
-p resource_dependencies=fmwk-rs svm-rs

-g fmwk-rg

フレームワークリソースグループの名前を指定します。このリソースグ
ループには、Step 2 で無効にしたタイプ ステップ 2 のリソースが含ま
れています。

svm-rt

Solaris Volume Manager for Sun Cluster リソースタイプの名前を指定しま
す。

-p resource_dependencies=fmwk-rs

このインスタンスが、ステップ 2 で無効にしたリソースに依存している
ことを指定します。
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svm-rs

タイプ SUNW.vucmm_svm のリソースに割り当てる名前を指定します。

5. フレームワークリソースグループとそのリソースをオンラインおよび管理状態にしま
す。

# clresourcegroup online -M fmwk-rg

fmwk-rg

フレームワークリソースグループを MANAGED 状態に移行して、オンラインにする
ことを指定します。このリソースグループには、ステップ 2 で無効にしたリソー
スが含まれています。

次の手順 73 ページの「Oracle RAC データベース用の Solaris Volume Manager for Sun Cluster に複
数所有者ディスクセットを作成する方法」に移動します。

Oracle Grid Infrastructure リソースの削除

このセクションには、Oracle Grid Infrastructure リソースを削除するための次の手順が
含まれます。

■ 157 ページの「依存関係を削除する方法」
■ 158 ページの「sun.resource リソースを削除する方法」

依存関係を削除する方法

この手順は、依存関係を削除するようオフライン再起動依存関係を設定する方法を示
しています。

1. root 役割になります。

2. データベースが Oracle Grid Infrastructure storage_proxy リソースに対して持って
いる現在の起動依存関係を表示します。

# Grid_home/bin/crsctl stat res ora.testdb.db -p | grep START_DEPENDENCIES
START_DEPENDENCIES=hard(sun.grid-storage-proxy-rs) weak(type:ora.listener.type,
global:type:ora.scan_listener.type,uniform:ora.ons,uniform:ora.eons)

# clresource show -p resource_dependencies_offline_restart rac-server-proxy-rs
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=== Resources ===

Resource: rac-server-proxy-rs
Resource_dependencies_offline_restart: crs-fw-rs scal-dg1-rs

3. SUNW.ScalDeviceGroup または SUNW.ScalMountPoint リソースに対するオフライン
再起動依存関係を Oracle RAC のサポート インスタンスプロキシリソースから削除し
ます。
このコマンドは、Oracle Grid Infrastructure データベースリソースが Oracle Grid
Infrastructure storage_proxy リソースに対して持っている依存関係をクリアします。
コマンドにはマイナス (-) 記号が含まれています。

# clresource set -p resource_dependencies_offline_restart-=scal-dg1-rs rac-server-proxy-rs

4. Oracle Grid Infrastructure リソースに対する起動依存関係が削除されていることを確
認してください。

# Grid_home/bin/crsctl stat res ora.testdb.db -p | grep START_DEPENDENCIES
START_DEPENDENCIES=weak(type:ora.listener.type,global:type:ora.scan_listener.type,
uniform:ora.ons,uniform:ora.eons)

# clresource show -p resource_dependencies_offline_restart rac-server-proxy-rs

=== Resources ===

Resource: rac-server-proxy-rs
Resource_dependencies_offline_restart: crs-fw-rs

sun.resource リソースを削除する方法

1. root 役割になります。

2. 157 ページの「依存関係を削除する方法」で説明されているように依存関係が削除
されていること、および sun.resource が停止していることを確認します。

# Grid_home/bin/crsctl stop res sun.scal-dg1-rs
CRS-2673: Attempting to stop 'sun.scal-dg1-rs' on 'pnsx3'
CRS-2673: Attempting to stop 'sun.scal-dg1-rs' on 'pnsx1'
CRS-2673: Attempting to stop 'sun.scal-dg1-rss' on 'pnsx2'
CRS-2677: Stop of 'sun.scal-dg1-rs' on 'pnsx3' succeeded
CRS-2677: Stop of 'sun.scal-dg1-rs' on 'pnsx1' succeeded
CRS-2677: Stop of 'sun.scal-dg1-rs' on 'pnsx2' succeeded

3. sun.resource を削除します。

# Grid_home/bin/crsctl delete res sun.scal-dg1-rs

4. sun.resource が削除されていることを確認します。

# Grid_home/bin/crsctl stat res sun.scal-dg1-rs -p
CRS-210: Could not find resource 'sun.scal-dg1-rs'.
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Oracle RAC のサポート の削除
次のエンティティーから Oracle RAC のサポート を削除できます。

■ クラスタ。159 ページの「クラスタから Oracle RAC のサポート を削除する方
法」を参照してください。

■ クラスタ内で選択したノード。165 ページの「選択したノードから Oracle RAC
のサポート を削除する方法」を参照してください。

クラスタから Oracle RAC のサポート を削除する方
法

クラスタ内のすべてのノードから Oracle RAC のサポート を削除するには、次のタス
クを実行します。

複数の Oracle RAC のサポート データベースが実行されているクラスタで、このタス
クを実行して、クラスタから Oracle RAC のサポート データベースを削除します。残
りの Oracle RAC のサポート データベースはクラスタ内で引き続き実行されます。

このタスクでは、次のリソースグループをクラスタから次の順序で削除します。

■ Oracle RAC のサポート データベースのリソースグループ
■ 論理ホスト名リソースのリソースグループ
■ スケーラブルなファイルシステムマウントポイントリソースのリソースグループ
■ StorageTek QFS メタデータサーバーのリソースを含むリソースグループ
■ スケーラブルなデバイスグループリソースのリソースグループ
■ Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループ
■ 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループ (使用する

場合)

注意 - このタスクを実行して、複数の Oracle RAC のサポート データベースが実行さ
れているクラスタから Oracle RAC のサポート データベースを削除できます。この場
合、残りの Oracle RAC のサポート データベースが依存するリソースのあるリソース
グループを削除しないでください。

たとえば、単一のデバイスグループに依存する複数のデータベースファイルシステム
を構成したとします。この状況では、スケーラブルなデバイスグループのリソースが
含まれているリソースグループを削除しないでください。

同様に、複数のデータベースが Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグ
ループに依存している場合は、このリソースグループを削除しないでください。
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始める前に このタスクを実行するクラスタノードは、クラスタモードでブートしてください。

1. クラスタの 1 つのノードで、root 役割になります。

2. 削除する各 Oracle RAC のサポート データベースのリソースグループを削除します。
削除する Oracle RAC のサポート データベースごとに、次のコマンドを入力します。

# clresourcegroup delete -F rac-db-rg

rac-db-rg

削除するリソースグループを指定します。

3. Oracle Database ユーティリティーを使用して、不要になった各 Oracle RAC のサ
ポート データベースをクラスタから削除します。

4. Oracle RAC のサポート を完全に削除する場合は、Oracle Database ユーティリ
ティーを使用して、クラスタ内のすべてのノードから次の項目を削除します。

■ Oracle RAC のサポート ソフトウェア
■ Oracle Grid Infrastructure ソフトウェア

5. Oracle Grid Infrastructure フレームワークリソースを無効にします。
# clresource disable crs-framework-rs

crs-framework-rs

無効にするリソースの名前を指定します。このリソースは、クラスタで構成され
ている SUNW.crs_framework リソースタイプのインスタンスです。

6. スケーラブルなファイルシステムマウントポイントリソースが含まれているリソース
グループをすべて削除します。
スケーラブルなファイルシステムマウントポイントリソースが含まれているリソース
グループが構成されていない場合は、この手順を省略してください。

削除するリソースグループごとに、次のコマンドを入力します。

# clresourcegroup delete -F scal-mp-rg

scal-mp-rg

削除するリソースグループを指定します。

7. StorageTek QFS メタデータサーバーのリソースを含む任意のリソースグループを削
除します。
StorageTek QFS メタデータサーバーのリソースを含むリソースグループが構成されて
いない場合は、この手順を省略します。

削除するリソースグループごとに、次のコマンドを入力します。
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# clresourcegroup delete -F qfs-mds-rg

qfs-mds-rg 削除するリソースグループを指定します。

8. ステップ 7 で削除したリソースグループ内のリソースで表されていた StorageTek
QFS 共有ファイルシステムを削除します。

9. スケーラブルなデバイスグループリソースが含まれているリソースグループをすべて
削除します。
スケーラブルなデバイスグループリソースが含まれているリソースグループが構成さ
れていない場合は、この手順を省略してください。

削除するリソースグループごとに、次のコマンドを入力します。

# clresourcegroup delete -F scal-dg-rg

scal-dg-rg

削除するリソースグループを指定します。

10. ステップ 9 のリソースグループの削除の影響を受けたスケーラブルなデバイスグルー
プをすべて削除します。
この手順の実行方法は、スケーラブルなデバイスグループのタイプによって異なりま
す。

■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster 複数所有者ディスクセットごとに、次
のようにディスクセットを削除します。

a.   ボリューム、ソフトパーティション、ミラーなどのすべてのメタデバイスを
ディスクセットから削除します。
このためには、metaclear(1M) コマンドを使用します。

# metaclear -s scal-dg-ms -a

-s scal-dg-ms

メタデバイスを削除するディスクセットの名前を指定します。

b.   ディスクセットからすべてのグローバルデバイスを削除します。

# metaset -s scal-dg-ms -d -f alldevices

-s scal-dg-ms

グローバルデバイスを削除するディスクセットの名前を指定します。
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alldevices

ディスクセットの作成時にディスクセットに追加されたすべてのグロー
バルデバイスを含む、スペースで区切られたリストを指定します。各デ
バイス ID パス名の形式は /dev/did/dsk/dN です。ここで、N はデバイ
ス番号です。

c.   削除するディスクセットからすべてのノードを削除します。
ディスクセットからすべてのノードを削除すると、ディスクセットが削除さ
れます。
# metaset -s scal-dg-ms -d -h allnodes

-s scal-dg-ms

削除するディスクセットの名前を指定します。

-h allnodes

ディスクセットの作成時にディスクセットに追加されたすべてのノード
を含む、スペースで区切られたリストを指定します。

注記 - 複数の Oracle RAC のサポート データベースが実行されているクラスタから
Oracle RAC のサポート データベースを削除する場合は、残りの手順を省略してくださ
い。

11. Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループを削除します。
# clresourcegroup delete -F rac-fmwk-rg

rac-fmwk-rg

削除するリソースグループを指定します。

12. 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループを使用する場
合は、そのグループを削除します。
# clresourcegroup delete -F vucmm-fmwk-rg

vucmm-fmwk-rg

削除するリソースグループを指定します。

13. この手順で削除した各リソースのリソースタイプの登録を解除します。
# clresourcetype unregister resource-type-list

resource-type-list

登録を解除するリソースタイプの名前をコンマで区切ったリストを指定しま
す。Oracle RAC のサポート に関連付けられたリソースタイプのリストについて
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は、116 ページの「Oracle Solaris Cluster オブジェクトの自動的に生成された名
前」を参照してください。

14. (オプション) クラスタ内の各ノードから、Oracle RAC のサポート ソフトウェアパッ
ケージをアンインストールします。

# pkg uninstall ha-cluster/data-service/oracle-database ha-cluster/library/ucmm

15. クラスタ内にある各ノードをリブートします。

例   10 クラスタからの Oracle RAC のサポートの削除

この例では、4 ノードクラスタのすべてのノードから Oracle RAC のサポー
トを削除するために必要な一連の操作を示します。このクラスタのノードに
は、pclus1、pclus2、pclus3、および pclus4 という名前が付いています。クラスタ
では、Oracle RAC のサポート データベースが 1 つだけ構成されています。
この例の Oracle RAC のサポート の構成は次のとおりです。

■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster 上の StorageTek QFS 共有ファイルシステム
は、Oracle Database ファイルを格納するために使用されます。

■ Oracle Database ファイルに使用されるファイルシステムのマウントポイントは次の
とおりです。
■ Oracle Database ファイル: /db_qfs/OraData
■ Oracle Database バイナリファイルおよび関連ファイル: /db_qfs/OraHome

■ oradg ディスクセットは、Oracle RAC のサポート データベースによってのみ使用
されます。

■ Oracle RAC のサポート データベースの名前は swb です。
■ StorageTek QFS 共有ファイルシステムは、oradg という名前の Solaris Volume

Manager for Sun Cluster 複数所有者ディスクセットを使用します。このディスク
セットの作成を例3「Solaris Volume Manager for Sun Cluster での複数所有者ディス
クセットの作成」に示します。

■ この構成では、複数所有者ボリュームマネージャーフレームワークリソースグルー
プを使用します。

この構成に必要なリソースグループを図2に示します。

リソースグループ 目的

vucmm-framework-rg 複数所有者のボリュームマネージャーリソースグループ。

rac-framework-rg Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループ。

scaldg-rg スケーラブルなデバイスグループリソースのリソースグループ。

qfsmds-rg StorageTek QFS メタデータサーバーリソースのリソースグルー
プ。
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リソースグループ 目的

scalmnt-rg スケーラブルなファイルシステムマウントポイントリソースのリ
ソースグループ。

rac_server_proxy-rg Oracle RAC のサポート データベースリソースグループ。

この構成に必要なリソースグループを図2に示します。

1. Oracle RAC のサポート データベースのリソースグループを削除するために、次の
コマンドを実行します。

# clresourcegroup delete -F rac_server_proxy-rg

このリソースグループを削除したあとに、Oracle ユーティリティーを使用して次の
項目を削除します。
■ Oracle RAC のサポート データベース
■ Oracle RAC のサポート ソフトウェア
■ Oracle Clusterware ソフトウェア

これらの項目の削除については、この例では説明しません。
2. Oracle Clusterware フレームワークリソースを無効にするために、次のコマンドを

実行します。

# clresource disable crs_framework-rs

3. スケーラブルなファイルシステムのマウントポイントリソースを含むリソースグ
ループを削除するために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup delete -F scalmnt-rg

4. StorageTek QFS メタデータサーバーのリソースを含むリソースグループを削除す
るために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup delete -F qfsmds-rg

このリソースグループを削除したあとに、StorageTek QFS ユーティリティーを使
用して、Oracle Database ファイルに使用されている StorageTek QFS 共有ファイル
システムを削除します。これらのファイルシステムの削除については、この例で
は説明しません。

5. スケーラブルなデバイスグループリソースを含むリソースグループを削除するた
めに、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup delete -F scaldg-rg

6. Solaris Volume Manager for Sun Cluster 複数所有者ディスクセット oradg を破棄する
ために、次のコマンドを実行します。

# metaclear -s oradg -a

# metaset -s oradg -d \

-f /dev/did/dsk/d8 /dev/did/dsk/d9 /dev/did/dsk/d15 /dev/did/dsk/d16

# metaset -s oradg -d -h pclus1 pclus2 pclus3 pclus4
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次のグローバルデバイスがディスクセットから削除されます。
■ /dev/did/dsk/d8
■ /dev/did/dsk/d9
■ /dev/did/dsk/d15
■ /dev/did/dsk/d16

7. Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループを削除するために、次の
コマンドを実行します。

# clresourcegroup delete -F rac-framework-rg

8. 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループを削除す
るために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup delete -F vucmm-framework-rg

9. 削除した各リソースのリソースタイプを登録解除するために、次のコマンドを実
行します。

# clresourcetype unregister \

SUNW.scalable_rac_server_proxy,\

SUNW.ScalMountPoint,\

SUNW.qfs,\

SUNW.ScalDeviceGroup,\

SUNW.rac_svm,\

SUNW.crs_framework,\

SUNW.rac_framework

これらのリソースタイプを登録解除したあとに、次の操作を実行します。
■ Oracle RAC のサポートソフトウェアパッケージの削除
■ クラスタ内の各ノードのリブート

これらの操作については、この例では説明しません。

選択したノードから Oracle RAC のサポート を削除
する方法

選択したノードから Oracle RAC のサポート を削除するには、次のタスクを実行しま
す。

複数の Oracle RAC のサポート データベースが実行されているクラスタで、このタス
クを実行して、選択したノードから Oracle RAC のサポート データベースを削除しま
す。削除する Oracle RAC のサポート データベースは、ほかのクラスタノードで引き
続き実行されます。残りの Oracle RAC のサポート データベースは、選択したノード
で引き続き実行されます。
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このタスクでは、選択したノードを次のリソースグループから次の順序で削除しま
す。

■ Oracle RAC のサポート データベースのリソースグループ
■ 論理ホスト名リソースのリソースグループ
■ スケーラブルなファイルシステムマウントポイントリソースのリソースグループ
■ StorageTek QFS メタデータサーバーのリソースを含むリソースグループ
■ スケーラブルなデバイスグループリソースのリソースグループ
■ Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループ

注意 - このタスクを実行して、複数の Oracle RAC のサポート データベースが実行され
ているクラスタの選択済みのノードから Oracle RAC のサポート データベースを削除
できます。この場合、残りの Oracle RAC のサポート データベースが依存するリソー
スのあるリソースグループからノードを削除しないでください。たとえば、単一の
デバイスグループに依存する複数のデータベースファイルシステムを構成したとし
ます。この状況では、スケーラブルなデバイスグループのリソースが含まれているリ
ソースグループからノードを削除しないでください。

同様に、複数のデータベースが Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグ
ループに依存している場合は、このリソースグループからノードを削除しないでくだ
さい。

1. root 役割になります。

2. 削除する各 Oracle RAC のサポート データベースのリソースグループからノードを削
除します。
削除する Oracle RAC のサポート データベースごとに、次の手順を実行します。

a.   Oracle RAC のサポート を削除するノードで Oracle RAC のサポート データベー
スのリソースグループをオフラインにします。
# clresourcegroup offline -n nodelist rac-db-rg

-n nodelist

リソースグループをオフラインにするクラスタノードをコンマで区切ったリ
ストを指定します。

rac-db-rg

オフラインにするリソースグループの名前を指定します。

b.   Oracle RAC のサポート データベースのリソースグループのノードリストから
ノードを削除します。
# clresourcegroup remove-node -n nodelist rac-db-rg
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-n nodelist

リソースグループから削除するクラスタノードをコンマで区切ったリストを
指定します。

rac-db-rg

ノードを削除するリソースグループの名前を指定します。

3. Oracle データベースの Oracle Grid Infrastructure リソースが実行されているノード
のリストから削除する各ノードを削除します。
# Grid_home/bin/crsctl delete -n node-name

Grid_home

Oracle Grid Infrastructure ホームディレクトリを指定します。このディレクトリに
は、Oracle Grid Infrastructure バイナリファイルと Oracle Grid Infrastructure 構成ファ
イルが含まれています。

node-name

Oracle Grid Infrastructure リソースが実行されるノードのホスト名を指定します。

4. 削除する各ノードから、ノードを削除するリソースグループが含まれている Oracle
Solaris Cluster リソースを表す各 Oracle Grid Infrastructure リソースを削除しま
す。
Oracle Grid Infrastructure リソースは、Oracle Database コンポーネントが依存するスケー
ラブルなデバイスグループおよびスケーラブルなファイルシステムマウントポイント
の Oracle Solaris Cluster リソースごとに構成されます。
削除する Oracle Grid Infrastructure リソースごとに、リソースを削除する各ノードで次
の手順を実行します。

a.   削除する Oracle Grid Infrastructure リソースを停止します。
# Grid_home/bin/crsctl stop

b.   削除する Oracle Grid Infrastructure リソースを削除します。
# Grid_home/bin/crsctl delete res

5. Oracle ユーティリティーを使用して、Oracle RAC のサポート を削除する各ノードか
ら次の項目を削除します。

■ Oracle RAC のサポート データベース
■ Oracle Grid Infrastructure

6. StorageTek QFS メタデータサーバーのリソースを含む任意のリソースグループを、
Oracle RAC のサポート を削除しないノードに切り替えます。
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StorageTek QFS メタデータサーバーのリソースを含むリソースグループが構成されて
いない場合は、この手順を省略します。

# clresourcegroup switch -n node-to-stay qfs-mds-rg

node-to-stay リソースグループの切り替え先となるノードを指定します。この
ノードは、Oracle RAC のサポート を削除しないノードでなければ
なりません。

qfs-mds-rg 別のノードに切り替えるリソースグループの名前を指定します。

7. スケーラブルなファイルシステムマウントポイントリソースが含まれているリソース
グループからノードを削除します。
スケーラブルなファイルシステムマウントポイントリソースが含まれているリソース
グループが構成されていない場合は、この手順を省略してください。

ノードを削除するリソースグループごとに、次の手順を実行します。

a.   Oracle RAC のサポート を削除するノードでリソースグループをオフラインにし
ます。

# clresourcegroup offline -n nodelist scal-mp-rg

-n nodelist

リソースグループをオフラインにするクラスタノードをコンマで区切ったリ
ストを指定します。

scal-mp-rg

オフラインにするリソースグループの名前を指定します。

b.   リソースグループのノードリストからノードを削除します。

# clresourcegroup remove-node -n nodelist scal-mp-rg

-n nodelist

リソースグループから削除するクラスタノードをコンマで区切ったリストを
指定します。

scal-mp-rg

ノードを削除するリソースグループの名前を指定します。

8. StorageTek QFS メタデータサーバーのリソースを含む任意のリソースグループの
ノードリストから、ノードを削除します。
StorageTek QFS メタデータサーバーのリソースを含むリソースグループが構成されて
いない場合は、この手順を省略します。
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変更するリソースグループは、ステップ 6 で別のノードに切り替えたリソースグルー
プです。
# clresourcegroup remove-node -n nodelist qfs-mds-rg

-n nodelist

リソースグループから削除するクラスタノードをコンマで区切ったリストを指定
します。

qfs-mds-rg

ノードを削除するリソースグループの名前を指定します。

9. StorageTek QFS 共有ファイルシステムの構成をノードから削除します。

10. スケーラブルなデバイスグループリソースが含まれているリソースグループからノー
ドを削除します。
スケーラブルなデバイスグループリソースが含まれているリソースグループが構成さ
れていない場合は、この手順を省略してください。
ノードを削除するリソースグループごとに、次の手順を実行します。

a.   Oracle RAC のサポート を削除するノードでリソースグループをオフラインにし
ます。
# clresourcegroup offline -n nodelist scal-dg-rg

-n nodelist

リソースグループをオフラインにするクラスタノードをコンマで区切ったリ
ストを指定します。

scal-dg-rg

オフラインにするリソースグループの名前を指定します。

b.   リソースグループのノードリストからノードを削除します。
# clresourcegroup remove-node -n nodelist scal-dg-rg

-n nodelist

リソースグループから削除するクラスタノードをコンマで区切ったリストを
指定します。

scal-dg-rg

ノードを削除するリソースグループの名前を指定します。

11. ステップ 10 でリソースグループからノードを削除したことによって影響を受けたス
ケーラブルなデバイスグループから、ノードを削除します。
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この手順の実行方法は、スケーラブルなデバイスグループのタイプによって異なりま
す。

■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster 複数所有者ディスクセットごとに、次
のコマンドを入力します。

# metaset -s scal-dg-ms -d -h nodelist

-s scal-dg-ms

ノードを削除するディスクセットの名前を指定します。

-h nodelist

ディスクセットから削除するノードをスペースで区切ったリストを指定しま
す。

注記 - 複数の Oracle RAC のサポート データベースが実行されているクラスタの選択済
みノードから Oracle RAC のサポート データベースを削除する場合は、残りの手順を
省略してください。

12. Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループからノードを削除します。

a.   Oracle RAC のサポート を削除するノードでリソースグループをオフラインにし
ます。

# clresourcegroup offline -n nodelist rac-fmwk-rg

-n nodelist

リソースグループをオフラインにするクラスタノードをコンマで区切ったリ
ストを指定します。

rac-fmwk-rg

オフラインにするリソースグループの名前を指定します。

b.   リソースグループのノードリストからノードを削除します。

# clresourcegroup remove-node -n nodelist rac-fmwk-rg

-n nodelist

リソースグループから削除するクラスタノードをコンマで区切ったリストを
指定します。

rac-fmwk-rg

ノードを削除するリソースグループの名前を指定します。
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13. 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループを使用する場
合は、このグループからノードを削除します。

a.   Oracle RAC のサポート を削除するノードでリソースグループをオフラインにし
ます。
# clresourcegroup offline -n nodelist vucmm-fmwk-rg

-n nodelist

リソースグループをオフラインにするクラスタノードをコンマで区切ったリ
ストを指定します。

vucmm-fmwk-rg

オフラインにするリソースグループの名前を指定します。

b.   リソースグループのノードリストからノードを削除します。
# clresourcegroup remove-node -n nodelist vucmm-fmwk-rg

-n nodelist

リソースグループから削除するクラスタノードをコンマで区切ったリストを
指定します。

vucmm-fmwk-rg

ノードを削除するリソースグループの名前を指定します。

14. (オプション) 削除した各ノードから、Oracle RAC のサポート ソフトウェアパッケー
ジをアンインストールします。
# pkg uninstall ha-cluster/data-service/oracle-database ha-cluster/library/ucmm

15. Oracle RAC のサポート を削除した各ノードをリブートします。

例   11 選択したノードからの Oracle RAC のサポートの削除

この例では、4 ノードクラスタのノード pclus3 と pclus4 から Oracle RAC のサポー
トを削除するために必要な一連の操作を示します。
この例の Oracle RAC のサポート の構成は次のとおりです。

■ Solaris Volume Manager for Sun Cluster 上の StorageTek QFS 共有ファイルシステム
は、Oracle Database ファイルを格納するために使用されます。

■ Oracle Database ファイルに使用されるファイルシステムのマウントポイントは次の
とおりです。
■ Oracle Database ファイル: /db_qfs/OraData
■ Oracle Database バイナリファイルおよび関連ファイル: /db_qfs/OraHome
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■ oradg ディスクセットは、Oracle RAC のサポート データベースによってのみ使用
されます。

■ Oracle RAC のサポート データベースの名前は swb です。
■ StorageTek QFS 共有ファイルシステムは、oradg という名前の Solaris Volume

Manager for Sun Cluster 複数所有者ディスクセットを使用します。このディスク
セットの作成を例3「Solaris Volume Manager for Sun Cluster での複数所有者ディス
クセットの作成」に示します。

■ この構成では、複数所有者ボリュームマネージャーフレームワークリソースグルー
プを使用します。

この構成に必要なリソースグループを図2に示します。

リソースグループ 目的

vucmm-framework-rg 複数所有者のボリュームマネージャーリソースグループ。

rac-framework-rg Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループ。

scaldg-rg スケーラブルなデバイスグループリソースのリソースグループ。

qfsmds-rg StorageTek QFS メタデータサーバーリソースのリソースグルー
プ。

scalmnt-rg スケーラブルなファイルシステムマウントポイントリソースのリ
ソースグループ。

rac_server_proxy-rg Oracle RAC のサポート データベースリソースグループ。

この構成に必要なリソースグループを図2に示します。

1. Oracle RAC のサポート データベースのリソースグループからノード pclus3 と
pclus4 を削除するために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup offline -n pclus3,pclus4 rac_server_proxy-rg

# clresourcegroup remove-node -n pclus3,pclus4 rac_server_proxy-rg

2. Oracle RAC のサポート データベースの Oracle Clusterware リソースのノードリスト
からノード pclus3 と pclus4 を削除するために、次のコマンドを実行します。

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_register ora.swb.swb3.inst \

-update -r "ora.pclus3.vip"

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_register ora.swb.swb4.inst \

-update -r "ora.pclus4.vip"

3. ノード pclus3 と pclus4 から Oracle Solaris Cluster リソースを表す Oracle
Clusterware リソースを削除するために、次のコマンドを実行します。

plcus3 ノードからの Oracle データベースファイル用のリソースの削除

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_stop sun.pclus3.scaloramnt-OraData-rs

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_unregister sun.pclus3.scaloramnt-OraData-rs

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_profile -delete sun.pclus3.scaloramnt-OraData-rs \
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-dir /var/cluster/ucmm/profile

plcus3 ノードからの Oracle バイナリファイル用のリソースの削除

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_stop sun.pclus3.scaloramnt-OraHome-rs

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_unregister sun.pclus3.scaloramnt-OraHome-rs

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_profile -delete sun.pclus3.scaloramnt-OraHome-rs \

-dir /var/cluster/ucmm/profile

plcus4 ノードからの Oracle データベースファイル用のリソースの削除

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_stop sun.pclus4.scaloramnt-OraData-rs

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_unregister sun.pclus4.scaloramnt-OraData-rs

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_profile -delete sun.pclus4.scaloramnt-OraData-rs \

-dir /var/cluster/ucmm/profile

plcus4 ノードからの Oracle バイナリファイル用のリソースの削除

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_stop sun.pclus4.scaloramnt-OraHome-rs

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_unregister sun.pclus4.scaloramnt-OraHome-rs

# /db_qfs/OraHome/crs/bin/crs_profile -delete sun.pclus4.scaloramnt-OraHome-rs \

-dir /var/cluster/ucmm/profile

これらのコマンドによって、次の Oracle Solaris Cluster リソースを表す Oracle
Clusterware リソースが削除されます。
■ scaloramnt-OraData-rs – データベースファイルのファイルシステムのマウン

トポイントを表す、タイプ SUNW.ScalMountPoint のリソース
■ scaloramnt-OraHome-rs – バイナリファイルおよび関連ファイルのファイルシ

ステムのマウントポイントを表す、タイプ SUNW.ScalMountPoint のリソース

ノード pclus3 と pclus4 からリソースを削除したあとに、Oracle Database ユー
ティリティーを使用してこれらのノードから次の項目を削除します。
■ Oracle RAC のサポート データベース
■ Oracle RAC のサポート ソフトウェア
■ Oracle Clusterware ソフトウェア

これらの項目の削除については、この例では説明しません。
4. StorageTek QFS メタデータサーバーのリソースを含むリソースグループをノード

pclus1 に切り替えるために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup switch -n pclus1 qfsmds-rg

5. スケーラブルなファイルシステムのマウントポイントリソースを含むリソースグ
ループからノード pclus3 と pclus4 を削除するために、次のコマンドを実行しま
す。

# clresourcegroup offline -n pclus3,pclus4 scalmnt-rg

# clresourcegroup remove-node -n pclus3,pclus4 scalmnt-rg
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6. StorageTek QFS メタデータサーバーのリソースを含むリソースグループのノード
リストからノード pclus3 と pclus4 を削除するために、次のコマンドを実行しま
す。

# clresourcegroup remove-node -n pclus3,pclus4 qfsmds-rg

ノードリストからノード pclus3 と pclus4 を削除したあとに、これらのノードか
ら StorageTek QFS 共有ファイルシステムの構成を削除します。この操作について
は、この例では説明しません。

7. スケーラブルなデバイスグループリソースを含むリソースグループからノード
pclus3 と pclus4 を削除するために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup offline -n pclus3,pclus4 scaldg-rg

# clresourcegroup remove-node -n pclus3,pclus4 scaldg-rg

8. Solaris Volume Manager for Oracle Solaris Cluster 複数所有者ディスクセット oradg
からノード pclus3 と pclus4 を削除するために、次のコマンドを実行します。

# metaset -s oradg -d -h pclus3 pclus4

9. Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループからノード pclus3 と
pclus4 を削除するために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup offline -n pclus3,pclus4 rac-framework-rg

# clresourcegroup remove-node -n pclus3,pclus4 rac-framework-rg

10. 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループからノー
ド pclus3 と pclus4 を削除するために、次のコマンドを実行します。

# clresourcegroup offline -n pclus3,pclus4 vucmm-framework-rg

# clresourcegroup remove-node -n pclus3,pclus4 vucmm-framework-rg

フレームワークリソースグループからノード pclus3 と pclus4 を削除したあとに、必
要に応じてこれらのノードから Oracle RAC のサポート ソフトウェアパッケージを削
除できます。

削除が完了したあとのリソースグループおよびリソースのステータスは、次のとおり
です。
# clresourcegroup status

=== Cluster Resource Groups ===

Group Name             Node Name    Suspended   Status
----------             ---------    ---------   ------
rac-framework-rg       pclus1       No          Online
                       pclus2       No          Online

vucmm-framework-rg     pclus1       No          Online
                       pclus2       No          Online

scaldg-rg              pclus1       No          Online
                       pclus2       No          Online

qfsmds-rg              pclus1       No          Online
                       pclus2       No          Offline
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scalmnt-rg             pclus1       No          Online
                       pclus2       No          Online

rac_server_proxy-rg    pclus1       No          Online
                       pclus2       No          Online

# clresource status

=== Cluster Resources ===

Resource Name            Node Name    State     Status Message
-------------            ---------    -----     --------------
rac-framework-rs         pclus1       Online    Online
                         pclus2       Online    Online

crs_framework-rs         pclus1       Online    Online
                         pclus2       Online    Online

vucmm-svm-rs             pclus1       Online    Online
                         pclus2       Online    Online

scaloradg-rs             pclus1       Online    Online - Diskgroup online
                         pclus2       Online    Online - Diskgroup online

qfs-mds-rs               pclus1       Online    Online - Service is online.
                         pclus2       Offline   Offline

scaloramnt-OraData-rs    pclus1       Online    Online
                         pclus2       Online    Online

scaloramnt-OraHome-rs    pclus1       Online    Online
                         pclus2       Online    Online

rac_server_proxy-rs      pclus1       Online    Online - Oracle instance UP
                         pclus2       Online    Online - Oracle instance UP
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Oracle RAC のサポート のアップグレード

この章では、Oracle Solaris Cluster Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)の構成を
アップグレードする方法について説明します。

Oracle Solaris Cluster コアソフトウェアをアップグレードする場合は、Oracle RAC のサ
ポート ソフトウェアもアップグレードする必要があります。詳細は、『Updating Your
Oracle Solaris Cluster 4.4 Environment』を参照してください。

Oracle RAC のサポート の既存の構成には、Oracle RAC のサポート フレームワーク
リソースグループが含まれていない可能性があります。この場合は、Oracle Solaris
Cluster ソフトウェアをアップグレードしたあとで、Oracle RAC のサポート フレーム
ワークリソースグループを登録および構成する必要があります。これを行わないと、
Oracle RAC のサポート を Oracle Solaris Cluster ソフトウェアとともに実行できませ
ん。詳細は、65 ページの「Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループ
の登録と構成」を参照してください。

既存の構成をアップグレードする方法については、以降のサブセクションで説明しま
す。

■ 177 ページの「Oracle RAC のサポート のリソースのアップグレード」
■ 180 ページの「Oracle Database ファイル用のストレージリソースの追加」
■ 181 ページの「Oracle Grid Infrastructure との相互運用のためのリソースの追加」

Oracle RAC のサポート のリソースのアップグレード

Oracle RAC のサポート の旧バージョンからアップグレードする場合は、これらのリ
ソースタイプをアップグレードします。リソースタイプのアップグレード方法につ
いて説明する一般的な手順については、『规划和管理 Oracle Solaris Cluster 4.4 数据服
务』 の 「リソースタイプのアップグレード」を参照してください。

クラスタを Oracle Solaris Cluster 4.0 または 4.1 リリースからアップグレードしてい
て、Oracle Grid Infrastructure sun.storage_proxy.type リソースタイプを使用してい
る場合、そのリソースタイプおよびそのタイプのすべてのリソースを再作成してか
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ら、リソースタイプを新しい Oracle Solaris Cluster バージョンへアップグレードする必
要があります。

このセクションには、次の情報が含まれます。

■ 178 ページの「Oracle Grid Infrastructure sun.storage_proxy.type リソースタイ
プおよびリソースの再作成」

■ 179 ページの「Oracle RAC のサポート リソースタイプの新しいバージョンを登
録するための情報」

Oracle Grid Infrastructure sun.storage_proxy.
type リソースタイプおよびリソースの再作成

Oracle Solaris Cluster 4.2 リリース以降、Oracle Grid Infrastructure sun.storage_proxy.
type リソースタイプは変更されました。クラスタが Oracle Solaris Cluster 4.0 または
4.1 リリースからアップグレードされていて、sun.storage_proxy.type リソースタ
イプを使用している場合、このリソースタイプおよびこのタイプのすべてのリソース
を再作成してから、リソースタイプを新しい Oracle Solaris Cluster バージョンへアップ
グレードする必要があります。

Oracle Grid Infrastructure sun.storage_proxy.type リソース
タイプおよびリソースを再作成する方法

クラスタを Oracle Solaris Cluster 4.0 または 4.1 リリースからアップグレードした場合
は、この手順を実行して Oracle Grid Infrastructure sun.storage_proxy.type リソース
タイプおよびこのタイプのすべてのリソースを再作成してから、リソースタイプを新
しい Oracle Solaris Cluster バージョンへアップグレードします。これは、新しいリソー
スタイプバージョンで行なった変更に対応するために必要です。

1. オフライン再起動依存関係を削除します。
157 ページの「依存関係を削除する方法」の手順に従って、SUNW.
ScalMountPoint、SUNW.ScalDeviceGroup、または SUNW.scalable_acfs_proxy
リソースタイプを使用するすべての Oracle Solaris Cluster SUNW.
scalable_rac_server_proxy または SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy リソー
スに関するオフライン再起動依存関係を削除します。

これらの依存関係を削除すると、ベースにある Oracle Grid Infrastructure リソースが停
止しているときでも、Oracle Solaris Cluster リソースをオンライン状態のままにできま
す。

2. Oracle Grid Infrastructure sun.resource リソースを削除します。
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Oracle Grid Infrastructure sun.storage_proxy.type リソースタイプおよびリソースを再作成する方法

158 ページの「sun.resource リソースを削除する方法」の手順に従います。

3. Oracle Grid Infrastructure リソースタイプを削除します。
# Grid_home/bin/crsctl delete type sun.storage_proxy

4. Oracle Grid Infrastructure リソースタイプとリソースを再作成します。

■ SUNW.scalable_rac_server_proxy リソースを使用している場合
は、244 ページの「Oracle Solaris Cluster との相互運用のための Oracle Grid
Infrastructure リソースを作成する方法」の手順に従います。

■ SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy リソースを使用している場合は、『适用
于 Oracle 数据库的 Oracle® Solaris Cluster 数据服务指南』 の 「クラスター用
Oracle Grid Infrastructure ありで HA for Oracle Database を登録および構成す
る方法 (CLI)」の手順に従います。

Oracle RAC のサポート リソースタイプの新しい
バージョンを登録するための情報

注記 - クラスタが Oracle Solaris Cluster 4.0 または 4.1 リリースからアップグレードされ
ていて、Oracle Grid Infrastructure sun.storage_proxy.type リソースタイプを使用し
ている場合、そのリソースタイプおよびそのタイプのすべてのリソースを再作成して
から、Oracle RAC のサポート リソースタイプを新しい Oracle Solaris Cluster バージョ
ンへアップグレードする必要があります。178 ページの「Oracle Grid Infrastructure
sun.storage_proxy.type リソースタイプおよびリソースの再作成」の手順に従いま
す。

次の表に、Oracle RAC のサポート の各リソースタイプの名前と、そのリソースタイプ
登録 (RTR) ファイル名を示します。

表 19 Oracle RAC のサポート のリソースタイプ

リソースタイプ RTR ファイル

SUNW.crs_framework /usr/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.crs_framework

SUNW.qfs† /usr/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.qfs

SUNW.rac_framework /usr/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.rac_framework

SUNW.rac_svm /usr/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.rac_svm

SUNW.scalable_acfs_proxy /opt/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.scalable_acfs_proxy

SUNW.
scalable_asm_diskgroup_proxy

/opt/cluster/lib/rgm/rtreg/
SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy

SUNW.scalable_asm_instance /opt/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.scalable_asm_instance

第 8 章 Oracle RAC のサポート のアップグレード 179

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E75635-01&id=CLORAgjdiu
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E75635-01&id=CLORAgjdiu
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E75635-01&id=CLORAgjdiu
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E75635-01&id=CLORAgjdiu


Oracle Database ファイル用のストレージリソースの追加

リソースタイプ RTR ファイル

SUNW.
scalable_asm_instance_proxy

/opt/cluster/lib/rgm/rtreg/
SUNW.scalable_asm_instance_proxy

SUNW.
scalable_rac_server_proxy

/opt/cluster/lib/rgm/rtreg/
SUNW.scalable_rac_server_proxy

SUNW.ScalDeviceGroup /opt/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.ScalDeviceGroup

SUNW.ScalMountPoint /opt/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.ScalMountPoint

SUNW.vucmm_framework /usr/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.vucmm_framework

SUNW.vucmm_svm /usr/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.vucmm_svm

SUNW.wait_zc_boot /usr/cluster/lib/rgm/rtreg/SUNW.wait_zc_boot

†StorageTek QFS 製品で提供される。

現在登録されているリソースタイプのバージョンを判定するには、次のコマンドを使
用します。

# clresourcetype show resource-type

resource-type

バージョンを判定するリソースタイプを指定します。

登録されているかどうかに関係なく、最後にインストールされたリソースタイプの
バージョンを判定するには、次のコマンドを使用します。

# grep -i RT_VERSION /path/RTRfilename

最後にインストールされたリソースタイプのバージョンが登録されているバージョン
より新しい場合は、すべての機能を利用するために新しいバージョンに移行してくだ
さい。

注記 - 大域ゾーンでは、clsetup の Resource Group オプションにより、アップグレー
ド可能なリソースタイプのバージョンが特定されます。

Oracle Database ファイル用のストレージリソースの追加

Oracle Solaris Cluster ソフトウェアには、グローバルデバイスグループやファイルシス
テムのための障害モニタリングおよび自動障害復旧を提供するリソースタイプが含ま
れています。

Oracle Database ファイルにグローバルデバイスグループまたは共有ファイルシステム
を使用している場合は、Oracle Database ソフトウェアが依存しているストレージの可
用性を管理するためのストレージリソースを追加します。
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Oracle Grid Infrastructure との相互運用のためのリソースの追加

Oracle Database ファイル用のストレージリソースを追加する前に、Oracle RAC のサ
ポート フレームワークリソースグループ内のリソースがアップグレードされているこ
とを確認します。詳細は、177 ページの「Oracle RAC のサポート のリソースのアッ
プグレード」を参照してください。

Oracle Database ファイル用のストレージリソースを追加する手順について
は、80 ページの「Oracle Database ファイル用のストレージリソースの登録および構
成」を参照してください。

これらの手順は、ストレージ管理スキームの既存の構成にストレージリソースを追
加する場合にのみ実行します。追加のストレージ管理スキームのサポートによって
Oracle RAC のサポート の既存の構成を拡張する場合は、次のセクションを参照してく
ださい。

■ 第2章「Oracle Database ファイル用ストレージの構成」
■ 155 ページの「SUNW.vucmm_framework リソースグループにボリュームマネー

ジャーリソースを追加する方法」

Oracle Grid Infrastructure との相互運用のためのリソースの追
加

Oracle Solaris Cluster ソフトウェアには、Oracle Solaris Cluster ソフトウェアと Oracle
Grid Infrastructure の相互運用を可能にするリソースタイプが含まれています。これら
のリソースタイプにより、Oracle RAC のサポート データベースインスタンスを Oracle
Solaris Cluster から管理することも可能になります。
Oracle Grid Infrastructure との相互運用のためのリソースを追加する前に、次のセク
ションのタスクが実行されていることを確認してください。

■ 177 ページの「Oracle RAC のサポート のリソースのアップグレード」
■ 180 ページの「Oracle Database ファイル用のストレージリソースの追加」

Oracle Grid Infrastructure との相互運用のためのリソースの追加に関する詳細な手順に
ついては、99 ページの「Oracle RAC のサポート データベースインスタンスのリソー
スの構成」を参照してください。
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 A ♦  ♦  ♦        付  録  A 

このデータサービスの構成例

次のセクションでは、グローバルクラスタとゾーンクラスタの両方について、SPARC
プラットフォームでのストレージ管理方式の典型的な組み合わせ用のリソースおよび
リソースグループの構成を説明します。

■ 184 ページの「グローバルクラスタでの Oracle RAC のサポート の構成例」
■ 190 ページの「ゾーンクラスタでの Oracle RAC のサポート の構成例」
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グローバルクラスタでの Oracle RAC のサポート の構成例

グローバルクラスタでの Oracle RAC のサポート の構成例

図   1 Solaris Volume Manager for Sun Cluster を使用した Oracle RAC のサポート の構成
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グローバルクラスタでの Oracle RAC のサポート の構成例

図   2 Solaris Volume Manager for Sun Cluster および StorageTek QFS 共有ファイルシス
テムを使用した Oracle RAC のサポート の構成
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グローバルクラスタでの Oracle RAC のサポート の構成例

図   3 StorageTek QFS 共有ファイルシステムおよびハードウェア RAID を使用した
Oracle RAC のサポート の構成
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グローバルクラスタでの Oracle RAC のサポート の構成例

図   4 NAS デバイスを使用した Oracle RAC のサポート の構成
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グローバルクラスタでの Oracle RAC のサポート の構成例

図   5 Oracle ASM と Solaris Volume Manager for Sun Cluster を使用した Oracle RAC の
サポート の構成
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グローバルクラスタでの Oracle RAC のサポート の構成例

図   6 Oracle ASM およびハードウェア RAID を使用した Oracle RAC のサポート の構
成
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ゾーンクラスタでの Oracle RAC のサポート の構成例

ゾーンクラスタでの Oracle RAC のサポート の構成例

図   7 ゾーンクラスタでの Solaris Volume Manager for Sun Cluster を使用した Oracle
RAC のサポート の構成
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ゾーンクラスタでの Oracle RAC のサポート の構成例

図   8 ゾーンクラスタでの Solaris Volume Manager for Sun Cluster および StorageTek
QFS 共有ファイルシステムを使用した Oracle RAC のサポート の構成
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ゾーンクラスタでの Oracle RAC のサポート の構成例

図   9 ゾーンクラスタでの StorageTek QFS 共有ファイルシステムおよびハードウェア
RAID を使用した Oracle RAC のサポート の構成
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ゾーンクラスタでの Oracle RAC のサポート の構成例

図   10 ゾーンクラスタでの NAS デバイスを使用した Oracle RAC のサポート の構成
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ゾーンクラスタでの Oracle RAC のサポート の構成例

図   11 ゾーンクラスタでの Oracle ASM および Solaris Volume Manager for Sun Cluster
を使用した Oracle RAC のサポート の構成
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ゾーンクラスタでの Oracle RAC のサポート の構成例

図   12 ゾーンクラスタでの Oracle ASM およびハードウェア RAID を使用した Oracle
RAC のサポート の構成

付録A このデータサービスの構成例 195



196 Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clusters ガイド • 2018 年 8 月



 B ♦  ♦  ♦        付  録  B 

DBMS のエラーおよび記録される警告について
の事前設定アクション

次に、データベース管理システム (DBMS) のエラーおよび記録される警告の事前設定
アクションを示します。

■ アクションが事前設定されている DBMS のエラーは、表20に示されています。
■ アクションが事前設定されている記録される警告は、表21に示されています。

表 20 DBMS のエラーの事前設定アクション

エラー
番号

アクショ
ン

接続状態 新規ス
テータス

メッセージ

18 NONE co di Max. number of DBMS sessions exceeded

20 NONE co di Max. number of DBMS processes exceeded

28 NONE on di Session killed by DBA, will reconnect

50 RESTART * di O/S error occurred while obtaining an enqueue. See o/s error.

51 NONE * di timeout occurred while waiting for resource

55 NONE * * maximum number of DML locks in DBMS exceeded

62 STOP * di Need to set DML_LOCKS in init.ora file to value other than 0

107 RESTART * di failed to connect to ORACLE listener process

257 NONE * di archiver error. Connect internal only, until freed.

290 RESTART * di Operating system archival error occurred. Check alert log.

447 RESTART * di fatal error in background process

448 RESTART * di normal completion of background process

449 RESTART * di background process `%s' unexpectedly terminated with error %s

470 RESTART * di Oracle background process died

471 RESTART * di Oracle background process died

472 RESTART * di Oracle background process died

473 RESTART * di Oracle background process died

474 RESTART * di SMON died, warm start required

475 RESTART * di Oracle background process died

476 RESTART * di Oracle background process died
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エラー
番号

アクショ
ン

接続状態 新規ス
テータス

メッセージ

477 RESTART * di Oracle background process died

480 RESTART * di LCK* process terminated with error

481 RESTART * di LMON process terminated with error

482 RESTART * di LMD* process terminated with error

602 RESTART * di internal programming exception

604 NONE on di Recursive error

705 RESTART * di inconsistent state during start up

942 NONE on * Warning - V$SYSSTAT not accessible - check grant on V_$SYSSTAT

1001 NONE on di Lost connection to database

1002 NONE on * Internal error in HA-DBMS Oracle

1003 NONE on di Resetting database connection

1012 NONE on di Not logged on

1012 RESTART di co Not logged on

1014 NONE * * ORACLE shutdown in progress

1017 STOP * * Please correct login information in HA-DBMS Oracle database
configuration

1031 NONE on * Insufficient privileges to perform DBMS operations - check Oracle
user privileges

1033 NONE co co Oracle is in the shutdown or initialization process

1033 NONE * di Oracle is in the shutdown or initialization process

1034 RESTART co co Oracle is not available

1034 RESTART di co Oracle is not available

1034 NONE on di Oracle is not available

1035 RESTART co co Access restricted - restarting database to reset

1041 NONE on di

1041 NONE di co

1045 NONE co * Fault monitor user lacks CREATE SESSION privilege logon denied.

1046 RESTART * di cannot acquire space to extend context area

1050 RESTART * di cannot acquire space to open context area

1053 RESTART * * user storage address cannot be read or written

1054 RESTART * * user storage address cannot be read or written

1075 NONE co on Already logged on

1089 NONE on di immediate shutdown in progresss

1089 NONE * * Investigate! Could be hanging!

1090 NONE * di shutdown in progress - connection is not permitted

1092 NONE * di ORACLE instance terminated. Disconnection forced

1513 RESTART * * invalid current time returned by operating system

1542 NONE on * table space is off-line - please correct!
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エラー
番号

アクショ
ン

接続状態 新規ス
テータス

メッセージ

1552 NONE on * rollback segment is off-line - please correct!

1950 NONE on * Insufficient privileges to perform DBMS operations - check Oracle
user privileges

2701 STOP * * HA-DBMS Oracle error - ORACLE_HOME did not get set!

2703 RESTART * di

2704 RESTART * di

2709 RESTART * di

2710 RESTART * di

2719 RESTART * di

2721 RESTART * *

2726 STOP * * Could not locate ORACLE executables - check ORACLE_HOME setting

2735 RESTART * * osnfpm: cannot create shared memory segment

2811 RESTART * * Unable to attach shared memory segment

2839 RESTART * * Sync of blocks to disk failed.

2840 RESTART * *

2846 RESTART * *

2847 RESTART * *

2849 RESTART * *

2842 RESTART * * Client unable to fork a server - Out of memory

3113 RESTART co di lost connection

3113 NONE on di lost connection

3113 NONE di di lost connection

3114 NONE * co Not connected?

4030 RESTART * *

4032 RESTART * *

4100 RESTART * * communication area cannot be allocated insufficient memory

6108 STOP co * Can't connect to remote database - make sure SQL*Net server is up

6114 STOP co * Can't connect to remote database - check SQL*Net configuration

7205 RESTART * di

7206 RESTART * di

7208 RESTART * di

7210 RESTART * di

7211 RESTART * di

7212 RESTART * di

7213 RESTART * di

7214 RESTART * di

7215 RESTART * di

7216 RESTART * di
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エラー
番号

アクショ
ン

接続状態 新規ス
テータス

メッセージ

7218 RESTART * di

7219 RESTART * * slspool: unable to allocate spooler argument buffer.

7223 RESTART * * slspool: fork error, unable to spawn spool process. - Resource
limit reached

7224 RESTART * *

7229 RESTART * *

7232 RESTART * *

7234 RESTART * *

7238 RESTART * * slemcl: close error.

7250 RESTART * *

7251 RESTART * *

7252 RESTART * *

7253 RESTART * *

7258 RESTART * *

7259 RESTART * *

7263 RESTART * *

7269 RESTART * *

7279 RESTART * *

7280 RESTART * *

7296 RESTART * *

7297 RESTART * *

7306 RESTART * *

7310 RESTART * *

7315 RESTART * *

7321 RESTART * *

7322 RESTART * *

7324 RESTART * *

7325 RESTART * *

7351 RESTART * *

7361 RESTART * *

7404 RESTART * *

7414 RESTART * *

7415 RESTART * *

7417 RESTART * *

7418 RESTART * *

7419 RESTART * *

7430 RESTART * *

7455 RESTART * *
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エラー
番号

アクショ
ン

接続状態 新規ス
テータス

メッセージ

7456 RESTART * *

7466 RESTART * *

7470 RESTART * *

7475 RESTART * *

7476 RESTART * *

7477 RESTART * *

7478 RESTART * *

7479 RESTART * *

7481 RESTART * *

9706 RESTART * *

9716 RESTART * *

9718 RESTART * *

9740 RESTART * *

9748 RESTART * *

9747 RESTART * *

9749 RESTART * *

9751 RESTART * *

9755 RESTART * *

9757 RESTART * *

9756 RESTART * *

9758 RESTART * *

9761 RESTART * *

9765 RESTART * *

9779 RESTART * *

9829 RESTART * *

9831 RESTART * *

9834 RESTART * *

9836 RESTART * *

9838 RESTART * *

9837 RESTART * *

9844 RESTART * *

9845 RESTART * *

9846 RESTART * *

9847 RESTART * *

9853 RESTART * *

9854 RESTART * *

9856 RESTART * *
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エラー
番号

アクショ
ン

接続状態 新規ス
テータス

メッセージ

9874 RESTART * *

9876 RESTART * *

9877 RESTART * *

9878 RESTART * *

9879 RESTART * *

9885 RESTART * *

9888 RESTART * *

9894 RESTART * *

9909 RESTART * *

9912 RESTART * *

9913 RESTART * *

9919 RESTART * *

9943 RESTART * *

9947 RESTART * *

9948 RESTART * *

9949 RESTART * *

9950 RESTART * *

12505 STOP * * TNS:listener could not resolve SID given in connect descriptor.
Check listener configuration file.

12541 STOP * * TNS:no listener. Please verify connect_string property, listener
and TNSconfiguration.

12545 SWITCH * * Please check HA-Oracle parameters. Connect failed because target
host or object does not exist

27100 STOP * * Shared memory realm already exists

99999 RESTART * di Monitor detected death of Oracle background processes.

表 21 記録される警告の事前設定アクション

警告文字列 アク
ション

接続状態 新規
ス
テー
タス

メッセージ

ORA-07265 RESTART * di Semaphore access problem

found dead
multi-threaded
server

NONE * * Warning: Multi-threaded Oracle server process died
(restarted automatically)

found dead
dispatcher

NONE * * Warning: Oracle dispatcher process died (restarted
automatically)
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 C ♦  ♦  ♦        付  録  C 

Oracle RAC のサポート 拡張プロパティー

各 Oracle RAC のサポート リソースタイプに対して設定できる拡張プロパティーは、
次のセクションに一覧表示されています。

■ 203 ページの「SUNW.crs_framework 拡張プロパティー」
■ 204 ページの「SUNW.rac_framework 拡張プロパティー」
■ 205 ページの「SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy 拡張プロパティー」
■ 207 ページの「SUNW.scalable_asm_instance_proxy 拡張プロパティー」
■ 208 ページの「SUNW.scalable_rac_server_proxy 拡張プロパティー」
■ 211 ページの「SUNW.ScalDeviceGroup 拡張プロパティー」
■ 213 ページの「SUNW.ScalMountPoint 拡張プロパティー」
■ 216 ページの「SUNW.vucmm_framework 拡張プロパティー」
■ 216 ページの「SUNW.vucmm_svm 拡張プロパティー」
■ 219 ページの「SUNW.wait_zc_boot 拡張プロパティー」

一部の拡張プロパティーは、動的に更新できます。ただし、その他は、リソースを
作成または無効にするときだけ更新できます。「調整可能」エントリは、各プロパ
ティーを更新できるタイミングを示しています。

すべてのシステム定義プロパティーについては、rg_properties(7) のマニュアルペー
ジを参照してください。

SUNW.crs_framework 拡張プロパティー

SUNW.crs_framework リソースタイプには拡張プロパティーはありません。
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SUNW.rac_framework 拡張プロパティー

Reservation_timeout

このプロパティーは、Oracle RAC のサポート の再構成の予約ステップに対するタ
イムアウト値を秒単位で指定します。
データ型: 整数
デフォルト: 325
範囲: 100–99999 秒
調整可能: いつでも

SUNW.scalable_acfs_proxy の拡張プロパティー

acfs_mountpoint

このプロパティーは、Oracle ACFS ファイルシステムのマウントポイントを指定し
ます。

データ型 文字列

デフォルト デフォルトは定義されていません

最小長 1

調整可能 無効の場合

Debug_level

注記 - Oracle ACFS プロキシリソースが発行するすべての SQL*Plus メッセージ
は、/var/opt/SUNWscor/oracle_asm/message_log.${RESOURCE} ログファイルに書
き込まれます。

このプロパティーは、Oracle ACFS プロキシ用のモニターからのデバッグメッセー
ジがログに記録されるレベルを示します。デバッグレベルを上げると、次に示す
とおり、より多くのデバッグメッセージがシステムログ /var/adm/messages に書
き込まれます。

0 デバッグメッセージなし

1 関数の開始および終了メッセージ
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2 すべてのデバッグメッセージと関数の開始/終了メッセージ
リソースをマスターできる各ノードに対して Debug_level 拡張プロパティーの異
なる値を指定できます。

データ型 整数

範囲 0–2

デフォルト 0

調整可能 いつでも

Proxy_probe_interval

このプロパティーは、このリソースがプロキシとして機能している Oracle ACFS
リソースの検証の間隔 (秒単位) を指定します。

データ型 整数

範囲 5–300

デフォルト 30

調整可能 いつでも

Proxy_probe_timeout

このプロパティーは、プロキシモニターが、このリソースがプロキシとして機能
している Oracle ACFS リソースのステータスを確認するときに使用するタイムア
ウト値 (秒単位) を指定します。

データ型 整数

範囲 5–120

デフォルト 60

調整可能 いつでも

SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy 拡張プロパティー

asm_diskgroups

このプロパティーは、Oracle ASM ディスクグループを指定します。必要に応じ
て、複数の Oracle ASM ディスクグループをコンマ区切りリストとして指定できま
す。
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データ型: 文字列配列
デフォルト: 該当なし
範囲: 該当なし
調整可能: 無効の場合

Debug_level (整数)

注記 - Oracle ASM ディスクグループリソースが発行するすべての SQL*Plus お
よび srvmgr メッセージは、/var/opt/SUNWscor/oracle_asm/message_log.
${RESOURCE} ログファイルに書き込まれます。

このプロパティーは、Oracle ASM ディスクグループリソースのデバッグメッセー
ジをどのレベルまで記録するかを示します。デバッグレベルを上げると、次に示
すとおり、より多くのデバッグメッセージがシステムログ /var/adm/messages に
書き込まれます。

0 デバッグメッセージなし

1 関数の開始および終了メッセージ

2 すべてのデバッグメッセージと関数の開始/終了メッセージ
リソースをマスターできる各ノードに対して Debug_level 拡張プロパティーの異
なる値を指定できます。
範囲: 0–2
デフォルト: 0
調整可能: いつでも

Proxy_probe_interval(整数)

このリソースがプロキシとして機能しているクラスタ Oracle ASM ディスクグルー
プリソースのステータスを確認するときにプロキシモニターが使用するタイムア
ウト値を秒単位で指定します。
範囲: 5–120
デフォルト: 30
調整可能: いつでも

Proxy_probe_timeout(整数)

このプロパティーは検証コマンドのタイムアウト値を秒単位で指定します。
範囲: 5–120
デフォルト: 60
調整可能: いつでも
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SUNW.scalable_asm_instance_proxy 拡張プロパティー

asm_diskgroups

このプロパティーは、Oracle ASM ディスクグループを指定します。必要に応じ
て、複数の Oracle ASM ディスクグループをコンマ区切りリストとして指定できま
す。
データ型: 文字列配列
デフォルト: 該当なし
範囲: 該当なし
調整可能: 無効の場合

crs_home

このプロパティーは Oracle Grid Infrastructure ホームディレクトリへのフルパス
を指定します。Oracle Grid Infrastructure ホームディレクトリには、Oracle Grid
Infrastructure ソフトウェアのバイナリファイル、ログファイル、およびパラメータ
ファイルが含まれています。
データ型: 文字列
範囲: 該当なし
デフォルト: デフォルトは定義されていません
調整可能: 無効の場合

Debug_level

注記 - クラスタ Oracle ASM インスタンスプロキシリソースが発行するすべて
の SQL*Plus および srvmgr メッセージは、/var/opt/SUNWscor/oracle_asm/
message_log.${RESOURCE} ログファイルに書き込まれます。

このプロパティーは、クラスタ Oracle ASM インスタンスプロキシのモニターか
らのデバッグメッセージをどのレベルまで記録するかを示します。デバッグレベ
ルを上げると、次に示すとおり、より多くのデバッグメッセージがシステムログ
/var/adm/messages に書き込まれます。

0 デバッグメッセージなし

1 関数の開始および終了メッセージ

2 すべてのデバッグメッセージと関数の開始/終了メッセージ
リソースをマスターできる各ノードに対して Debug_level 拡張プロパティーの異
なる値を指定できます。
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データ型: 整数
範囲: 0–2
デフォルト: 0
調整可能: いつでも

Oracle_home

このプロパティーは Oracle ホームディレクトリへのフルパスを指定します。
Oracle Database ホームディレクトリには、Oracle ソフトウェアのバイナリファイ
ル、ログファイル、およびパラメータファイルが含まれています。
データ型: 文字列
範囲: 該当なし
デフォルト: デフォルトは定義されていません
調整可能: 無効の場合

Proxy_probe_timeout

このリソースがプロキシとして機能している Oracle Grid Infrastructure リソースの
ステータスを確認するときにプロキシモニターが使用するタイムアウト値を秒単
位で指定します。
データ型: 整数
範囲: 5–120
デフォルト: 60
調整可能: いつでも

Proxy_probe_interval

このプロパティーは、このリソースがプロキシとして機能している Oracle Grid
Infrastructure リソースの検証間隔を秒単位で指定します。
データ型: 整数
範囲: 5–120
デフォルト: 60
調整可能: いつでも

SUNW.scalable_rac_server_proxy 拡張プロパティー

Client_retries

このプロパティーは、リソースのリモート手続き呼び出し (RPC) クライアントが
プロキシデーモンに接続する最大試行回数を指定します。
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データ型: 整数
範囲: 1–25
デフォルト: 3
調整可能: 無効の場合

Client_retry_interval

このプロパティーは、リソースの RPC クライアントがプロキシデーモンへの接続
を試行する間隔を秒単位で指定します。
データ型: 整数
範囲: 1–3600
デフォルト: 5
調整可能: 無効の場合

crs_home

このプロパティーは、Oracle Grid Infrastructure ソフトウェアが配置されるディレク
トリを指定します。
データ型: 文字列
範囲: 該当なし
デフォルト: デフォルトは定義されていません
調整可能: 無効の場合

db_name

このプロパティーは、このリソースに関連付けられている特定の Oracle RAC のサ
ポート データベースを一意に識別する名前を指定します。この識別子により、そ
のデータベースと、システム上で同時に実行されるほかのデータベースが区別さ
れます。Oracle RAC のサポート データベースの名前は、Oracle RAC のサポート
のインストール時に指定します。
データ型: 文字列
範囲: 該当なし
デフォルト: デフォルトは定義されていません
調整可能: 無効の場合

Debug_level

このプロパティーは、Oracle RAC のサポート プロキシサーバーのコンポー
ネントからのデバッグメッセージをどのレベルまで記録するかを示しま
す。デバッグレベルを上げると、より多くのデバッグメッセージがログ
ファイルに書き込まれます。これらのメッセージは、/var/opt/SUNWscor/
scalable_rac_server_proxy/message_log.rs ファイルに記録されます。ここ
で、rs は Oracle RAC のサポート プロキシサーバーコンポーネントを表すリソー
スの名前です。
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リソースをマスターできる各ノードに対して Debug_level 拡張プロパティーの異
なる値を指定できます。
データ型: 整数
範囲: 0–100
デフォルト: 1 で、syslog メッセージを記録します
調整可能: いつでも

Monitor_probe_interval

このプロパティーは、このリソースがプロキシとして機能している Oracle Grid
Infrastructure リソースの検証間隔を秒単位で指定します。
データ型: 整数
範囲: 10–3600
デフォルト: 300
調整可能: いつでも

Oracle_home

このプロパティーは、Oracle Database ホームディレクトリへのフルパスを指定し
ます。Oracle Database ホームディレクトリには、Oracle Database ソフトウェアのバ
イナリファイル、ログファイル、およびパラメータファイルが含まれています。
データ型: 文字列
範囲: 該当なし
デフォルト: デフォルトは定義されていません
調整可能: 無効の場合

Proxy_probe_timeout

このリソースがプロキシとして機能している Oracle Grid Infrastructure リソースの
ステータスを確認するときにプロキシモニターが使用するタイムアウト値を秒単
位で指定します。
データ型: 整数
範囲: 5–3600
デフォルト: 120
調整可能: いつでも

Startup_wait_count

このプロパティーは、Oracle Grid Infrastructure ソフトウェアが完全に起動されたこ
とを、このリソースが最大何回まで確認するか (最大試行回数) を指定します。こ
の試行間隔は、Proxy_probe_timeout 拡張プロパティーの値の 2 倍です。
このリソースでは、Oracle RAC のサポート データベースインスタンスを起動しよ
うとする前に、Oracle Grid Infrastructure ソフトウェアが起動されていることを確認
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する必要があります。試行回数の最大値を超えた場合、リソースはデータベース
インスタンスの起動を試行しません。
データ型: 整数
範囲: 10–600
デフォルト: 20
調整可能: 無効の場合

User_env

このプロパティーは、データベースの起動または停止前に設定される環境変数を
格納するファイルの名前を指定します。このファイルには、値が Oracle Database
のデフォルト値と異なるすべての環境変数を指定する必要があります。
たとえば、/var/opt/oracle ディレクトリまたは oracle-home/network/admin
ディレクトリの下にユーザーの listener.ora ファイルがない場合があります。
その場合は、TNS_ADMIN 環境変数を定義する必要があります。
定義される各環境変数の定義は、variable-name=value という形式に従う必要があ
ります。環境ファイル内では、定義ごとに改行します。
リソースをマスターできる各ノードに対して User_env 拡張プロパティーの異な
る値を指定できます。
データ型: 文字列
範囲: 該当なし
デフォルト: デフォルトは定義されていません
調整可能: いつでも

SUNW.ScalDeviceGroup 拡張プロパティー

Debug_level

このプロパティーは、このタイプのリソースからのデバッグメッセージをどの
レベルまで記録するかを指定します。デバッグレベルを上げると、より多くのデ
バッグメッセージがログファイルに書き込まれます。
データ型: 整数
デフォルト: 0
範囲: 0–10
調整可能: いつでも

Diskgroupname

このプロパティーは、リソースが表すデバイスグループの名前を指定します。こ
のプロパティーには次の項目を設定してください。
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■ 既存の Solaris Volume Manager for Sun Cluster 複数所有者ディスクセットの名
前。この名前は、ディスクセットの作成に使用した metaset(1M) コマンドで
指定したものです。

指定するデバイスグループの要件は次のとおりです。
■ デバイスグループは、既存の有効な複数所有者ディスクセットまたは共有ディ

スクグループである必要があります。
■ デバイスグループがリソースをマスターできるすべてのノードでホストされて

いる必要があります。
■ デバイスグループがスケーラブルデバイスグループリソースをマスターできる

すべてのノードからアクセス可能である必要があります。
■ デバイスグループは、少なくとも 1 つのボリュームを含む必要があります。

データ型: 文字列
デフォルト: デフォルトは定義されていません
範囲: 該当なし
調整可能: 無効の場合

Logicaldevicelist

このプロパティーは、リソースの障害モニターがモニターする論理ボリュームの
コンマ区切りリストを指定します。ゾーンクラスタで Solaris Volume Manager for
Sun Cluster を使用し、メタセット内のすべてのデバイスを使用しない場合は、こ
のプロパティーを設定する必要があります。それ以外の場合、このプロパティー
はオプションです。このプロパティーの値を指定しないと、デバイスグループ内
のすべての論理ボリュームがモニターされます。
デバイスグループのステータスは、モニターされる個々の論理ボリュームのス
テータスから導出されます。モニター対象のすべての論理ボリュームが健全で
あれば、そのデバイスグループは健全です。いずれかのモニター対象の論理ボ
リュームに障害がある場合、そのデバイスグループには障害があります。
個々の論理ボリュームのステータスを取得するには、そのボリュームのボリュー
ムマネージャーにクエリーします。クエリーを行なっても Solaris Volume Manager
for Sun Cluster ボリュームのステータスを判別できない場合、障害モニターは、
ファイルへの入出力 (I/O) 操作を実行してステータスを確認します。
デバイスグループに障害があることが見つかると、そのグループを表すリソース
のモニタリングが停止され、そのリソースは無効状態に変更されます。

注記 - ミラー化ディスクの場合、1つのサブミラーだけに障害があっても、デバイスグ
ループは健全であると見なされます。

指定する各論理ボリュームの要件は次のとおりです。
■ 論理ボリュームが存在する必要があります。
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■ 論理ボリュームが、diskgroupname プロパティーが指定するデバイスグルー
プに含まれている必要があります。

■ 論理ボリュームが、スケーラブルデバイスグループリソースをマスターできる
すべてのノードからアクセス可能である必要があります。

データ型: 文字列配列
デフォルト: ""
範囲: 該当なし
調整可能: いつでも

Monitor_retry_count

このプロパティーは、プロセスモニター機能 (PMF) による障害モニターの再起動
の最大試行回数を指定します。
データ型: 整数
デフォルト: 4
範囲: 範囲は定義されていません
調整可能: いつでも

Monitor_retry_interval

このプロパティーは、PMF が障害モニターの再起動回数をカウントする期間を分
単位で指定します。
データ型: 整数
デフォルト: 2
範囲: 範囲は定義されていません
調整可能: いつでも

SUNW.ScalMountPoint 拡張プロパティー

Debug_level

このプロパティーは、ファイルシステムマウントポイントのリソースからのデ
バッグメッセージをどのレベルまで記録するかを指定します。デバッグレベルを
上げると、より多くのデバッグメッセージがログファイルに書き込まれます。
データ型: 整数
デフォルト: 0
範囲: 0–10
調整可能: いつでも
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Filesystemtype

このプロパティーは、リソースが表すマウントポイントを持つファイルシステム
の種類を指定します。このプロパティーは必須です。このプロパティーには次に
示す値の 1 つを設定します。

nas ファイルシステムが 認定済み NAS デバイス上のファイルシ
ステムであることを指定します。

s-qfs ファイルシステムが StorageTek QFS 共有ファイルシステムで
あることを指定します。

データ型: 文字列
デフォルト: デフォルトは定義されていません
範囲: 該当なし
調整可能: 無効の場合

Iotimeout

このプロパティーは、障害モニターが入出力 (I/O) 検証に使用するタイムアウト値
を秒単位で指定します。マウントされたファイルシステムが使用可能かどうかを
判定するために、障害モニターは、そのファイルシステム上のテストファイルに
対して、オープン、読み取り、書き込みなどの I/O 操作を実行します。I/O 操作が
タイムアウト時間内に完了しない場合、障害モニターはエラーレポートを作成し
ます。
データ型: 整数
デフォルト: 300
範囲: 5–300
調整可能: いつでも

Monitor_retry_count

このプロパティーは、プロセスモニター機能 (PMF) による障害モニターの再起動
の最大試行回数を指定します。
データ型: 整数
デフォルト: 4
範囲: 範囲は定義されていません
調整可能: いつでも

Monitor_retry_interval

このプロパティーは、PMF が障害モニターの再起動回数をカウントする期間を分
単位で指定します。
データ型: 整数
デフォルト: 2
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範囲: 範囲は定義されていません
調整可能: いつでも

Mountoptions

このプロパティーは、リソースが表すファイルシステムがマウントされるときに
使用されるマウントオプションのコンマで区切ったリストを指定します。このプ
ロパティーはオプションです。このプロパティーの値を指定しないと、マウント
オプションは、ファイルシステムのデフォルトの表から取得されます。
■ StorageTek QFS 共有ファイルシステムの場合、これらのオプションは /etc/

opt/SUNWsamfs/samfs.cmd ファイルから取得されます。
■ 認定済み NAS デバイス上のファイルシステムの場合、これらのオプションは

/etc/vfstab ファイルから取得されます。

このプロパティーによって指定するマウントオプションは、ファイルシステムの
デフォルト表内のマウントオプションをオーバーライドします。
データ型: 文字列
デフォルト: ""
範囲: 該当なし
調整可能: 無効の場合

Mountpointdir

このプロパティーは、リソースが表すファイルシステムのマウントポイントを指
定します。マウントポイントは、マウント時にファイルシステムがファイルシス
テム階層に接続されるディレクトリへのフルパスです。このプロパティーは必須
です。
指定するディレクトリは既存のディレクトリでなければなりません。
データ型: 文字列
デフォルト: デフォルトは定義されていません
範囲: 該当なし
調整可能: 無効の場合

Targetfilesystem

このプロパティーは、mountpointdir 拡張プロパティーが指定するマウントポイ
ントにマウントされるファイルシステムを指定します。このプロパティーは必須
です。このファイルシステムのタイプは、Filesystemtype プロパティーで指定
されるタイプに一致している必要があります。このプロパティーの書式は、ファ
イルシステムの種類によって次のように異なります。
■ StorageTek QFS 共有ファイルシステムの場合、このプロパティーにはファイル

システムの作成時にファイルシステムに割り当てられた名前を設定します。
ファイルシステムは、正しく構成してください。詳細は、StorageTek QFS 共有
ファイルシステムのドキュメントを参照してください。
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■ 認定済み NAS デバイス上のファイルシステムの場合、このプロパティーには
nas-device:path を設定します。この書式の各項目の意味は次のとおりです。

nas-device

ファイルシステムをエクスポートしている 認定済み NAS デバイスの名前
を指定します。この名前は必要に応じてドメインで修飾できます。

path

認定済み NAS デバイスがエクスポートしているファイルシステムへのフ
ルパスを指定します。

認定済み NAS デバイスとファイルシステムは、Sun Cluster で使用できるよ
うにすでに構成されている必要があります。詳細は、『Managing Network-
Attached Storage Devices in an Oracle Solaris Cluster 4.4 Environment』を参照して
ください。

データ型: 文字列
デフォルト: デフォルトは定義されていません
範囲: 該当なし
調整可能: 無効の場合

SUNW.vucmm_framework 拡張プロパティー

Reservation_timeout

このプロパティーは、フレームワークの再構成の予約ステップに対するタイムア
ウト (秒単位) を指定します。
データ型: 整数
デフォルト: 325
範囲: 100–99999 秒
調整可能: いつでも

SUNW.vucmm_svm 拡張プロパティー

Debug_level

このプロパティーは、Solaris Volume Manager for Oracle Solaris Cluster コンポーネ
ントからのデバッグメッセージをどのレベルまで記録するかを指定します。デ
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バッグレベルを上げると、再構成中に、より多くのメッセージがログファイルに
書き込まれます。
データ型: 整数
デフォルト: 1 で、syslog メッセージを記録します
範囲: 0–10
調整可能: いつでも

Svm_abort_step_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークの Solaris
Volume Manager for Sun Cluster モジュールの再構成の中止ステップに対するタイム
アウト値を秒単位で指定します。
データ型: 整数
デフォルト: 120
範囲: 30–99999 秒
調整可能: いつでも

Svm_return_step_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークの Solaris
Volume Manager for Sun Cluster モジュールの再構成の戻りステップに対するタイム
アウト値を秒単位で指定します。
データ型: 整数
デフォルト: 120
範囲: 30–99999 秒
調整可能: いつでも

Svm_start_step_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークの Solaris
Volume Manager for Sun Cluster モジュールの再構成の開始ステップに対するタイム
アウト値を秒単位で指定します。
データ型: 整数
デフォルト: 120
範囲: 30–99999 秒
調整可能: いつでも

Svm_step1_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークの Solaris
Volume Manager for Sun Cluster モジュールの再構成のステップ 1 に対するタイムア
ウト値を秒単位で指定します。
データ型: 整数
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デフォルト: 120
範囲: 30–99999 秒
調整可能: いつでも

Svm_step2_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークの Solaris
Volume Manager for Sun Cluster モジュールの再構成のステップ 2 に対するタイムア
ウト値を秒単位で指定します。
データ型: 整数
デフォルト: 120
範囲: 30–99999 秒
調整可能: いつでも

Svm_step3_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークの Solaris
Volume Manager for Sun Cluster モジュールの再構成のステップ 3 に対するタイムア
ウト値を秒単位で指定します。
データ型: 整数
デフォルト: 120
範囲: 30–99999 秒
調整可能: いつでも

Svm_step4_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークの Solaris
Volume Manager for Sun Cluster モジュールの再構成のステップ 4 に対するタイムア
ウト値を秒単位で指定します。
データ型: 整数
デフォルト: 120
範囲: 100–99999 秒
調整可能: いつでも

Svm_stop_step_timeout

このプロパティーは、ボリュームマネージャー再構成フレームワークの Solaris
Volume Manager for Sun Cluster モジュールの再構成の停止ステップに対するタイム
アウト値を秒単位で指定します。
データ型: 整数
デフォルト: 40
範囲: 30–99999 秒
調整可能: いつでも
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SUNW.wait_zc_boot 拡張プロパティー

Zcname

このプロパティーは、依存リソースより先にブートする必要があるゾーンクラス
タの名前を指定します。
データ型: 文字列
デフォルト: デフォルトは定義されていません
範囲: 該当なし
調整可能: 無効の場合
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 D ♦  ♦  ♦        付  録  D 

コマンド行のオプション

Oracle Solaris Cluster の保守コマンドを使用すると、スクリプトを使用してフレーム
ワークリソースグループの作成、変更、および削除を自動化できます。この処理を自
動化することで、クラスタ内の多くのノードに同じ構成情報を伝播する時間が短縮さ
れます。

この付録には次のセクションが含まれています。

■ 221 ページの「Oracle RAC のサポート 拡張プロパティーの設定」
■ 222 ページの「Oracle Solaris Cluster の保守コマンドを使用したフレームワークリ

ソースグループの登録と構成」
■ 227 ページの「Oracle ASM リソースグループの登録と構成 (CLI)」
■ 231 ページの「Oracle Solaris Cluster の保守コマンドを使用したストレージ管理リ

ソースの作成」
■ 240 ページの「Oracle Solaris Cluster の保守コマンドを使用した Oracle Grid

Infrastructure との相互運用のためのリソースの作成」

Oracle RAC のサポート 拡張プロパティーの設定

以降のセクションの手順では、リソースの登録と構成について説明します。これらの
手順では、Oracle RAC のサポート で設定が必要な拡張プロパティーのみを設定する方
法について説明します。必要に応じて、追加の拡張プロパティーを設定してデフォル
ト値をオーバーライドすることもできます。詳細は、次のセクションを参照してくだ
さい。

■ 119 ページの「Oracle RAC のサポート の調整」
■ 付録C Oracle RAC のサポート 拡張プロパティー
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Oracle Solaris Cluster の保守コマンドを使用したフレーム
ワークリソースグループの登録と構成

このセクションの各タスクは、66 ページの「Oracle RAC のサポート フレームワーク
リソースグループを登録および構成する方法 (clsetup)」のリソース構成ステップの
代替となるものです。複数所有者ボリュームマネージャーフレームワークの構成につ
いても説明しますが、現時点では clsetup を使用してこのフレームワークを構成する
ことはできません。このセクションでは、次の情報を示します。

■ 222 ページの「フレームワークリソースグループの概要」
■ 223 ページの「Oracle Solaris Cluster の保守コマンドを使用してグローバルクラス

タ内でフレームワークリソースグループを登録および構成する方法」
■ 226 ページの「Oracle Solaris Cluster の保守コマンドを使用して、ゾーンクラスタ

で Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループを登録および構成する
方法」

フレームワークリソースグループの概要

このセクションでは、次のフレームワークリソースグループについて説明します。

■ 222 ページの「Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループ」
■ 223 ページの「複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ

ループ」

Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループ

Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループによって、Oracle RAC のサ
ポート を Oracle Solaris Cluster で実行できるようになります。このリソースグループ
には、次のシングルインスタンスリソースタイプのインスタンスが含まれています。

■ Oracle Solaris Cluster コマンドを使用して Oracle RAC のサポート を管理できるフ
レームワークを表す SUNW.rac_framework

注記 - Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループ用に定義されているリ
ソースタイプでは、Resource Group Manager (RGM) によって Oracle RAC のインスタン
スを管理することはできません。
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る方法

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグ
ループ

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループにより、
Oracle RAC のサポート で複数所有者共有ストレージ機能を使用できるようになりま
す。

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループは、SUNW.
vucmm_framework リソースタイプに基づいています。このリソースグループには、複
数所有者ボリュームマネージャーフレームワーク用のボリュームマネージャーリソー
スである SUNW.vucmm_svm が含まれています。

Oracle Solaris Cluster の保守コマンドを使用してグ
ローバルクラスタ内でフレームワークリソースグルー
プを登録および構成する方法

この手順は、グローバルクラスタの 1 つのノードのみで実行します。

1. root 役割になるか、RBAC 承認 solaris.cluster.admin および solaris.cluster.
modify を提供する役割になります。

2. スケーラブルな Oracle RAC のサポート リソースグループを作成します。

注記 - ゾーンクラスタで Oracle RAC のサポート リソースフレームワークを登録およ
び構成するためにこの手順を実行していて、グローバルクラスタでは Oracle RAC の
サポート のサポートが必要でない場合は、グローバルクラスタでの Oracle RAC のサ
ポート フレームワークリソースグループの作成も必要ありません。その場合は、この
手順をスキップしてステップ 6 に進みます。

ヒント - Oracle RAC のサポート をすべてのクラスタノードで実行する必要がある
場合は、次のコマンドで -S オプションを指定し、-n、-p maximum_primaries、-p
desired_primaries、-p rg_mode の各オプションは省略します。

# clresourcegroup create -n nodelist \
-p maximum_primaries=num-in-list \
-p desired_primaries=num-in-list \
[-p rg_description="description"] \
-p rg_mode=Scalable \
rac-fmwk-rg
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る方法

-n nodelist=nodelist

Oracle RAC のサポート を有効にするクラスタノードのコンマ区切りリストを指定
します。このリストの各ノードに Oracle RAC のサポート ソフトウェアパッケージ
をインストールする必要があります。

-p maximum_primaries=num-in-list

Oracle RAC のサポート を有効にするノードの数を指定します。この数は、nodelist
内のノードの数と同じである必要があります。

-p desired_primaries=num-in-list

Oracle RAC のサポート を有効にするノードの数を指定します。この数は、nodelist
内のノードの数と同じである必要があります。

-p rg_description="description"

リソースグループの省略可能な簡単な説明を指定します。この説明は、Oracle
Solaris Cluster の保守コマンドを使用してリソースグループに関する情報を取得し
たときに表示されます。

-p rg_mode=Scalable

リソースグループがスケーラブルであることを指定します。

rac-fmwk-rg

Oracle RAC のサポート リソースグループに割り当てる名前を指定します。

3. SUNW.rac_framework リソースタイプを登録します。

# clresourcetype register SUNW.rac_framework

4. SUNW.rac_framework リソースタイプのインスタンスを、ステップ 2 で作成したリ
ソースグループに追加します。

# clresource create -g rac-fmwk-rg -t SUNW.rac_framework rac-fmwk-rs

-g rac-fmwk-rg

リソースの追加先となるリソースグループを指定します。このリソースグループ
は、ステップ 2 で作成したリソースグループである必要があります。

rac-fmwk-rs

SUNW.rac_framework リソースに割り当てる名前を指定します。

5. Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループとそのリソースをオンライ
ンおよび管理状態にします。

# clresourcegroup online -eM rac-fmwk-rg]
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rac-fmwk-rg

ステップ 2 で作成した Oracle RAC のサポート リソースグループを MANAGED 状態
に移行してオンラインにすることを指定します。

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループを作成する場
合は、ステップ 6 に進みます。それ以外の場合、Oracle RAC のサポート フレームワー
クリソースグループの作成は完了です。

6. スケーラブルな複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグルー
プがまだ存在しない場合は、これを作成します。
# clresourcegroup create -n nodelist -S vucmm-fmwk-rg

-n nodelist=nodelist

スケーラブルな Oracle RAC のサポート リソースグループ用に構成した同じノード
リストを指定します。

vucmm-fmwk-rg

複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループに割り当
てる名前を指定します。

7. SUNW.vucmm_framework リソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.vucmm_framework

8. SUNW.vucmm_framework リソースタイプのインスタンスを、ステップ 6 で作成したリ
ソースグループに追加します。
# clresource create -g vucmm-fmwk-rg -t SUNW.vucmm_framework vucmm-fmwk-rs

-g vucmm-fmwk-rg

リソースの追加先となるリソースグループを指定します。このリソースグループ
は、ステップ 6 で作成したリソースグループである必要があります。

vucmm-fmwk-rs

SUNW.vucmm_framework リソースに割り当てる名前を指定します。

9. Oracle Database ファイル用に使用されている Solaris Volume Manager for Sun
Cluster ボリュームマネージャーを表すリソースタイプのインスタンスを登録して追
加します。

a.   リソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.vucmm_svm

b.   リソースタイプのインスタンスをリソースグループに追加して、ボリュームマ
ネージャーリソースを含めます。
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プを登録および構成する方法

このインスタンスが、作成したフレームワークリソースに依存していることを確
認します。

# clresource create -g vucmm-fmwk-rg \
-t SUNW.vucmm_svm \
-p resource_dependencies=vucmm-fmwk-rs \
vucmm-svm-rs

-g vucmm-fmwk-rg

ステップ 6 で作成したリソースグループを指定します。

-p resource_dependencies=vucmm-fmwk-rs

このインスタンスが、ステップ 8 で作成したフレームワークリソースに依存
することを指定します。

vucmm-svm-rs

SUNW.vucmm_svm リソースに割り当てる名前を指定します。

10. 複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリソースグループとそのリソー
スをオンラインおよび管理状態にします。

# clresourcegroup online -eM  vucmm-fmwk-rg

vucmm-fmwk-rg

ステップ 6 で作成した複数所有者ボリュームマネージャーのフレームワークリ
ソースグループを MANAGED 状態に移行してオンラインにすることを指定します。

Oracle Solaris Cluster の保守コマンドを使用して、
ゾーンクラスタで Oracle RAC のサポート フレーム
ワークリソースグループを登録および構成する方法

この手順は、Solaris Volume Manager を使用した StorageTek QFS 共有ファイルシステム
のために、ゾーンクラスタで Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグルー
プを登録および構成するために実行します。

注記 - この手順で Oracle Solaris Cluster のコマンドをゾーンクラスタ内で実行する必要
があるときは、グローバルクラスタからコマンドを実行し、-Z オプションを使用して
ゾーンクラスタを指定するようにしてください。

1. root 役割になるか、RBAC 承認 solaris.cluster.admin および solaris.cluster.
modify を提供する役割になります。
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2. スケーラブルな Oracle RAC のサポート リソースグループを作成します。

ヒント - Oracle RAC のサポート をすべてのクラスタノードで実行する必要がある
場合は、次のコマンドで -S オプションを指定し、-n、-p maximum_primaries、-p
desired_primaries、-p rg_mode の各オプションは省略します。

# clresourcegroup create -Z zcname -n nodelist \
-p maximum_primaries=num-in-list \
-p desired_primaries=num-in-list \
[-p rg_description="description"] \
-p rg_mode=Scalable \
rac-fmwk-rg

3. SUNW.rac_framework リソースタイプを登録します。

# clresourcetype register -Z zcname SUNW.rac_framework

4. SUNW.rac_framework リソースタイプのインスタンスを、ステップ 2 で作成したリ
ソースグループに追加します。

# clresource create -Z zcname -g rac-fmwk-rg \
-t SUNW.rac_framework rac-fmwk-rs

-g rac-fmwk-rg

リソースの追加先となるリソースグループを指定します。このリソースグループ
は、ステップ 2 で作成したリソースグループである必要があります。

rac-fmwk-rs

SUNW.rac_framework リソースに割り当てる名前を指定します。

5. Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループとそのリソースをオンライ
ンおよび管理状態にします。

# clresourcegroup online -Z zcname -eM rac-fmwk-rg

Oracle ASM リソースグループの登録と構成 (CLI)

このセクションでは、次の情報を示します。

■ 228 ページの「グローバルクラスタ内で Oracle ASM リソースグループを登録お
よび構成する方法 (CLI)」

■ 229 ページの「ゾーンクラスタ内で Oracle ASM リソースグループを登録および
構成する方法 (CLI)」
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グローバルクラスタ内で Oracle ASM リソースグ
ループを登録および構成する方法 (CLI)

始める前に ■ Oracle Grid Infrastructure フレームワークリソースが作成され、Oracle RAC のサポー
ト フレームワークリソースと Oracle Grid Infrastructure フレームワークリソースの
間に依存関係が構成されていることを確認します。

■ Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループ、複数所有者ボリューム
マネージャーのフレームワークリソースグループ (使用している場合)、およびそれ
らのリソースがオンラインであることを確認します。

1. データサービスの Oracle ASM リソースタイプを登録します。

a.   SUNW.scalable_asm_instance_proxy リソースタイプを登録します。

# clresourcetype register SUNW.scalable_asm_instance_proxy

b.   SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy リソースタイプを登録します。

# clresourcetype register SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy

2. Oracle ASM インスタンスリソースグループおよびディスクグループリソースグルー
プを作成します。

# clresourcegroup create -S asm-inst-rg asm-dg-rg

asm-inst-rg

Oracle ASM インスタンスリソースグループの名前を指定します。

asm-dg-rg

Oracle ASM ディスクグループリソースグループの名前を指定します。

3. asm-inst-rg による rac-fmwk-rg に対する強い肯定的なアフィニティーを設定します。

# clresourcegroup set -p rg_affinities=++rac-fmwk-rg asm-inst-rg

4. asm-dg-rg による asm-inst-rg に対する強い肯定的なアフィニティーを設定します。

# clresourcegroup set -p rg_affinities=++asm-inst-rg asm-dg-rg

5. SUNW.scalable_asm_instance_proxy リソースを作成し、リソースの依存関係を設
定します。

# clresource create -g asm-inst-rg \
-t SUNW.scalable_asm_instance_proxy \
-p ORACLE_HOME=Grid_home \
-p CRS_HOME=Grid_home \
-p resource_dependencies_offline_restart=crs-fmwk-rs \
-d asm-inst-rs
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6. asm-dg-rg リソースグループに SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy リソースタイ
プを追加します。

# clresource create -g asm-dg-rg -t SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy \
-p asm_diskgroups=dg[,dg…] \
-p resource_dependencies_offline_restart=asm-inst-rs[,storage-rs \
-d asm-dg-rs

7. クラスタノードで管理状態にある asm-inst-rg リソースグループをオンラインにしま
す。

# clresourcegroup online -M asm-inst-rg

8. クラスタノードで管理状態にある asm-dg-rg リソースグループをオンラインにしま
す。

# clresourcegroup online -M asm-dg-rg

9. Oracle ASM の構成を検証します。

# clresource status +

ゾーンクラスタ内で Oracle ASM リソースグループ
を登録および構成する方法 (CLI)

始める前に ■ Oracle Grid Infrastructure フレームワークリソースが作成され、Oracle RAC のサポー
ト フレームワークリソースと Oracle Grid Infrastructure フレームワークリソースの
間に依存関係が構成されていることを確認します。

■ Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループ、複数所有者ボリューム
マネージャーのフレームワークリソースグループ (使用している場合)、およびそれ
らのリソースがオンラインであることを確認します。

すべての手順を大域ゾーンから実行します。

1. データサービスの Oracle ASM リソースタイプを登録します。

a.   SUNW.scalable_asm_instance_proxy リソースタイプを登録します。

# clresourcetype register -Z zcname SUNW.scalable_asm_instance_proxy

b.   SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy リソースタイプを登録します。

# clresourcetype register -Z zcname SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy

2. リソースグループ asm-inst-rg および asm-dg-rg を作成します。

# clresourcegroup create -Z zcname -S asm-inst-rg asm-dg-rg
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asm-inst-rg

Oracle ASM インスタンスリソースグループの名前を指定します。

asm-dg-rg

Oracle ASM ディスクグループリソースグループの名前を指定します。

3. asm-inst-rg による rac-fmwk-rg に対する強い肯定的なアフィニティーを設定します。
# clresourcegroup set -Z zcname -p rg_affinities=++rac-fmwk-rg asm-inst-rg

4. asm-dg-rg による asm-inst-rg に対する強い肯定的なアフィニティーを設定します。
# clresourcegroup set -Z zcname -p rg_affinities=++asm-inst-rg asm-dg-rg

5. SUNW.scalable_asm_instance_proxy リソースを作成し、リソースの依存関係を設
定します。
# clresource create -Z zcname -g asm-inst-rg \
-t SUNW.scalable_asm_instance_proxy \
-p ORACLE_HOME=Grid_home \
-p CRS_HOME=Grid_home \
-p resource_dependencies_offline_restart=crs-fmwk-rs \
-d asm-inst-rs

-g asm-inst-rg

リソースを配置するリソースグループの名前を指定します。

-t SUNW.scalable_asm_instance_proxy

追加するリソースのタイプを指定します。

-d asm-inst-rs

作成するリソースの名前を指定します。

6. asm-dg-rg リソースグループに SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy リソースタイ
プを追加します。
# clresource create -Z zcname -g asm-dg-rg -t SUNW.scalable_asm_diskgroup_proxy \
-p asm_diskgroups=dg[,dg…] \
-p resource_dependencies_offline_restart=asm-inst-rs[,storage-rs] \
-d asm-dg-rs

7. クラスタノードで管理状態にある asm-inst-rg リソースグループをオンラインにしま
す。
# clresourcegroup online -Z zcname -M asm-inst-rg

8. クラスタノードで管理状態にある asm-dg-rg リソースグループをオンラインにしま
す。
# clresourcegroup online -Z zcname -M asm-dg-rg
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9. Oracle ASM の構成を検証します。
# clresource status -Z zcname +

Oracle Solaris Cluster の保守コマンドを使用したストレージ
管理リソースの作成

このセクションの各タスクは、82 ページの「Oracle Database ファイル用ストレージリ
ソースを登録および構成する方法 (clsetup)」のリソース構成ステップの代替となる
ものです。このセクションでは、次の情報を示します。

■ 231 ページの「スケーラブルなデバイスグループとスケーラブルなファイルシス
テムマウントポイントのリソース」

■ 232 ページの「StorageTek QFS メタデータサーバーのリソース」
■ 232 ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループのリ

ソースを作成する方法」
■ 233 ページの「ゾーンクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループのリソース

を作成する方法」
■ 235 ページの「グローバルクラスタで StorageTek QFS メタデータサーバーのリ

ソースを登録および構成する方法」
■ 236 ページの「ゾーンクラスタで StorageTek QFS メタデータサーバーのリソー

スを登録および構成する方法」
■ 237 ページの「ゾーンクラスタ内でファイルシステムマウントポイントのリソー

スを作成する方法」
■ 239 ページの「ゾーンクラスタ内でファイルシステムマウントポイントのための

リソースを作成する方法」

Oracle ファイル用のストレージを表す次のリソースが必要です。

■ スケーラブルなデバイスグループとスケーラブルなファイルシステムマウントポイ
ントのリソース

■ StorageTek QFS メタデータサーバーのリソース

スケーラブルなデバイスグループとスケーラブルな
ファイルシステムマウントポイントのリソース
Solaris Volume Manager for Sun Cluster を使用している場合は、ストレージリソースを
次のように構成します。

■ スケーラブルなデバイスグループのすべてのリソースを含む、1 つのスケーラブル
リソースグループを作成します。
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■ Oracle ファイルに使用されている Solaris Volume Manager for Sun Cluster 複数所有者
ディスクセットごとに 1 つのリソースを作成します。

StorageTek QFS または認定済み NAS デバイスを使用している場合は、次のようにスト
レージリソースを構成します。

■ スケーラブルなファイルシステムマウントポイントのすべてのリソースを含む、1
つのスケーラブルリソースグループを作成します。

■ Oracle ファイルに使用されている認定済み NAS デバイス上の StorageTek QFS 共有
ファイルシステムまたは NFS ファイルシステムごとに 1 つのリソースを作成しま
す。

StorageTek QFS 共有ファイルシステムを表すリソースは、ファイルシステムの
StorageTek QFS メタデータサーバーが実行中の場合にのみ起動できます。同様
に、StorageTek QFS 共有ファイルシステムを表すリソースは、ファイルシステムの
StorageTek QFS メタデータサーバーが停止されている場合にのみ停止できます。こ
の要件を満たすには、StorageTek QFS メタデータサーバーごとにリソースを構成しま
す。詳細は、232 ページの「StorageTek QFS メタデータサーバーのリソース」を参
照してください。

StorageTek QFS メタデータサーバーのリソース
StorageTek QFS 共有ファイルシステムを使用している場合は、StorageTek QFS メタ
データサーバーごとに 1 つのリソースを作成します。これらのリソースのリソースグ
ループの構成は、実際の構成に含まれているファイルシステムの数によって異なりま
す。

■ 構成に少数のファイルシステムが含まれている場合は、StorageTek QFS メタデータ
サーバーのためのすべてのリソースに対して 1 つのリソースグループを作成しま
す。

■ 構成に多数のファイルシステムが含まれている場合は、StorageTek QFS メタデータ
サーバーのためのリソースを複数のリソースグループ内に次のように構成します。
■ 最適な負荷分散を保証するために、リソースをリソースグループ間に分散させ

ます。
■ すべてのリソースグループが同じノードで同時にオンラインにならないように

するために、リソースグループごとに別のプライマリノードを選択します。

グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグ
ループのリソースを作成する方法

この手順は、クラスタの 1 つのノードのみで実行します。
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1. root 役割になるか、RBAC 承認 solaris.cluster.admin および solaris.cluster.
modify を提供する役割になります。

2. スケーラブルなデバイスグループリソースを含むスケーラブルリソースグループを作
成します。
Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループに対して、このリソースグ
ループによる強い肯定的なアフィニティーを設定します。

ヒント - Oracle RAC のサポート をすべてのクラスタノードで実行する必要がある
場合は、次のコマンドで -S オプションを指定し、-n、-p maximum_primaries、-p
desired_primaries、-p rg_mode の各オプションは省略します。

# clresourcegroup create -p nodelist=nodelist \
-p desired_primaries=num-in-list \
-p maximum_primaries=num-in-list \
-p rg_affinities=++vucmm-fmwk-rg \
[-p rg_description="description"] \
-p rg_mode=Scalable \
scal-dg-rg

3. SUNW.ScalDeviceGroup リソースタイプを登録します。

# clresourcetype register SUNW.ScalDeviceGroup

4. Oracle ファイルに使用されているスケーラブルなデバイスグループごとに、SUNW.
ScalDeviceGroup リソースタイプのインスタンスを、ステップ 2 で作成したリソース
グループに追加します。
このデバイスグループのボリュームマネージャーを表す Oracle RAC のサポート フ
レームワークリソースグループ内のリソースに対して、SUNW.ScalDeviceGroup
のインスタンスの強い依存関係を設定します。この依存関係のスコープを、SUNW.
ScalDeviceGroup リソースが実行されているノードのみに制限します。

# clresource create -t SUNW.ScalDeviceGroup -g scal-dg-rg \
-p resource_dependencies=global:vucmm-svm-rs{local_node} \
-p diskgroupname=disk-group \
scal-dg-rs

5. ステップ 2 で作成したリソースグループをオンラインおよび管理状態にします。

# clresourcegroup online -M scal-dg-rg

ゾーンクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループ
のリソースを作成する方法

この手順は、グローバルクラスタから実行します。
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1. root 役割になるか、RBAC 承認 solaris.cluster.admin および solaris.cluster.
modify を提供する役割になります。

2. スケーラブルなデバイスグループリソースを含むスケーラブルリソースグループを作
成します。
Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループに対して、このリソースグ
ループによる強い肯定的なアフィニティーを設定します。

ヒント - Oracle RAC のサポート をすべてのクラスタノードで実行する必要がある
場合は、次のコマンドで -S オプションを指定し、-n、-p maximum_primaries、-p
desired_primaries、-p rg_mode の各オプションは省略します。

# clresourcegroup create -Z zcname -p nodelist=nodelist \
-p desired_primaries=num-in-list \
-p maximum_primaries=num-in-list \
-p rg_affinities=++vucmm-fmwk-rg \
[-p rg_description="description"] \
-p rg_mode=Scalable \
scal-dg-rg

3. SUNW.ScalDeviceGroup リソースタイプを登録します。

# clresourcetype register -Z zcname SUNW.ScalDeviceGroup

4. Oracle Database ファイルに使用されているスケーラブルなデバイスグループごと
に、SUNW.ScalDeviceGroup リソースタイプのインスタンスを、ステップ 2 で作成し
たリソースグループに追加します。
このデバイスグループのボリュームマネージャーを表す Oracle RAC のサポート フ
レームワークリソースグループ内のリソースに対して、SUNW.ScalDeviceGroup
のインスタンスの強い依存関係を設定します。この依存関係のスコープを、SUNW.
ScalDeviceGroup リソースが実行されているノードのみに制限します。

# clresource create -Z zcname -t SUNW.ScalDeviceGroup -g scal-dg-rg \
-p resource_dependencies=global:vucmm-svm-rs{local_node} \
-p diskgroupname=disk-group \
-p logicaldevicelist="dN[,dX…]"
scal-dg-rs

-p
logicaldevicelist=
"dN[,dX…]"

Solaris Volume Manager for Sun Cluster デバイスをコンマで区切っ
たリストを指定します。使用するデバイスがメタセット内のす
べてのデバイスのサブセットの場合、このプロパティーを設定し
ます。このプロパティーが設定されている場合、ストレージ検証
は、このプロパティーに指定されていないメタセット内のデバイ
スでスキップされます。それ以外の場合、ストレージ検証が失敗
する可能性があります。

5. ステップ 2 で作成したリソースグループをオンラインおよび管理状態にします。

# clresourcegroup online -Z zcname -M scal-dg-rg
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グローバルクラスタで StorageTek QFS メタデータ
サーバーのリソースを登録および構成する方法

このタスクは、StorageTek QFS 共有ファイルシステムを使用している場合にのみ実行
されます。

この手順は、クラスタの 1 つのノードのみで実行します。

1. root 役割になるか、RBAC 承認 solaris.cluster.admin および solaris.cluster.
modify を提供する役割になります。

2. StorageTek QFS メタデータサーバーのリソースを含むフェイルオーバーリソースグ
ループを作成します。
ボリュームマネージャーも使用している場合は、ボリュームマネージャーのスケーラ
ブルなデバイスグループリソースを含むリソースグループに対して、このリソース
グループによる強い肯定的なアフィニティーを設定します。このリソースグループ
は、232 ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループのリ
ソースを作成する方法」で作成されます。

# clresourcegroup create -n nodelist \
[-p rg_affinities=++scal-dg-rg] \
[-p rg_description="description"] \
qfs-mds-rg

3. SUNW.qfs リソースタイプを登録します。

# clresourcetype register SUNW.qfs

4. 使用している StorageTek QFS 共有ファイルシステムごとに、SUNW.qfs リソースタ
イプのインスタンスを、ステップ 2 で作成したリソースグループに追加します。
SUNW.qfs の各インスタンスは、ファイルシステムのメタデータサーバーを表しま
す。

ボリュームマネージャーも使用している場合は、ファイルシステムを格納するスケー
ラブルなデバイスグループのリソースに対して、SUNW.qfs のインスタンスによる強
い依存関係を設定します。このリソースは、232 ページの「グローバルクラスタ内
でスケーラブルなデバイスグループのリソースを作成する方法」で作成されます。

# clresource create -t SUNW.qfs -g qfs-mds-rg \
-p qfsfilesystem=path \
[-p resource_dependencies=scal-dg-rs] \
qfs-mds-rs

5. ステップ 2 で作成したリソースグループをオンラインおよび管理状態にします。

# clresourcegroup online -M qfs-mds-rg
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ゾーンクラスタで StorageTek QFS メタデータサー
バーのリソースを登録および構成する方法

この手順は、ゾーンクラスタで StorageTek QFS メタデータサーバーのリソースを登録
および構成するために実行します。

この手順は、グローバルクラスタ内で実行します。

1. root 役割になるか、RBAC 承認 solaris.cluster.admin および solaris.cluster.
modify を提供する役割になります。

2. グローバルクラスタ内で SUNW.wait_zc_boot リソースを含むスケーラブルリソース
グループを作成します。
# clresourcegroup create -n nodelist \
-p rg_mode=Scalable \
-p maximum_primaries=num-in-list \
-p desired_primaries=num-in-list \
zc-wait-rg

3. SUNW.wait_zc_boot リソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.wait_zc_boot

4. SUNW.wait_zc_boot リソースタイプのインスタンスを、ステップ 2 で作成したリ
ソースグループに追加します。
# clresource create -g zc-wait-rg -t SUNW.wait_zc_boot \
-p ZCName=zcname zc-wait-rs

5. ステップ 2 で作成したリソースグループをオンラインおよび管理状態にします。
# clresourcegroup online -M zc-wait-rg

6. StorageTek QFS メタデータサーバーのリソースを含むフェイルオーバーリソースグ
ループを作成します。
ゾーンクラスタ用に構成されている SUNW.wait_zc_boot リソースを含むリソースグ
ループに対して、このリソースグループによる強い肯定的なアフィニティーを設定し
ます。

ボリュームマネージャーも使用している場合は、ボリュームマネージャーのスケー
ラブルデバイスグループリソースを含むリソースグループに対して、このリソース
グループによる強い肯定的なアフィニティーを設定します。このリソースグループ
は、232 ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループのリ
ソースを作成する方法」で作成されます。

# clresourcegroup create -n nodelist \
-p rg_affinities=++wait-zc-rg[,++scal-dg-rg] \
[-p rg_description="description"] \
qfs-mds-rg
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7. SUNW.qfs リソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.qfs

8. 使用している StorageTek QFS 共有ファイルシステムごとに、SUNW.qfs リソースタ
イプのインスタンスを、ステップ 6 で作成したリソースグループに追加します。
SUNW.qfs の各インスタンスは、ファイルシステムのメタデータサーバーを表しま
す。

ゾーンクラスタ用に構成されている SUNW.wait_zc_boot リソースに対して、SUNW.
qfs のインスタンスによる強い依存関係を設定します。

ボリュームマネージャーも使用している場合は、ファイルシステムを格納するスケー
ラブルデバイスグループのリソースに対して、SUNW.qfs のインスタンスによる強い
依存関係を設定します。このリソースは、232 ページの「グローバルクラスタ内で
スケーラブルなデバイスグループのリソースを作成する方法」で作成されます。
# clresource create -t SUNW.qfs -g qfs-mds-rg \
-p qfsfilesystem=path
\-p resource_dependencies=zc-wait-rs[,scal-dg-rs] \
qfs-mds-rs

9. ステップ 6 で作成したリソースグループをオンラインおよび管理状態にします。
# clresourcegroup online -M qfs-mds-rg

ゾーンクラスタ内でファイルシステムマウントポイン
トのリソースを作成する方法

この手順は、クラスタの 1 つのノードのみで実行します。

1. root 役割になるか、RBAC 承認 solaris.cluster.admin および solaris.cluster.
modify を提供する役割になります。

2. スケーラブルなファイルシステムマウントポイントのリソースを含むスケーラブルリ
ソースグループを作成します。
ボリュームマネージャーも使用している場合は、ボリュームマネージャーのスケーラ
ブルなデバイスグループリソースを含むリソースグループに対して、このリソース
グループによる強い肯定的なアフィニティーを設定します。このリソースグループ
は、232 ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループのリ
ソースを作成する方法」で作成されます。

ヒント - Oracle RAC のサポート をすべてのクラスタノードで実行する必要がある
場合は、次のコマンドで -S オプションを指定し、-n、-p maximum_primaries、-p
desired_primaries、-p rg_mode の各オプションは省略します。
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# clresourcegroup create -n nodelist \
-p desired_primaries=num-in-list \
-p maximum_primaries=num-in-list \
[-p rg_affinities=++scal-dg-rg] \
[-p rg_description="description"] \
-p rg_mode=Scalable \
scal-mp-rg

3. SUNW.ScalMountPoint リソースタイプを登録します。

# clresourcetype register SUNW.ScalMountPoint

4. スケーラブルなファイルシステムマウントポイントリソースを必要とする共有ファ
イルシステムごとに、SUNW.ScalMountPoint リソースタイプのインスタンスを、ス
テップ 2 で作成したリソースグループに追加します。

■ StorageTek QFS 共有ファイルシステムごとに、次のコマンドを入力します。
ファイルシステムの StorageTek QFS メタデータサーバーのリソースに対
して、SUNW.ScalMountPoint のインスタンスによる強い依存関係を設
定します。StorageTek QFS メタデータサーバーセットのためのリソース
は、235 ページの「グローバルクラスタで StorageTek QFS メタデータサーバー
のリソースを登録および構成する方法」で作成されます。

ボリュームマネージャーも使用している場合は、ファイルシステムを格納する
スケーラブルなデバイスグループのリソースに対して、SUNW.ScalMountPoint
のインスタンスによるオフライン再起動依存関係を設定します。このリソース
は、232 ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループ
のリソースを作成する方法」で作成されます。

# clresource create -t SUNW.ScalMountPoint -g scal-mp-rg \
-p resource_dependencies=qfs-mds-rs \
[-p resource_dependencies_offline_restart=scal-dg-rs] \
-p mountpointdir=mp-path \
-p filesystemtype=s-qfs \
-p targetfilesystem=fs-name qfs-mp-rs

■ 認定済み NAS デバイス上のファイルシステムごとに、次のコマンドを入力しま
す。

# clresource create -t SUNW.ScalMountPoint -g scal-mp-rg \
-p mountpointdir=mp-path \
-p filesystemtype=nas \
-p targetfilesystem=nas-device:fs-name \
nas-mp-rs

5. ステップ 2 で作成したリソースグループをオンラインおよび管理状態にします。

# clresourcegroup online -eM scal-mp-rg
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ゾーンクラスタ内でファイルシステムマウントポイン
トのためのリソースを作成する方法

この手順は、ゾーンクラスタ内でファイルシステムマウントポイントのためのリソー
スを作成するために実行します。Solaris Volume Manager for Sun Cluster 上の StorageTek
QFS 共有ファイルシステム、およびハードウェア RAID 上の StorageTek QFS 共有ファ
イルシステムを含む Oracle RAC 構成の場合は、ゾーンクラスタ内のすべてのスケー
ラブルなマウントポイントリソースを含むスケーラブルリソースグループを作成しま
す。

注記 - このノードリストは、ゾーンクラスタノードのリストです。

この手順は、グローバルクラスタから実行します。

1. root 役割になるか、RBAC 承認 solaris.cluster.admin および solaris.cluster.
modify を提供する役割になります。

2. ゾーンクラスタ内でスケーラブルなファイルシステムマウントポイントのためのリ
ソースを含むスケーラブルリソースグループを作成します。
ボリュームマネージャーも使用している場合は、ボリュームマネージャーのスケー
ラブルデバイスグループリソースを含むリソースグループに対して、このリソース
グループによる強い肯定的なアフィニティーを設定します。このリソースグループ
は、232 ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループのリ
ソースを作成する方法」で作成されます。

ヒント - Oracle RAC のサポート をすべてのクラスタノードで実行する必要がある
場合は、次のコマンドで -S オプションを指定し、-n、-p maximum_primaries、-p
desired_primaries、-p rg_mode の各オプションは省略します。

# clresourcegroup create -Z zcname zcnodelist \
-p desired_primaries=num-in-list \
-p maximum_primaries=num-in-list \
[-p rg_affinities=++global:scal-dg-rg] \
[-p rg_description="description"] \
-p rg_mode=Scalable scal-mp-rg

3. SUNW.ScalMountPoint リソースタイプを登録します。
# clresourcetype register -Z zcname SUNW.ScalMountPoint

4. スケーラブルなファイルシステムマウントポイントリソースを必要とする
StorageTek QFS 共有ファイルシステムごとに、SUNW.ScalMountPoint リソースタ
イプのインスタンスを、ステップ 2 で作成したリソースグループに追加します。
# clresource create -Z zcname -t SUNW.ScalMountPoint -d -g scal-mp-rg \
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-p resource_dependencies=global:qfs-mds-rs \
[-y resource_dependencies_offline_restart=global:scal-dg-rs \]
-p mountpointdir=mp-path \
-p filesystemtype=s-qfs \
-p targetfilesystem=fs-name qfs-mp-rs

■ ファイルシステムの StorageTek QFS メタデータサーバーのリソースに対し
て、SUNW.ScalMountPoint のインスタンスによる強い依存関係を設定します。
StorageTek QFS メタデータサーバーセットのためのリソース
は、235 ページの「グローバルクラスタで StorageTek QFS メタデータサーバー
のリソースを登録および構成する方法」で作成されます。

■ ボリュームマネージャーも使用している場合は、ファイルシステムを格納するス
ケーラブルなデバイスグループのリソースに対して、SUNW.ScalMountPoint の
インスタンスによるオフライン再起動依存関係を設定します。
このリソースは、232 ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバ
イスグループのリソースを作成する方法」で作成されます。

5. ステップ 2 で作成したリソースグループをオンラインおよび管理状態にします。

# clresourcegroup online -Z zcname -M scal-mp-rg

Oracle Solaris Cluster の保守コマンドを使用した Oracle Grid
Infrastructure との相互運用のためのリソースの作成

このセクションの各タスクは、100 ページの「Oracle Solaris Cluster と Oracle Grid
Infrastructure の相互運用の実現方法」のリソース構成ステップの代替となるもので
す。このセクションでは、次の情報を示します。

■ 244 ページの「Oracle Solaris Cluster との相互運用のための Oracle Grid
Infrastructure リソースを作成する方法」

■ 245 ページの「Oracle Grid Infrastructure との相互運用のためにグローバルクラス
タ内で Oracle Solaris Cluster リソースを作成する方法」

■ 248 ページの「Oracle Grid Infrastructure との相互運用のためにゾーンクラスタ内
で Oracle Solaris Cluster リソースを作成する方法」

Oracle Grid Infrastructure との相互運用のためのリソースを使用すると、Oracle Solaris
Cluster インタフェースを使用して Oracle RAC データベースインスタンスを管理で
きます。これらのリソースにより、Oracle Grid Infrastructure リソースによる Oracle
Solaris Cluster リソースに対する依存関係も満たされます。これらのリソースにより、
Oracle Solaris Cluster ソフトウェアと Oracle Grid Infrastructure によって提供される高可
用性フレームワークの相互運用が可能になります。

240 Oracle Solaris Cluster Data Service for Oracle Real Application Clusters ガイド • 2018 年 8 月



Oracle Solaris Cluster の保守コマンドを使用した Oracle Grid Infrastructure との相互運用のためのリソースの作成

相互運用のためには次のリソースが必要です。

■ Oracle RAC のサポート データベースのプロキシとして機能する Oracle Solaris
Cluster リソース

■ Oracle Grid Infrastructure フレームワークを表す Oracle Solaris Cluster リソース
■ スケーラブルなデバイスグループを表す Oracle Grid Infrastructure リソース
■ スケーラブルなファイルシステムマウントポイントを表す Oracle Grid Infrastructure

リソース

Oracle Solaris Cluster リソースを表す Oracle Grid Infrastructure リソースには、次の形式
で名前を割り当てる必要があります。

    sun.node.sc-rs

node

Oracle Grid Infrastructure リソースを実行するノードの名前を指定します。

sc-rs

Oracle Grid Infrastructure リソースが表す Oracle Solaris Cluster リソースの名前を指
定します。

たとえば、Oracle Solaris Cluster リソース scal-dg-rs を表すノード pclus1 の Oracle
Grid Infrastructure リソースの名前は、次のようになっている必要があります。

sun.pclus1.scal-dg-rs
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図   13 ボリュームマネージャーを使用した構成用のプロキシリソース
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図   14 共有ファイルシステムを使用した構成用のプロキシリソース
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Oracle Solaris Cluster との相互運用のための
Oracle Grid Infrastructure リソースを作成する方法

Oracle ASM を使用しない Oracle RAC のサポート では、この手順を実行して、Oracle
Solaris Cluster SUNW.ScalDeviceGroup、SUNW.scalable_acfs_proxy、または SUNW.
ScalMountPoint リソースのプロキシとなる Oracle Grid Infrastructure リソースを手動
で作成します。

この Oracle Grid Infrastructure リソースにより、Oracle Grid Infrastructure リソー
スがオンラインになるまで、対応する Oracle データベースが起動されないこと
が保証されます。このリソースは、対応する SUNW.ScalDeviceGroup、SUNW.
scalable_acfs_proxy、または SUNW.ScalMountPoint リソースがオンラインで
ある場合にのみオンラインになります。また、SUNW.ScalDeviceGroup、SUNW.
scalable_acfs_proxy、または SUNW.ScalMountPoint リソースは、実際のボリュー
ムマネージャーのディスクセット、ディスクグループ、またはマウントポイントがオ
ンラインである場合にのみオンラインになります。

1. クラスタの 1 つのノード上で root 役割になります。

2. Oracle Grid Infrastructure の sun.storage_proxy.type リソースタイプを作成しま
す。
# Grid_home/bin/crsctl \
add type sun.storage_proxy.type \
-basetype local_resource \
-attr "ATTRIBUTE=ACTION_SCRIPT,TYPE=string", "ATTRIBUTE=HOSTING_MEMBERS,TYPE=string", \
"ATTRIBUTE=CARDINALITY,TYPE=string", "ATTRIBUTE=PLACEMENT,TYPE=string", \
"ATTRIBUTE=SCRIPT_TIMEOUT,TYPE=int", "ATTRIBUTE=RESTART_ATTEMPTS,TYPE=int", \
"ATTRIBUTE=ACL,TYPE=string", "ATTRIBUTE=VERSION,TYPE=string"

3. sun.storage_proxy.type タイプの Oracle Solaris Cluster sun.resource リソースを
作成します。
Oracle Grid Infrastructure リソースの名前には、sun.sc-resource という形式が使用されま
す。ここで、sc-resource は SUNW.ScalDeviceGroup、SUNW.scalable_acfs_proxy、
または SUNW.ScalMountPoint リソースの名前です。

# Grid_home/bin/crsctl add resource sun.sc-resource \
-type sun.storage_proxy.type \
-attr "ACTION_SCRIPT='/opt/SUNWscor/dsconfig/bin/scproxy_crs_action' \
CARDINALITY='number-nodes' SCRIPT_TIMEOUT='20' PLACEMENT='restricted' \
RESTART_ATTEMPTS='60' HOSTING_MEMBERS='nodelist' VERSION='1' "

CARDINALITY

クラスタメンバーシップに含まれるノードの数

HOSTING_MEMBERS

クラスタメンバーシップに含まれるノードのスペース区切りリスト
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4. Oracle Grid Infrastructure のインストールの DBA グループを判定します。
# Grid_home/bin/osdbagrp
griddba-group

5. Oracle Grid Infrastructure のストレージプロキシリソースのプライマリグループをス
テップ 4 で判定されたグループに設定します。
# Grid_home/bin/crsctl setperm resource sun.sc-resource -g "griddba-group"

6. Oracle Database ソフトウェアのインストールの DBA グループを判定します。
# oracle_home/bin/osdbagrp
dba-group

7. Oracle Grid Infrastructure のストレージプロキシリソースのグループアクセス権をス
テップ 6 で判定されたグループに設定します。
ステップ 4 で判定された Oracle Grid Infrastructure のインストールの DBA グループ
griddba-group と、ステップ 6 で判定された Oracle Database のインストールの DBA
グループ dba-group が同じ DBA グループである場合は、この段階を省略します。
# Grid_home/bin/crsctl setperm resource sun.sc-resource -u "group:dba-group:r-x"

8. Oracle Grid Infrastructure のストレージプロキシリソースをオンラインにします。
# Grid_home/bin/crsctl start resource sun.sc-resource

参照 Oracle Grid Infrastructure リソースを削除する必要がある場合は、157 ページの「Oracle
Grid Infrastructure リソースの削除」の手順を実行します。

Oracle Grid Infrastructure との相互運用のためにグ
ローバルクラスタ内で Oracle Solaris Cluster リソー
スを作成する方法

注記 - Oracle RAC のサポート をゾーンクラスタで実行するように構成する場合は、代
わりに 248 ページの「Oracle Grid Infrastructure との相互運用のためにゾーンクラス
タ内で Oracle Solaris Cluster リソースを作成する方法」を実行してください。

この手順は、クラスタの 1 つのノードのみで実行します。

1. root 役割になるか、RBAC 承認 solaris.cluster.admin および solaris.cluster.
modify を提供する役割になります。

2. SUNW.crs_framework リソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.crs_framework
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3. SUNW.crs_framework リソースタイプのインスタンスを Oracle RAC フレームワーク
リソースグループに追加します。
このリソースグループについては、65 ページの「Oracle RAC のサポート フレーム
ワークリソースグループの登録と構成」を参照してください。

Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループ内の SUNW.rac_framework
のインスタンスに対して、SUNW.crs_framework のインスタンスによる強い依存関係
を設定します。
Oracle Grid Infrastructure ファイル用に使用しているストレージのストレージリソー
スが構成されている場合があります。この場合は、ストレージリソースに対し
て、SUNW.crs_framework のインスタンスによるオフライン再起動依存関係を設定し
ます。この依存関係のスコープを、ストレージリソースが実行されているノードのみ
に制限します。

■ データベースファイル用にボリュームマネージャーを使用している場合
は、232 ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループの
リソースを作成する方法」で作成したリソースに対する依存関係を設定します。

■ データベースファイル用にファイルシステムを使用している場合
は、237 ページの「ゾーンクラスタ内でファイルシステムマウントポイントのリ
ソースを作成する方法」で作成したリソースに対する依存関係を設定します。

Oracle Grid Infrastructure 実行可能ファイル用に使用しているファイルシステムのスト
レージリソースが構成されている場合があります。この場合は、ストレージリソース
に対して、SUNW.crs_framework のインスタンスによるオフライン再起動依存関係を
設定します。この依存関係のスコープを、ストレージリソースが実行されているノー
ドのみに制限します。237 ページの「ゾーンクラスタ内でファイルシステムマウン
トポイントのリソースを作成する方法」で作成したリソースに対する依存関係を設定
します。

# clresource create -t SUNW.crs_framework \
-g rac-fmwk-rg \
-p resource_dependencies=rac-fmwk-rs \
[-p resource_dependencies_offline_restart=db-storage-rs{local_node} \
[,bin-storage-rs{local_node}]] \
crs-fmwk-rs

4. Oracle RAC のサポート データベースサーバーのプロキシリソースを含むスケーラブ
ルリソースグループを作成します。
Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループに対して、このスケーラブル
リソースグループによる強い肯定的なアフィニティーを設定します。
データベースファイル用に使用しているストレージのストレージリソースが構成され
ている場合があります。この場合は、データベースファイルのストレージリソースを
含むリソースグループに対して、このスケーラブルリソースグループによる強い肯定
的なアフィニティーを設定します。

■ データベースファイル用にボリュームマネージャーを使用している場合
は、232 ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループの
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リソースを作成する方法」で作成したリソースグループに対する強い肯定的なア
フィニティーを設定します。

■ データベースファイル用にファイルシステムを使用している場合
は、237 ページの「ゾーンクラスタ内でファイルシステムマウントポイントのリ
ソースを作成する方法」で作成したリソースグループに対する強い肯定的なアフィ
ニティーを設定します。

ヒント - Oracle RAC のサポート をすべてのクラスタノードで実行する必要がある
場合は、次のコマンドで -S オプションを指定し、-n、-p maximum_primaries、-p
desired_primaries、-p rg_mode の各オプションは省略します。

# clresourcegroup create -n nodelist \
-p maximum_primaries=num-in-list \
-p desired_primaries=num-in-list \
-p rg_affinities=++rac-fmwk-rg[,++db-storage-rg] \
[-p rg_description="description"] \
-p rg_mode=Scalable \
rac-db-rg

5. SUNW.scalable_rac_server_proxy リソースタイプを登録します。
# clresourcetype register SUNW.scalable_rac_server_proxy

6. SUNW.scalable_rac_server_proxy リソースタイプのインスタンスを、ステップ 4
で作成したリソースグループに追加します。
Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループ内の SUNW.rac_framework
のインスタンスに対して、SUNW.scalable_rac_server_proxy のインスタンスによる
強い依存関係を設定します。

ステップ 3 で作成した SUNW.crs_framework のインスタンスに対して、SUNW.
scalable_rac_server_proxy のインスタンスによるオフライン再起動依存関係を設
定します。
データベースファイル用に使用しているストレージのストレージリソースが構成
されている場合があります。この場合は、ストレージリソースに対して、SUNW.
scalable_rac_server_proxy のインスタンスによるオフライン再起動依存関係を設
定します。この依存関係のスコープを、ストレージリソースが実行されているノード
のみに制限します。

■ データベースファイル用にボリュームマネージャーを使用している場合
は、232 ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループの
リソースを作成する方法」で作成したリソースに対する依存関係を設定します。

■ データベースファイル用にファイルシステムを使用している場合
は、237 ページの「ゾーンクラスタ内でファイルシステムマウントポイントのリ
ソースを作成する方法」で作成したリソースに対する依存関係を設定します。

# clresource create -g rac-db-rg \
-t SUNW.scalable_rac_server_proxy \
-p resource_dependencies=rac-fmwk-rs \
-p resource_dependencies_offline_restart=crs-fmk-rs[, db-storage-rs] \
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-p oracle_home=ora-home \
-p crs_home=Grid_home \
-p db_name=db-name \
rac-srvr-proxy-rs

7. ステップ 4 で作成したリソースグループをオンラインにします。
# clresourcegroup online -M rac-db-rg

Oracle Grid Infrastructure との相互運用のために
ゾーンクラスタ内で Oracle Solaris Cluster リソース
を作成する方法

注記 - Oracle RAC のサポート をグローバルクラスタで実行するように構成する場合
は、代わりに 245 ページの「Oracle Grid Infrastructure との相互運用のためにグロー
バルクラスタ内で Oracle Solaris Cluster リソースを作成する方法」を実行してくださ
い。

この手順は、クラスタの 1 つのノードのみで実行します。

注記 - この手順で Oracle Solaris Cluster のコマンドをゾーンクラスタ内で実行する必要
があるときは、グローバルクラスタからコマンドを実行し、-Z オプションを使用して
ゾーンクラスタを指定するようにしてください。

1. root 役割になるか、RBAC 承認 solaris.cluster.admin および solaris.cluster.
modify を提供する役割になります。

2. SUNW.crs_framework リソースタイプを登録します。
# clresourcetype register -Z zcname SUNW.crs_framework

3. SUNW.crs_framework リソースタイプのインスタンスを Oracle RAC フレームワーク
リソースグループに追加します。
このリソースグループについては、65 ページの「Oracle RAC のサポート フレーム
ワークリソースグループの登録と構成」を参照してください。

Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループ内の SUNW.rac_framework
のインスタンスに対して、SUNW.crs_framework のインスタンスによる強い依存関係
を設定します。
Oracle Grid Infrastructure ファイル用に使用しているストレージのストレージリソー
スが構成されている場合があります。この場合は、ストレージリソースに対し
て、SUNW.crs_framework のインスタンスによるオフライン再起動依存関係を設定し
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ます。この依存関係のスコープを、ストレージリソースが実行されているノードのみ
に制限します。

■ データベースファイル用にボリュームマネージャーを使用している場合
は、232 ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループの
リソースを作成する方法」で作成したリソースに対する依存関係を設定します。

■ データベースファイル用にファイルシステムを使用している場合
は、239 ページの「ゾーンクラスタ内でファイルシステムマウントポイントのた
めのリソースを作成する方法」で作成したリソースに対する依存関係を設定しま
す。

Oracle Clusterware 実行可能ファイルに使用されているファイルシステムのストレージ
リソースが構成されている場合があります。この場合は、ストレージリソースに対し
て、SUNW.crs_framework のインスタンスによるオフライン再起動依存関係を設定し
ます。この依存関係のスコープを、ストレージリソースが実行されているノードのみ
に制限します。239 ページの「ゾーンクラスタ内でファイルシステムマウントポイ
ントのためのリソースを作成する方法」で作成したリソースに対する依存関係を設定
します。

# clresource create -Z zcname -t SUNW.crs_framework \
-g rac-fmwk-rg \
-p resource_dependencies=rac-fmwk-rs \
[-p resource_dependencies_offline_restart=db-storage-rs{local_node} \
[,bin-storage-rs{local_node}]] \
crs-fmwk-rs

4. Oracle RAC のサポート データベースサーバーのプロキシリソースを含むスケーラブ
ルリソースグループを作成します。
Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループに対して、このスケーラブル
リソースグループによる強い肯定的なアフィニティーを設定します。
データベースファイル用に使用しているストレージのストレージリソースが構成され
ている場合があります。この場合は、データベースファイルのストレージリソースを
含むリソースグループに対して、このスケーラブルリソースグループによる強い肯定
的なアフィニティーを設定します。

■ データベースファイル用にボリュームマネージャーを使用している場合
は、232 ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループの
リソースを作成する方法」で作成したリソースグループに対する強い肯定的なア
フィニティーを設定します。

■ データベースファイル用にファイルシステムを使用している場合
は、239 ページの「ゾーンクラスタ内でファイルシステムマウントポイントのた
めのリソースを作成する方法」で作成したリソースグループに対する強い肯定的な
アフィニティーを設定します。
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ヒント - Oracle RAC のサポート をすべてのクラスタノードで実行する必要がある
場合は、次のコマンドで -S オプションを指定し、-n、-p maximum_primaries、-p
desired_primaries、-p rg_mode の各オプションは省略します。

# clresourcegroup create -Z zcname -n nodelist \
-p maximum_primaries=num-in-list \
-p desired_primaries=num-in-list \
-p rg_affinities=++rac-fmwk-rg[,db-storage-rg] \
[-p rg_description="description"] \
-p rg_mode=Scalable \
rac-db-rg

5. SUNW.scalable_rac_server_proxy リソースタイプを登録します。
# clresourcetype register -Z zcname SUNW.scalable_rac_server_proxy

6. SUNW.scalable_rac_server_proxy リソースタイプのインスタンスを、ステップ 4
で作成したリソースグループに追加します。
Oracle RAC のサポート フレームワークリソースグループ内の SUNW.rac_framework
のインスタンスに対して、SUNW.scalable_rac_server_proxy のインスタンスによる
強い依存関係を設定します。
ステップ 3 で作成した SUNW.crs_framework のインスタンスに対して、SUNW.
scalable_rac_server_proxy のインスタンスによるオフライン再起動依存関係を設
定します。
データベースファイル用に使用しているストレージのストレージリソースが構成
されている場合があります。この場合は、ストレージリソースに対して、SUNW.
scalable_rac_server_proxy のインスタンスによるオフライン再起動依存関係を設
定します。この依存関係のスコープを、ストレージリソースが実行されているノード
のみに制限します。

■ データベースファイル用にボリュームマネージャーを使用している場合
は、232 ページの「グローバルクラスタ内でスケーラブルなデバイスグループの
リソースを作成する方法」で作成したリソースに対する依存関係を設定します。

■ データベースファイル用にファイルシステムを使用している場合
は、239 ページの「ゾーンクラスタ内でファイルシステムマウントポイントのた
めのリソースを作成する方法」で作成したリソースに対する依存関係を設定しま
す。

# clresource create -Z zcname -g rac-db-rg \
-t SUNW.scalable_rac_server_proxy \
-p resource_dependencies=rac-fmwk-rs \
-p resource_dependencies_offline_restart=crs-fmk-rs \
[, db-storage-rs, bin-storage-rs] \
-p oracle_home=ora-home \
-p crs_home=Grid_home \
-p db_name=db-name \
rac-srvr-proxy-rs

7. ステップ 4 で作成したリソースグループをオンラインにします。
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# clresourcegroup online -Z zcname -M rac-db-rg
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